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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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各勢力の歩み

皇国日本を巡る領土争いの背景から現在までの推移




東方ローマ帝国


　皇国日本を圧倒的武力で攻略し、事実上支配。皇国内の揉め事には不干渉を貫いていたが、箱根奪還の際に大英帝国軍を新東海道軍と挟撃する。その後も「皇国日本の保護者」の姿勢を保ちながら、現在は反ローマ派で大英帝国の駒となった畿内将家を制圧するために、関ヶ原まで侵攻。しかしその最中、副将の衛青が突如出奔、皇都東京へ向かったとの報せが入る。






皇国日本（新東海道軍）


　東方ローマ帝国の事実上の支配からの脱却、皇国の覇権掌握のため、皇女・志緒理が駿河に潜伏させていた記憶喪失の復活者リザレクト・橘征継は、大英帝国軍の侵攻で覚醒し駿河を守りきる。志緒理は東海道将家と手を組み、新東海道軍特務騎士団「新撰組」を結成して陥落した箱根を奪還し、歴史の表舞台に名乗りを上げた。さらに、本格的な決戦に備えるため皇都東京へ移動、征継は真の覚醒のために記憶を取り戻そうとする。だが、記憶を封じた張本人・徳川家康に説かれ、記憶は戻さず家康の銘「征夷大将軍」を継承し、新たな力とした。一方、志緒理の躍進に嫉妬と焦燥の念を抱く女皇・照姫が、大怨霊「平将門」を復活させてしまう。照姫は負の感情を増幅させ暴挙の限りを尽くし、志緒理を拘束せんと動き始めた…。






大英帝国


　反ローマの姿勢を見せる皇国日本の地方政府・畿内将家と「維新同盟」を結成し情勢が不安定な皇国日本に侵攻を開始。箱根や東海道州都・名古屋などを瞬く間に陥落させるも、新東海道軍との連戦や、本国の聖獣の衰弱などが原因で兵力を消耗し箱根から撤退。その際、新東海道軍と水面下で同盟を結成し、利害関係となる。しばしの間、伊豆半島にて動向を睨みながら反撃の機会を窺っていたが、照姫乱心と同じ頃に本国からの増援の報せを受け、皇都東京へ出陣する。










第一章
東へ
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「ネモ？　どういう意味だ、それは？」

　はじめて聞く言葉に、彼は首をかしげた。

　八〇〇年近くも昔だという前世では、大陸の東西をあまねく駆けまわった。その頃は往いく先々で数多あまたの言語を耳にしたものだ。

　訊たずねた相手は、東方ローマ帝国の軍人である。

「誰でもない男……そんな意味合いのラテン語です」

　青い軍服に身をつつむ青年士官はそつなく答えた。

　いにしえの世より唐突に甦よみがえった復活者リザレクトなどではなく、れっきとした現代生まれだ。東方ローマでは最も多い中華系である。

　軍上層部が付けてくれた相談役兼世話係は、さらに言う。

「我がローマ軍の慣習なのです。真の名を伏せておきたい復活者リザレクトどのを『ネモ』とお呼びするのは。うわさでは、大英帝国のエドワード王子も『黒騎士卿きよう』と名乗っていたとか」

「そうか」

　どうでもいいことだったので、彼はあっさりうなずいた。

　一応、己おのれも復活者リザレクトとやら、らしい。

　ならば、この国の流儀にしたがうまで。東方ローマ帝国の客将として、通称・ネモは無感動に新たな名前を受け入れた。

　かつて、己を〝あの名〟で呼んだ者たちはもう誰もいない。

　名付け親でもあった主君。兄弟・同胞。血を分けたに等しい盟友たち。

　あの名に執着などない。あるのはせいぜい、当てもなく今世に甦った自分を拾い、捨て扶持ぶちをあてがってくれるローマ国への義理くらいだ……。

「ならばネモとして、一働きするとしよう。戦場となる国は何と言った？」

「日本です。かつてネモ将軍の故国も、二度ほど侵攻を試みたと聞いております」

「初耳だな」

「将軍が……その、亡くなられたあとの出来事なのです」

　なるほど。ネモは納得した。

　さすがに死後のことまで認知できるはずもない。そして、前世での故国は自分たちがくたばったあとも、飽あきもせず侵略の手を広げていったのだろう。

「さすが大ハーンの血筋は荒々しい」

　ぼそりとネモはつぶやいた。

　ただし、好意的な意味ではないので、こうも付けくわえる。

「死んでいて幸いだったな。そんな遠征軍をまかされた日にはめんどうでたまらぬ。オレは無駄と面倒事が何よりきらいなのだ」

「ご冗談を」

「オレは冗談など言わぬぞ。それも無駄であろう」

「……将軍はかつて、遠くヨーロッパにまで攻め入ったと仄そく聞ぶんしておりますが」

「あの西せい征せいか。あれは地続きだったからな。馬を適当に走らせて、鞍くらの上で居眠りでもしていれば、どうせそのうちに到着する。あとは戦うだけでいい」

「はあ」

「だが、海はそうもいかん。船はとりわけめんどうだ」

　ネモはうんざりした目つきで艦かん橋きようを見まわした。

　東方ローマ軍が擁ようするガレオン級の戦闘艦。その第一艦橋である。船の航行を取りしきる海軍士官らがきびきびとはたらいている。

　そして、この艦は洋上を航海中であった。

　そう。東シナ海に浮かぶ東方ローマ領の人工島・蓬ほう萊らいより出航し、皇こう国こく日本に向けて、今まさに海を渡っている最中なのだ。

「今回、オレの出番は陸おかに着いてからだと聞いている。そこはよかった。せいぜい肩の力を抜いて、楽に戦わせてもらうとしよう」

　うそいつわりのない想いを、ネモはぼそぼそ口にした。

　面倒事ばかり押しつけてくる主君に長く仕つかえていたせいか、いつのまにか染しみついた〝仕事の流儀〟であった。

　無理をしなければ続かないような仕事など、どだい無理なのである。

　尚、この艦橋でひとりネモだけが軍服を着ていない。

　裾すそが膝ひざ近くまである赤紫色のコートにゆったりしたズボン、そして革のブーツという格好だった。前世でも愛用していた軍装である。

　あとは剣と鎧よろい、二張りの弓、三〇本の矢と矢筒があれば完璧だ。

　まわりにいる中華系の軍人たちと同様、ネモも東洋人である。しかし、抜きん出て背は高く、体格も屈強だった。

　将である前に、ひとりの戦士としても傑けつ出しゆつしているのだ。

　東方ローマ軍の客将ネモ――。

　二年前に復活して以来、長くローマ領の一隅で浪人生活を送っていた。が、いよいよ出番が来ようとしていた。




「カエサル元げん帥すいのまわりには」

　復活者リザレクトネモが昼寝をすると真顔で宣言して、艦橋を出ていった直後。一部始終を聞いていたローマ軍参さん謀ぼうはしみじみと言った。

「変人ばかりが集まるようになっているのかねえ、やっぱり」

「元帥ご自身がとびきりの変わり者だからな」

　隣にいた士官が苦笑いしている。

　が、すぐに表情をひきしめ、ぼそりと言った。

「お世辞にもまじめな性格とは言えない人物のようだがな。その戦歴は……とてつもないものだぞ」

「皇国日本での切り札にしようと、うちのボスが直じき々じきに指名したほどだからな」

　うちのボスユリウス・カエサル。

　このガレオン級を擁する艦隊はローマ軍、東アジア管区の所属。カエサル元帥を総司令官と仰あおぐ部隊だ。べつに彼の私兵集団というわけではない。ないのだが、ローマ帝国の国こく父ふに揺るがぬ忠誠と親愛の情をこぞって捧ささげているのも事実だった。

　まさしくユリウス・カエサルの人心掌握術の賜たま物ものだろう。

　紀元前の昔、古代ローマの頃――。

　ふざけて『禿はげ頭の女たらしどの』と呼ぶ男のために命がけで奮戦し、本当に命を落としていったのはカエサル直属の軍団兵たちなのである。

「〝今度のネモ将軍〟だけどな」

　横にいる同僚だけに聞こえる声で、参謀はひそひそと言った。

「帝都のおえらがたはずいぶんと出し渋ったそうだ。衛えい青せい将軍を投入したばかりなのに、さらに〝もうひとり〟なんて早すぎる。温存すべきだと」

「伝家の宝刀というわけか。どうせカエサル公は鼻で笑ったんだろう？」

「らしいな。戸棚にしまいっぱなしの刀に意味はない。道具は使ってこそ華ってのが、ボスの持論だからな」

「だから、もうひとりのネモどのも連れてきたわけか」

「切り札を二枚も切るとは、大盤ぶるまいだな」

「そりゃあ、ここぞというときには借金して、他人の金を当てにしての大勝負を繰りかえしてきた人だからな。ケチケチやるのは性しように合わないんだろ」




　皇国日本で奮闘するカエサル元帥への増援艦隊。

　うち、ガレオン級の戦闘艦は二隻ふくまれている。

　その片方の――暗く、狭い船室のなかであった。青年がひとり、備えつけの寝台にじっと腰かけている。照明もつけていない。何をするでもなく、宙の一点を見据えるのみ。ただそうやって、時が過ぎるのを待っている。

　ここには彼しかいない。専用の個室である。

「…………」

　暗い瞳でぼぅっと虚こ空くうを見つづけている。

　端整な顔立ちながら、顔つきと目つきは陰いん鬱うつだった。

　髪は黒く、ゆるやかな巻き毛で、なかなかに見み目め麗うるわしい青年だ。明るい性格としゃべり上手の特技があれば、どこに行っても人気者になれるだろう。……どちらも彼とは無縁の特徴であったが。

　東方ローマに多い中華系ではない。白人である。すこし前、艦橋に現れた復活者リザレクトは東洋系の人種。だから縁もゆかりもないのだが、実は共通点があった。

　どちらも呼び名が『ネモ』なのだ。

　ふつうなら混乱しそうなものだが、そうはならなかった。

　ここにいる〝ふたりめのネモ〟はこの部屋にずっとこもりきりで、まったく外に出ることがないからである。

『君の力が必要だ』

　数日前、東方ローマの国父から音声メッセージがとどけられた。

『私のもとへ、すぐに来てほしい。ユリウス・カエサルには今、君の助けが何よりも必要なんだ。期待しているぞ、我が愛いとし子よ』

　あの声を思い出すだけで、力と勇気がこみあげてくる。

　自分は――カエサル公と、あるべき理想のために戦い、そして死ぬ。そのためなら命も惜しくない。危険など知ったことではない。

「親愛なる最高司令官カエサルどのアウエ・インペラトール・カエサル……」

　ふたりめのネモは、暗い小声でひそやかにつぶやく。

「彼ら死なんとする者たちは、あなたへの敬意を声高く表明しておりますモリトウーリー・テー・サルータント……」

　それはもちろん、大元帥カエサルに捧げる賛美の文句だった。




　　　　　　　　　２




　一二月二五日。

　本来なら、国中が華やぐクリスマスの当日である。

　だが、この日は早朝からトラブル続きだった。新たな近衛このえ大将・平たいらの将まさ門かどが女じよ皇おう照てる姫ひめに捧ささげたレギオン〝零れい式しき〟――あのカーキ色の兵どもが突とつ如じよとして東京各地に出撃し、武力行使をはじめたのである。

　関東総そう督とくおよび関東将しよう家けの高官たちを、拘束するために。

　零式どもは、さらに首都圏の防衛基地である『衛え府ふ』まで襲撃した。

　そう。市いちヶが谷や、目め黒ぐろ、朝あさ霞か、浦うら安やすの各衛府へ。

　ここ浦安衛府――東京湾に面する千葉県浦安市の砦とりでもまた、零式二〇〇騎による攻撃を受けることになった。

　浦安側を守る兵力は騎き士し侯こう三名、レギオン神かむ威いが一〇〇騎弱。

　零式たちの数は二倍。まあ、まず勝負にならない物量差であったのだが。

「あいつら、どういうつもりなんだ？」

　浦安衛府をあずかる城じよう代だい・牟む礼れ騎士侯は吐き捨てた。

　もう何時間も浦安衛府を攻囲していた零式どもが、ようやく撤退していったのである。都心方面へ帰還していった。

　牟礼騎士侯はちっと舌打ちして、毒づいた。

「ここが欲しくて、殴なぐり込んできたんじゃないのかよ？」

　カーキ色の零式たちは、悪名高い大日本帝てい國こくの頃に主力騎だったレギオン。

　しかし、今は女皇陛下に仕つかえる近衛の軍団である。

　いくら一方的に襲われたからといって、抵抗すべきではなかったのかもしれない。

　女皇照姫の忠実な臣・兵として、零式どもにおとなしく殺されることこそが皇国軍人としてあるべき生き方――そんな思考がちらりと頭をかすめたものの。

　こんなところで、なぶり殺しにされてたまるか。

　結局はその思いが勝り、やけくそ気味に徹底抗戦を選んだというのに。

「原因はあれか」

　すこし前、東京湾の洋上で大会戦が行われた。

　一二〇〇騎の零式と、赤紫色の神威型〝兼かね定さだ〟六〇〇騎の激突だ。

　先制攻撃をそのまま決定打とする名めい采さい配はいで、赤紫の軍団があざやかに勝利した。戦闘中の浦安衛府でも、戦いの推すい移いはしっかりとモニターしていた。

　直後、ここ浦安を攻囲する零式軍団まで、退却していったのである。

「兵力を皇こう城じように集めて、態勢を立てなおそうってわけだ……」

　二千騎超の零式を操るという魔ま性しようの復活者リザレクト・平将門。

　その思おも惑わくを読んで、牟礼騎士侯はため息をついた。だが、こんな暴挙を起こした動機は一切わからない。

　一体、女皇陛下と近衛大将どのはどういうおつもりなのだろう？

　そして、皇国と関東将家に仕える騎士として、己おのれは何をすべきなのか？

　憂ゆう鬱うつな未来しか思い浮かばなかったとき。

　小型随ずい獣じゆうの管くだ狐ぎつねが伝令文を運んできた。差出人の名義は――皇こう女じよ志し緒お理り殿下。牟礼騎士侯はハッとした。

「零式どもが志緒理殿下の離り宮きゆうまで襲ったという情報、本当だったのかよ……」

　離宮のある南みなみ麻あざ布ぶでも、カーキ色のレギオンが暴れている。

　衛府城代をつとめる牟礼のもとには、その情報もとどいていた。真しん偽ぎのほどはあやしいと見て、半信半疑でいるうちに、ここ浦安も襲撃を受けた。

　そして、離宮から逃れてきた皇女からの伝令文。

『身み柄がらの保護と、浦安衛府の設備提供を要請する』

　という内容だった。どうやら、皇国日本の中ちゆう枢すう部ぶで〝とんでもないこと〟が起こりかけているらしい。

　その渦か中ちゆうに巻きこまれて、牟礼騎士侯は肚はらを決めた。




「わたくしどもを受け入れてくださり、お礼を申し上げます」

　藤ふじの宮みや志緒理はしとやかに頭を下げた。

　日本国民が誰しも期待する『麗うるわしのプリンセス』にふさわしい気品と優雅さで、浦安衛府の城代・牟礼騎士侯と向かい合う。

　彼女と、お供の竜りん胆どう先生および天てん海かい僧そう正じよう。

　浦安衛府の敷地内、その護ご国こく塔とうに招きいれられた直後であった。

「おかげで一息つくことがかないました」

「皇こう家けにお仕えする騎士として、当然の行いをしたまでです。それに」

　牟礼騎士侯、三〇歳前後の青年である。

　型どおりの答えを口にしてから、すぐにふてぶてしい面つら構がまえでこう言った。

「こちらは一息つくどころか、皇女殿下とお連れのみなさまに絶体絶命の窮きゆう地ちを救っていただく形になりました。われらの方こそ、お礼を申し上げます。……あれがうわさに聞く土ひじ方かた公――いえ、橘たちばなどのの軍団ですか」

　衛府の中心部に建つ護国塔、その最上階にいる。

　高さ四〇メートル。ここから東京湾の方角に目を向ければ、こちらに接近中の大軍団を見て取ることができた。

　約一千騎もの神威型レギオン〝兼定〟。きれいに球状陣形を組んでいる。

　牟礼騎士侯はその陣容を惚ほれ惚ぼれと眺めてから、ぼそりと言う。

「皇女殿下からは丁てい寧ねいな御お文ふみを頂ちよう戴だいいたしましたが……先にやってきた零式どもをとりまとめるお立場の将しよう門もん公こうからは、何の通達もいただけなかった」

　明らかに批判的な物言いであった。

　公人である志緒理を前にして、浦安衛府の長は悪びれもせずに続ける。

「あるいは、照姫陛下の御意志とはまたべつのところで、近衛大将どのは兵を動かしておられるのかもしれません。もしそうなら、きわめて遺い憾かんとしか申しようのない事態です。微力ながら、皇女殿下と東海道の方々にお力添えをいたしたく存じます」

「まあ。ありがとうございます」

「東京からの脱出をお望みでしたら、その露つゆ払はらいを。近衛大将どのとのお話し合いをお望みであれば、わたしも橘どのの指揮下にお加えいただければ……」




「騎き力りよくはたいしたことないが、そこそこ目め端はしの利ききそうなやつじゃったな」

　くつくつと竜胆先生が笑っている。

　和服姿の童女ながら、れっきとした念導精霊ジーニーだ。ステンレス製の携帯水筒スキツトルにいれたブランデーをぐびりとやっている。

　法律的には無む問もん題だいだが、一瞬どきりとさせられる光景だった。

「あの牟礼とかいう城代め。皇家のお家騒動にもなりかねない一大事だと悟って、逆に自分を売りこみに来たか。無駄な手間がはぶけるうえに人手も増える。結構結構」

　浦安衛府の護国塔を出て、中庭まで歩いてきた。

　横着な竜胆先生らしいコメントに、志緒理はくすりと微笑んだ。

「牟礼騎士侯は将門公のことでは批判的でも、女皇陛下については最後までつつしみ深く、口を閉ざされていました。そのあたりの機き微びもわかっておられるようで……なかなか話の早い御方です」

　君主のすぐそばに侍はべる廷てい臣しんの身でありながら、主あるじの威を借りて、まつりごとをほしいままにする。そういう輩やからを『君くん側そくの奸かん』と呼ぶ。

　そのような奸かん臣しんこそが悪政・圧政の元凶であり、国を立て直すために誅ちゆうすべし。

　……反乱・内戦を起こす側が自己正当化のためによく用いるロジックである。この挙兵はあくまで奸臣を討つためのもの。主君への叛はん逆ぎやくではないという体ていだ。

　牟礼騎士侯の言動、明らかにそれを意識している。

「今回のように、将門公の暴走で痛い目に遭あった連中……その者どもは皇城に反発するようになるじゃろう。多かれ少なかれ、な。これも姫が夜ごとの呪じゆ詛そで女皇を苦しめた積みかさねのおかげ。たいしたものじゃ」

「あ、あれが決定打となったかは不明です！」

　ここのところ、連日繰りかえしてきた深夜の祈き禱とう。

　眠れる女皇照姫へ送りつづけた念のことを言われて、志緒理は反はん駁ばくした。

「ところで先生。一昨日もお話しをした《伏ふく龍りゆう》の件ですが……」

「安心せい。早く準備しろとうるさく姫が急せかすから、飲み会の合間にちょろまかしてきてやったぞ。富とみ岡おか八はち幡まん宮ぐうの宝物庫よりな」

「隠し場所がわかったのは、半月も前のパーティーの席ではないですか……」

　一二月上旬に催もよおされた、女皇照姫の聖誕祭。

　そのとき、竜胆先生はある宝物の隠し場所を皇城で探り当てたという。

　ただし、日本最高の念導精霊ジーニーにして生きつ粋すいの怠なまけ者でもある先生。なかなか取りにいこうとはせず、志緒理が何度も催促したのである。

　とにかく、これで〝あの神格基板〟も当てにできる。

　志緒理は安心して、もうひとりのお供の方へと向き直った。

「僧正さま。先ほどはお手間をおかけいたしました」

「なに。言ってしまえば拙せつ僧そうはただ兵を……れぎおんを呼んだだけ」

　復活者リザレクト、天海僧正――。

　肉体年齢・推定九〇の老人はにやりと笑った。

　黒い僧衣に編み笠がさをかぶり、錫しやく杖じようまで手にしている。こんな風ふう体ていだが、かつては名将・明あけ智ち光みつ秀ひでとして活躍した時期もある。

　離宮のある南麻布から脱出した志緒理を、天海僧正が有あり明あけで出迎えてくれた。

　そしてレギオン神威の軍団を召集し、追っ手として放たれた零式を撃破。その後しばらく有明の埋め立て地に陣を敷いて、うろつきまわる零式や近衛府の兵から志緒理を守り抜いたのである。

　橘征まさ継つぐが零式一二〇〇騎を一いつ蹴しゆうしたあと、ここ浦安へ移動した――。

「ここの城代が物わかりの悪い御ご仁じんなら、城攻めという形で貢こう献けんもできただろうが」

「今後も察しのよい方ばかりだと助かるのですけど」

　いずれにせよ、ようやく東京近郊に本拠地を確保できた。

　衛府と、その地下にある水すい霊れい殿でん。

　騎士侯とレギオンに霊れい液えきを補給させるための設備。

　現代戦を勝ち抜くためには不可欠なものだ。レギオンに勝ちうる兵器はレギオンのみなのだから――。志緒理は言った。

「すでに皇こう都とでは、今月になって二度も内戦が起きていますが。今度はわたくしたちが……いくさを起こす側になれます」

　いよいよ計画は第二段階。天下取りのはじまりだった。




　そして、東京湾の洋上では――

「見えてきたわ、お兄さま！」

「あれが浦安衛府か。このあたりには初めて来るな」

「あんまり来る用事ってないものね。広いんだから遊園地でも造ればいいのに」

　一頭の翼竜に相乗りして、橘家のふたりが天あま翔かける。

　黒い軍服の上に浅あさ葱ぎ色の陣羽織を着こんだ橘征継。和服と袴はかまで『はいからさん』装しよう束ぞくに身をつつんだ橘初はつ音ね。

　太陽もだいぶ高くなっているが、一二月の洋上は寒い。

　冷たい潮風がびゅうびゅうと吹きつけてくるせいだ。が、騎士侯として強化された肉体はこの寒気のなかでも体温を失わない。

　征継も、初音も、身震いひとつせずに東京湾を横断していく。

　その後方に付きしたがうのは、一〇〇〇騎となった兼定の軍団だ。

　征継が箱はこ根ねを発たつときは六〇〇騎だった。が、先の戦いで新たな銘めい《征せい西せい将軍》を得たことで、レギオンとして具現化できていなかった念が――一気に形を得た。

　だからこその大軍団。

　橘征継がついに得た、将器にふさわしい数の兵たち。

　ここに本拠地たる衛府が加われば、まさに準備は万端。この先、鬼が出るか蛇じやが出るかは不明だが、あとは力のかぎり戦うのみだ。

「そういえば」

　ふと征継は思い出した。

「昔、そういうやつがどこかにいたな。無駄や面倒事がきらいだから、何も考えないで戦場へ往いくだけ往って、あとは戦うだけがいいとか吹ふい聴ちようしていた……」

「ずいぶんものぐさな人なのねえ。一体どこの人？」

「さて。よく思い出せん」

　あきれた様子の妹分へ、征継はあっさりと答えた。

　前世において、自分は遥はるか西の果てにまで攻め入った武人だったらしい。しかし、その記憶はない。もう取りもどすつもりもない。

　ここにいる男はただの橘征継。

　皇女志緒理に仕え、忠実な狗いぬとして戦う一武将に過ぎないのだ。
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　その昔、江え戸ど城じようは二重のお堀によって守られていた。

　外側のお堀は今こん日にち、ほとんど打ち壊されてしまっている。が、内堀の方はほぼ当時の姿で現存していた。

　この内堀のなかが『江戸城じよう趾し』とされる。

　場所は皇こう都と東京のどまんなか、千ち代よ田だ区。火災や明めい治じ政府による取り壊し、関東大震災などで多くの建物がなくなったものの、城趾のなかにはまだまだ『かつての江戸城』の名残なごりが数多く散見できる。

　広いうえに歴史的価値まである場所だ。

　いっそ公園にでもすれば、都民たちの憩いこいの場として人気が出たかもしれない。

　だが、ここ江戸城趾は長らく〝禁きん足そく地ち〟とされてきた。

　まわりをとりかこむ内堀の外では、警備の兵が定期的に巡回している。通用口には厳重に鍵かぎがかけられていた。内部には随ずい獣じゆう・壬み生ぶ狼ろが一〇〇匹近くも放たれて、侵入者は拘束せよと指示されている。

　一般市民はおろか、そこそこの地位を持つ要人でも入場は許されない。

　しかし、そんなことを意にも介さない男がいる。

　かなり前から用意しておいた合い鍵で忍びこんだ。結界で守られた禁足地と、随獣どもの警備網さえも、念ねん導どう術じゆつの護ご符ふですり抜けていく。人間の警備兵は皇都のゴタゴタのせいで隙すきだらけであった。

　みごと江戸城趾内にもぐりこんだのは――和服の老人だった。

「わしがいた頃とは、ずいぶん変わった」

　すこしだけ不愉快そうにつぶやく。

　時代劇に出てくる隠居老人という体ていで、木も綿めんの着物に羽織を合わせている。

　が、頭にかぶる中折れ帽とステッキは西洋由ゆ来らい。和洋をゆったり折せつ衷ちゆうさせた姿はなかなかに洒しや脱だつだった。

　でっぷり太った体軀は一見滑こつ稽けいだが、逆に独特の存在感がある。

「それほど長く暮らしたわけではないが、いまいましいものだな」

　フンと鼻息荒く、遺い憾かんの意をひっそりと表す。

　かつて江戸城の主あるじであった天てん下か人びと・徳とく川がわ家いえ康やすその人だった。

　彼が征せい夷い大たい将しよう軍ぐんの位くらいを拝命したのは一六〇一年。四年後に自みずから望んで退任し、今でいう静岡県の駿河するがに隠居した。ただし、それは引退を意味しない。

　徳川家康は二代将軍・秀ひで忠ただを〝表向きの後継者〟としつつも、隠居老人の身ながら日本国の切り盛りを行った。〝事実上の天下人〟だったのだ。その昔、一部の天皇が至尊の位をしりぞきながらも、上じよう皇こうとして院政を取りしきったように。

「せっかくの城をこんないわくつきの魔ま窟くつに変えおって」

　家康は文句を吐き捨てた。

　天てん守しゆ閣かく――ならぬ天てん守しゆ台だいのそばまで歩いてきた。

　江戸城の天守閣は一六五七年、明めい暦れきの大火の折に焼失した。以来、土台として積みあげた石垣しか残っていない。

　天守閣再建より、江戸の街の復興に力を注ぐべしとされたからだ。

　実は……ここにこそ、江戸城趾が禁足地とされる理由が眠っていた。

　天守台の近辺に『念』が満ちている。近づく者はその念の神こう々ごうしさに打たれるや、わけもなく震えあがり、身をすくませてしまう。

　そして一〇分も居つづければ、心臓がいきなり停止して――頓とん死しする。

　家康はため息をついた。

「人間が……足を踏み入れてはならぬ場所か」

　徳川家康が不ふ遜そんなままでいられるのは、彼自身の念のおかげだ。

　よほど強い念力で守られた騎き士し侯こうや術師でなければ、江戸城天守台の近くで平常心と健康を保つことはむずかしいのだ。

「畏おそるべきは聖せい獣じゆうの力というわけだな」

　江戸城趾の内部を警備する壬生狼たちも、ここには近づかない。

「ま、用なしの城跡以外に都合のよい〝封印の場所〟とやらが東京のどこにもなかったのだから、仕方がない」

　家康は不ふ承しよう不ぶ承しようという感じでひとりごちた。

　誰あろう。実は彼こそが、江戸城天守台をこのような〝只ならぬ場所〟に変えた一団のひとりなのである。

　共犯の天てん海かい僧そう正じようは今、皇こう女じよ志し緒お理りの供をしている。

　元・征夷大将軍として、家康がこちらの担当となったのだ。




　二時間ほどが過ぎ――

　家康は江戸城天守台の地下にいた。

　かつて天守閣を支えた土台の石垣――その一角に設もうけられた隠し扉を持参の鍵で開け、迷路のようにこみいった通路を定められた道順でくぐり抜けていった。

　途中、七回ほど念力の壁が立ちはだかった。

　これを解除するために、限られた者のみが知る祝詞のりとを長々と唱える。

　なんともめんどうな手順を繰りかえした家康の前に、最後に立ちはだかったのは重い鋼鉄製の扉だった。

　これを開けた先に、巨大な地下空洞が広がっていた。

　直径二、三キロはあろう『穴』だった。深さは――一〇キロ以上にも達する。

「わしを下まで連れていけ、神かむ威いよ」

　家康はレギオンを一体だけ召集した。

　橘たちばな征まさ継つぐに《征夷大将軍》の銘めいを譲ったとはいえ、ほどほどの力は残っている。たとえ将軍位はなくとも、家康の英名だけでもそれなりに戦えるのだ。

　皇国日本の青き侍さむらい〝神威〟。

　聖獣・天てん龍りゆう公こうにゆかりのレギオン、その肩に家康は乗った。

　神威はふわりと飛び立った。地下空洞のそこをめざして、ゆっくり降りていく。

　照明設備など、ここには何もない。にもかかわらず、闇やみの深さに困ることもなかった。暗い深しん淵えんであるはずの地下空洞を照らす輝きの主ぬしが――地の底にいるからだ。

　それはとぐろを巻いて、眠っていた。

　全長一五〇メートルはあろう、白銀の大蛇なのだ。

「ひさしぶりの対面ですな、大おお長なが虫むしの君きみよ」

　大蛇の鱗うろこは神々しく輝いていた。

　それが深淵の闇を、むしろまぶしいほどに照らしている。

　とぐろを巻いているせいで〝白銀の巨大すぎる鏡〟にすら見える大蛇めがけて、元天下人を乗せた神威はどんどん降下していく。

　家康は言った。

「皇国の初代女じよ皇おう・日ひ美み子こどのと天龍公が施ほどこした七つの封印とやらは……それがしがすでに解き申した。が、それだけでめざめる御おん身みでもなし。本格的な再会は今すこしあとになるかと存じますが……まずはあいさつだけでも」

　眠れる聖獣・大おお国くに主ぬしの命みこと。

　大日本帝國の時代、日本国を守護した神への言葉であった。
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「それで閣かつ下か。東京の方で大はしゃぎされている姫様たちに……どう落とし前をつけていただくか、ちゃんと考えてます？」

「まあな」

　ヤン参さん謀ぼうに訊きかれて、ユリウス・カエサルは渋じゆう面めんで返事をした。

　伊い勢せ湾に面する津つ城じよう鎮ちん守じゆ府ふ――。

　城じよう代だい用の執務室での相談である。畿き内ない地方に攻め入って、電光石火の攻撃でこの砦とりでを奪いとった。敵本拠地の京都はもう目と鼻の先だ。

　しかし、思わぬトラブルが早朝から連続して、足踏みをしている……。

「いきなり重臣たちの粛しゆく清せいなどをはじめた照てる姫ひめには、きつめのおしおきを。正当防衛の体てい裁さいはととのっているとはいえ、都内で兵を動かした志し緒お理りにもそれなりのおしおきを。で、あともうひとりか……」

「はい。断りもなく軍を離脱した衛えい青せい将軍です」

　ヤン参謀は淡々と言った。

「側近としてつけておいた参謀なんかも、ケントゥリアの槍やりをちらつかせて、追い払ったのだとか。で、当の衛青将軍は東とう山ざん道どう横断の途中で指揮下のレギオンを消して、身ひとつでの移動に切りかえたようですねえ」

「私が若かった頃は、敵前逃亡には死を以もつて罰すのが効いたんだがねえ」

「営えい倉そう送りで済ませられる微罪じゃないのは、現代もいっしょです。そういえば当の衛青将軍の時代だと、死刑か罰金か爵しやく位いの剝はく奪だつを選べたそうです」

　およそ二千年以上も前、中国漢かん王朝の話をヤン参謀は語った。

　実は衛青将軍、カエサルが古代ローマに生誕するよりもほんのすこし前――五、六年前に没しているらしい。

　皇国日本で肩をならべた東西の英雄、ほぼ同時代の人間なのである。

　明るさに欠ける話題にふたりでため息をついたあと。

　おもむろにカエサルはにやりと笑った。
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「まあ朗報もある。例の男、増援の艦隊にぎりぎり乗せることができたらしいぞ。ようやく追い風が吹いてきたようだな」

「あの方を蔵出しするの、本国は相当いやがっていたと聞いてますよ」

　傍かたわらにひかえる参謀、アレクシス・ヤンは肩をすくめる。

「国こく父ふの権威を笠かさに着てのゴリ押し、ほどほどにしといた方がいいんじゃないですかね。前にもそれをやったせいで、宰さい相しよう閣下と元げん老ろう院いんは気前悪くなったわけですし」

「私だってもちろん、やりたくなかったさ。だが仕方ない」

　今現在、ユリウス・カエサルは京都制圧を狙ねらっている。そこでは維い新しん同盟の中心人物らが待っている。

　あの同盟の長、畿内将しよう家け総そう督とくである出海いずみ典てん膳ぜん。

　そして、同盟を実質的に仕切る大英帝国軍の将しよう帥すいたち。

　あちらの副将格・リチャード一世の姿を京都で目撃したという情報もある。

「獅し子し心しん王おうどのが入京した可能性も高いうえに、衛青将軍が姿を消したのだから」

　衛青将軍は東山道地方を経けい由ゆして、京都入りする。

　その予定だった。だが数時間前、古代漢かん王朝にて大将軍をつとめた男は忽こつ然ぜんと軍団の針路を変えたのだ。それも東へ。

　あちらとの連絡は一切取れていない。カエサルはぼやいた。

「さすがの私も焦あせりを禁じえず、思わず帝都ザナドゥへ緊急通信を入れてしまった。その際にやや威圧的な物言いになったことは、まあ、不可抗力だとは言えまいか」

「言えなくはないですけど、気をつけてくださいよ」

　悪びれないカエサルへ、ヤンは淡々と諫かん言げんする。

「やたらと要領いいくせに、気づけば内側に敵を作っちまう。それは明らかにユリウス・カエサルの悪い癖くせですよ。前世の頃からね」

「同感だ。できるかぎり気をつけよう」

「それにしても、衛将軍はどういうおつもりなんでしょうねえ」

「個人的な野心を持たず、高潔さと善良さと軍略の才を全て併あわせ持つという冗談のような男だからな。正直、私にも想像がつかない」

「でしょうねえ。カエサル閣下は根っからの悪党ですし」

　じろっと責めるように見つめられて、ローマの国父は微苦笑した。さりげなく目を合わせないようにする。

「聞きましたよ。例のネモ将軍……といっしょに、ふたりめを呼びよせたって」

「保険だよ。帝都の連中が〝ひとりめ〟の日本入りを許可するか、不透明だったのでね。私の裁量で自由にできる隠し球を確保しておいた」

「あいつは信用すべきじゃあないですよ」

　珍しく冷徹な軍人の顔で、ヤン参謀はきっぱりと言った。

「閣下ご本人が誰よりもご存じでしょうけど」

「まあな。だが、役に立つことはたしかな男だ。使い方さえまちがえなければ――二枚目の切り札として十分に機能する」

「例の武ぶ勲くんですか」

「ああ。それより君、伊い賀が上うえ野のを攻める友軍に伝令を送ってくれ。今日の陽ひが落ちる前に、われわれは一気に動き出すと。今夜はいそがしくなるぞ！」
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　今から約二千年前、英雄カエサルはローマ帝国の礎いしずえを築いた。

　しかし、彼は帝王の位くらいに就つくことなく暗殺された。養子のオクタヴィアヌスが後継者となり、初代ローマ皇帝アウグストゥスとして帝てい冠かんを手にした。

　五代目まではカエサルの一族の者が皇帝となる。

　ティベリウス、カリグラ、クラウディウス、そして悪名高き暴君ネロ。

　以後は〝前皇帝を殺した男〟や〝前皇帝の息子・親戚〟〝前皇帝とは縁もゆかりもない地方軍ぐん閥ばつをひきいる軍団長〟などが脈みやく絡らくなく帝位に就くようになっていった。

　さて。

　時は流れ、西暦一九九八年。

　東方ローマ帝国の帝都ザナドゥである。

　この超大国の皇帝位にある人物は、至尊の玉ぎよく座ざを擁ようする宮殿の一室で、五〇歳前後のベトナム系男性と雑談中だった。

　皇帝はにこやかに、こんなことを語っていた。

「……と、まあ、このように。古代の帝政ローマにおいては賢けん帝ていよりも愚ぐ帝てい、凡ぼん帝ていの方がだいぶ多かった。この事実をかえりみれば、当時の新皇帝擁よう立りつシステムはどう考えても機能的でなかったことは明らかなわけだ」

　東方ローマ皇帝ユースフ・ハニフ。六二歳。

　中央アジア出身者では初の皇帝として九年前、枢すう密みつ院いんによって選出された。

「しかし、現代に生きるわれわれはそのような旧きゆう弊へいに足を取られることはない。我が東方ローマ帝国の官僚諸君は――きわめて優秀かつ忠実で、効率的に国家を運営してくれる。そこについては彼らを信頼してかまわないし、でしゃばるべきではない」

　白い歯を見せて、皇帝はにかっと笑った。

　いつもテレビや新聞で国民・諸外国に見せるものと寸分たがわぬ笑顔。彼はいつでもこの表情を披ひ露ろうすることができる。

「そう。皇帝の主な仕事は式典や外交の場に出席し、にっこり笑って、当たり障さわりのないコメントであたたかくゲストをもてなすくらいだと言っても――過言ではないんだ。君も次期皇帝候補のひとりだ。今から練習しておいてもいいと思うぞ」

「そのことなのですが」

　ベトナム系ローマ人、グエン・コン・ジエムは不可解そうだった。

「多少は名前を知られているとはいえ、一介の作家に過ぎない私が……なぜ次期皇帝候補などとされるのか。まったく理解できません。正直なところ、ひどくとまどっています」

「それだ。その職業欄がいいんだろう」

　公おおやけの場ではなく、皇帝のプライベートな応接室での会話だった。

　ふたりきりである。国民的文学者であり、国立大学の名誉教授でもあるジエム氏へ、皇帝はあっけらかんと言う。

「私は属州総そう督とく、前皇帝は元老院議員から皇帝に選出された」

「存じております。先の皇帝陛下は三年の任期を務めあげられ、今きん上じよう陛下は――」

「もう九年目になるかね。在位中、なるべく政治的な言動はしないように心がけていたのでね。なかなか長く続いている」

「…………」

「が、私よりもさらに薄味のローマ皇帝を望む声があるらしい。なるべく政治にも軍事にも消極的で、できれば専門の研究分野なり芸術なりに没頭したまま、長期間にわたって〝お飾りの専制君主〟を演じつづけてくれるような――」

　東方ローマ帝国の建国は西暦一九三二年。

　建国の父カエサルはおよそ十年ほど、初代皇帝として君くん臨りんした。

　彼の退位後、帝冠を戴いただく者の条件として『知性・学識・徳・品格』があげられるようになった。古代ローマ帝国に栄光をもたらした賢人・哲人皇帝ら――彼らの時代にあやかったとされる慣習である。

　候補者としては、政治家や文化人などによく白羽の矢が立つ。

　皇帝はふたたび笑う。

「つまるところ、あれだ。科学研究賞や平和文学賞のようなものなのだよ、この国における皇帝という地位は」

「はあ……」

「ま、古代ローマよりは、政治の混乱がすくないシステムではあるのだろうさ。いつまで続けられるかはまったくわからないがね」

「どういう意味でしょう？」

「なに、制度なんてものは必要に応じていくらでも変わりうる。その時々のご時世に合わせてね。いずれ新たな選定方法が生まれても不思議じゃないだろう？」

　怪け訝げんそうに訊きかれて、現ローマ皇帝は笑った。

　建国の父たる大英雄がいつまでも存在しつづけるがゆえに、抱かかえこんでしまった問題の芽がこの国にはある……とは、さすがにここでは口にできない。

　東方ローマ帝国において、皇帝とは決して至尊の王者ではないのである。

　しかし――。

　己おのれの後継者候補に笑顔を見せながら、現皇帝はひそかに思う。

　さてユリウス・カエサル閣下、御おん身みはこの綱渡りをいつまでまっとうできるのでございましょうか、などと。








第二章
皇都集結
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　一二月二五日、クリスマスの皇こう都と東京。

　本来は前日のイブと合わせて、街とカップルと子供たちがお祭り気分をめいっぱい楽しむ二日間になるはずだった。

　だが、正午を迎えた現在でも、混乱はまだ収まっていない。

　早朝から近衛このえ部隊が各地に出撃し、市街戦を繰りかえしていた。

　東京湾洋上ではきわめて大規模な戦闘が起きたらしい。そのうえテレビ・ラジオ等の放送は朝から規制中で、皇都行政府からの発表も皆無なのだ。

　ニュースを報道するマスコミ側の方も、まだ現状を把握できていない。

　都内の一般人たちは尚更、状況がつかめないだろう。

　だが、悠ゆう々ゆうと自みずからアクションを起こす人物もいた。混乱を〝引き起こした側のひとり〟徳とく川がわ家いえ康やすである。

「志し緒お理り殿下は予定どおり、浦うら安やす入りをされたか」

　江こう東とう区の街並みを見おろしながら、つぶやいた。

　飛行するレギオン〝神かむ威い〟の左肩に乗り、南下しているところだった。

　さっき江え戸ど城じよう趾しの地下で呼び出した一騎である。加えて、さらに一〇〇騎を召集し、球状陣形を組ませている。

　めざすは東京湾を越えて、浦安衛え府ふだった。

　伝令の管くだ狐ぎつねがたった今とどき、そこが新たな本拠地だと報しらせたのだ。

　現在、家康ひきいる神威一〇〇騎は時速八〇キロ台で飛行中。レギオンの移動速度としては遅くもなく速くもないというあたりだった。

　都内の交通機関が全て停止し、車での通行も禁止された。

　敵に発見されるだろうが、今はレギオンが最も高速な移動手段なのだ。

「瘦やせガラスどもは手を出してはこない、か」

　すこし前、零れい式しきの小隊が近くにやってきた。

　が、整然と飛行する家康指揮下の神威を前にして、何をするでもなく離れていった。偵てい察さつだったのだろう。

　おそらくは不意に出現した神威一〇〇騎の所属を探るために。

　実は――レギオンの軍団が宿す念ねん波ぱは、主あるじの騎き士し侯こうごとに異なる。指紋といっしょで、ひとつとして同じものはない。

　それを部外者が判断することはむずかしい。

　だが、国籍を同じくするレギオン同士なら、ある程度の識別は可能だった。

　たとえ内戦が起きて、同型のレギオン同士で戦う事態になったとしても、友軍か否いなかはきちんと判定できるのだ。

「橘たちばな征まさ継つぐの軍団による救援を……恐れているということだな」

　徳川家康が放つ念は、東京近郊のいずれの騎士侯ともちがう。となれば、どこの陣営かは消去法で明らかなはずだった。

「怨おん霊りようの類たぐいでも、その程度の知恵はまわるようだ」

　元・征せい夷い大たい将しよう軍ぐんはにやりと笑った。

　それなりに愛着のある銘めいだったが、譲った甲斐かいはあった。

「しかし、街の連中は意外と静かなものだな」

　江戸城趾のある千ち代よ田だ区から江東区上空まで、順調に南下してきた。

　まもなく海岸付近。家康が見たかぎり、ここまで外を歩く人間、道路を走る車両はあまり見かけなかった。

　各区のスピーカーが流す放送、これが効いているのだろう。

『東京行政府からのお知らせです。現在、戒かい厳げん令れいが発動されております。住民のみなさまには自宅での待機と、節度ある行動を命ずと皇こう軍ぐん近衛このえ府ふより――』

　空中でそれを聞いて、家康はフッと嘲ちよう笑しようした。

「女じよ皇おうの照てる姫ひめさまや将まさ門かどどのがこんなことに心を砕き、指示を出すはずもなし。近衛の誰かが気を利きかせたというあたりか？」

　自分たちも状況をよく呑のみこめてないだろうに、気の毒な。

　日本の中ちゆう枢すう部ぶたる皇こう城じようや近衛府に仕つかえる軍人・役人たち。彼らは東京全体で何が起きているのか、ほとんど認識できていまい。

　この混乱、まだ当分は続くにちがいなかった。

　さて、皇女志緒理と橘征継はこれを絶好機と変えられるや否や――。




　昼過ぎ頃だった。

　ついに徳川家康が浦安衛府に合流した。

「すでに伝令で送ったとおり、江戸城趾での首しゆ尾びは上々……。今のところ、皇女殿下は武運に恵まれていらっしゃるようだ」

「お手間を取っていただき、ありがとうございました。大おお御ご所しよさま」

　和服姿の元天てん下か人びとより報告を受け、志緒理はしとやかに礼を言う。

　衛府内にある芝生での再会だった。

　日本の鎮守府・衛府はどこもそうだが、五ご芒ぼう星せい型の城壁にかこまれている。中心に護ご国こく塔とうがそびえ立ち、そのまわりには軍施設のビルや倉庫、空き地や芝生が設もうけられる。

　城じよう代だいより差し出された浦安衛府。

　ここに今、皇女志緒理を旗はた頭がしらとする強つわ者ものたちが続々と集結中だった。

　新たな銘《征せい西せい将軍》を継承したばかりの橘征継。彼が箱はこ根ねからひきつれてきた東海道州軍の兵たち。橘初はつ音ね。天てん海かい僧そう正じよう。

　そこに加わったばかりの徳川家康はくくっとふくみ笑いをする。

「いよいよ天下取りのはじまりというわけですなあ」

「そのとおりです」

　冗談めかした物言いに、しかし、志緒理はきまじめにうなずいた。

「この道の大だい先せん達だつである大御所さまには、是非ご助言をたまわりたく存じます。わたくしと、後ろ楯だてである東海道将しよう家けに――」

「……と、じじいを持ちあげてくださる殿下のおっしゃりようはありがたいが」

　家康はちらりと、皇女の隣を見た。

　相談役よろしく天海僧正がひかえていたのだ。

「ここでえらそうにあれこれ指し南なんしても、皇女殿下のお眼鏡にかなわなければ意味がない。そうは思わぬか、僧正よ？」

「左様でございますなあ」

　江戸時代の初期、三代にわたって将軍の助言役をつとめた黒こく衣いの僧侶は心得た様子でにたっと笑い、志緒理に言う。

「われらのような狸たぬきじじいの目から見ても、殿下はご立派なほど雌め狐ぎつねでいらっしゃる。そのご心中では、すでに天下への道筋が定まっているはず。拙せつ僧そうや大御所さまが今さらあれこれと申したところで……」

「うむ。年寄りの冷や水で要いらぬケチをつけてきたとしか思われまい」

「われら、所しよ詮せんは日本一国に閉じこもるだけの田舎いなか侍さむらいでしたからな。あの頃は日本国内のことだけを案じればようございましたが、昨今はローマなどという大国が海の向こうでふんぞりかえっている始末。あげく、あちらの総大将カエサルどのは今まさに関西で大はしゃぎしておられるとか……」

「おお。そういえば、大英帝国なる者どももおったぞ」

「遠く南なん蛮ばんより参った騎士たちとやらですな。伝え聞く黒王子どのと獅し子し王おうどのの武勇、まさしく鬼き神しんのごとし」

「大御所さま、僧正さま」

　わざとらしいやりとりに、志緒理は割り込んだ。

　すぐに老復活者リザレクトふたりは口を閉ざして、ほくそ笑んでみせた。こちらの器量を試すような目つきを前に、ひるまず志緒理は語り出す。

「国内で天下を取るだけでなく、外のことまで考えているのかとおっしゃるのですね？　そして……わたくしどもに十分な思し慮りよがなければ、助言をする必要もなしと」

「くくくく」

　家康はただ、ふくみ笑いをしただけだった。

　否定も肯こう定ていもしない。志緒理の発言を待っている。ならば。

「おふたりのご指摘どおり、たしかに東方ローマ帝国は脅きよう威いです。領土も国力も皇こう国こく日本とはくらべものにならないほど充実し、しかもカエサル元げん帥すいという建国の英雄が――いまだに国家間紛争の最前線で活躍しつづけておられます。ただ」

　志緒理は力を込めて、言い切った。

「わたくし、かねてより思っておりました。カエサル元帥の存在はローマにとって諸もろ刃はの剣であると。そして、そう考えるのはわたくしだけだろうかと」

「ほう」

　家康はにやにやと唇を曲げたまま、じっと志緒理の目を見つめる。

　現役の戦国武将であった頃は、もっと鋭く、激しく、他者の思考をつまびらかにしようとのぞきこんでいたのだろう。

　しかし今は、高みより俯ふ瞰かんする者の――おだやかな目つきであった。

　本人がたびたび述じゆつ懐かいするように、今の徳川家康は隠居の身なのだ。老人らしいおだやかさで元天下人は言う。

「そういえば、皇女殿下はローマの帝都に幾年もご留学しておられましたな」

「四年ほど、あちらにおりました。その間、わたくし自身の目と耳で見聞きしたことをもとに、思い至ったことでございます」

　大英帝国とつながりができたことも大きかった。

　魔女姫エレノア。騎士侯をたぶらかし、変身の魔力すら使いこなす彼女と、英国情報部も集めていたのだ。

　ローマ国内と、ユリウス・カエサルについての新情報を。

　おたがいに情報交換することで、新たなプランも見えてきた。志緒理はそれを実行に移すつもりだった。しかし、忘れてはならない。

　大英帝国はあくまで一時の同盟相手。いつ敵にまわるかもわからない。

　その二国にはさまれた皇国日本が取るべき道は――

「大英帝国もローマとならぶほどの超大国です。その二国の間で綱渡りをする以外の活路、我が皇国にはないと思います。ですから大御所さま」

　戦国の覇は者しやへ、志緒理は訴えた。

「大御所さまの御力、是非ともお貸しくださいませ」

「なんですと？」

「いくら武略にすぐれようと、征継さまなどにはできないこともございます。そう。大御所さまや僧正さまのような――とびきりの古狸でもなければ、まとめられない話も世の中には多うございますから」

「ふうむ。つまり殿下は」

　さすがの徳川家康が苦笑いしていた。

「わしを送りこみたい交渉の席があると？」

「はい。もちろん皇国日本の天下を取ったあとの話でございますが。まず今日のうちに皇城を陥おとし、畏おそれ多くも女皇陛下をたぶらかす魔人・平たいらの将門を討とう伐ばついたしましょう」

　志緒理は高らかに宣言した。

「これからはわたくしたちが陛下の保護者となり、そのうえでローマと大英帝国――ふたつの帝国と渡り合います」

　ふたつの超大国にくらべれば、皇国日本など小者もいいところ。

　一対一ではまったく歯が立たない。しかし、一対一対一ならば、然しかるべき立ちまわり方を見せられれば――。

　ひそかな覚悟を胸に秘め、志緒理は復活者リザレクトふたりにうなずきかけた。

　日本一国の天下取りなど、スタート地点に過ぎないのだ。

「征継さまには今、ここ浦安の水すい霊れい殿でんでの補給をはじめていただいております。出撃の準備がととのい次第、箱根の立りつ夏かさまと連動して、一気に皇城を陥としにかかりましょう」

　盟友のひとり、秋あきヶが瀬せ立夏。

　東海道総そう督とくにして皇国日本きっての騎士侯である。

　彼女には三日前、本拠地である駿河するがから箱根へと移動してもらった。征継の霊れい液えき補給のためと、なにより東京制圧のための布ふ石せきであった。

　あとすこしで皇城に王手をかけられる。その確信が志緒理にはあった。
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「待たせたな、グレイソン！　そちらの準備はどうだ!?」

「われらのささやかな艦隊へようこそ、王子殿プリンス。いつでも出航可能です」

　舞い降りる白き翼竜とその騎士を、初老の紳士が出迎えている。

　太平洋――。

　神奈川県や伊い豆ず諸島の近海、相模さがみ灘なだの一隅である。

　伊豆の大島から程近いあたりに軍艦二隻が停泊中だった。

　共に英国籍。船名はキャメロットとカールレオン。すこし前に大英帝国軍が失った流りゆう体たい炉ろ搭載艦ティンタジェルの同型だ。

　そして、一二月二五日の午後。

　Ａ式27型駆く逐ちく艦かんキャメロットに、黒王子エドワードが到着した。

　白き翼竜を駆って、伊豆の長なが浜はま鎮ちん守じゆ府ふから飛んできたのである。司令官の移動を悟られないように、ヘリや飛行機の類たぐいは使わなかった。

　供は数名のみ。

　翼竜数匹と乗り手の軍人たちだけである。

　彼らは長い空の旅を終えて、ようやく駆逐艦キャメロットの甲かん板ぱんに降り立った。出迎えたのは極東艦隊、第一遠征旅りよ団だん所属のグレイソン中佐だ。

　エドワードの参さん謀ぼう的役割を担になう老軍人へ、一二、三歳の少女があいさつする。

「おひさし、ぶりです、中佐。ご機嫌いかが、ですか？」

「もちろん上々ですとも、レディ。あなたの方はいかがですかな？」

「…………」

　黒王子と同じ竜に相乗りしてきた、念導精霊ジーニーモリガン。

　甲板に下りた彼女は不機嫌そうに眉まゆをひそめていた。生きた人間と見まごうほど精巧な人形に憑ひよう依いしているのだが、表情の変化も乙女そのものだった。

　それを見て、グレイソン中佐がびっくりする。

「おや、麗うるわしくないのですか」

「気にしないでくれ、グレイソン。モリガンくんは最近、わけもなく不機嫌になるんだ」

「王子殿プリンス。理由は、あります。公表したく、ないだけです」

「おやおや。まさかレディ・モリガンが思春期の少女のようなことを言うとは……正直、想像だにしておりませんでした」

「奇遇だな。僕もそうだったよ」

　拗すねて顔をそむけるモリガンの反応に初老の中佐は目をみはり、エドワード黒王子は優雅なウインクで同意見だとアピールする。

　ともあれ、ついに箱はこ根ねの関せきより東へ到達したエドワードだった。

「それでグレイソン。君たちは僕よりも半日ほど先に関東将しよう家けの領海内へ侵入したわけだが――居心地はどうだった？」

「正直に言って、悪くありませんな」

「ほう」

「近海監視の随ずい獣じゆう群に、すでに発見されている可能性はもちろんあります。が、いまだ関東州軍による当艦隊への攻撃はなし。静かに王子殿を待つことができました」

　日本列島の近海に限っても、海は広大である。

　航空機や艦艇などでその全てを監視・防衛することなど不可能だ。

　が、空と海を生息域とする随獣の群れを放しておけば、そこそこ充実した監視網を築くことはできる。

　ただし、十分な兵力での迎撃をただちに行えるかはべつだ。

　現に、エドワードら英国軍は東海道の領海を突っ切って奇襲に成功したし、ユリウス・カエサルの軍団も海から紀き伊い半島に接近し、畿き内ない将家の版はん図とへ侵攻した。

　まあ、それらの影響で、本当なら警戒レベルが上がっていてもおかしくはないが――。

「今、東京で進行中だという混乱の影響なのかな？」

　エドワードはつぶやいた。

「東京方面での事態急変にそなえて、関東各地でレギオン出撃をひかえさせているのか」

「単に、関東地方の軍全体がパニックを起こしている線もありそうですが……」

「ははは。たしかに」

「それはそうと王子殿。オーストラリアより《クイーン・オブ・ヴィクトリア》が日本に向けて移動中です」

　グレイソン中佐が謹きん厳げんな物言いで報告した。

「あちらと合流した方が戦力的には有利となりますが」

「ああ。ケアンズの軍港を出たという伝令、僕のところにも来た。だが、合流はあとまわしでいい。実は東京のプリンセス志し緒お理りからも連絡があってね」

「レディ・モリガンの二号機経けい由ゆですな」

「皇こう都と東京では、かなりの速さでトラブルが進行中らしい。乗りおくれてしまう前に、パーティー会場へ駆けつけるとしよう」

　エドワードは朗々と言った。

「今回の日本侵攻。最優先の目的は、我が英国の死にゆく聖獣《三頭スリー獅子ライオンズ》のために命を分けることのできる――新たな聖獣の発見だ。追いもとめていた秘宝は、やはり東京においでだったらしい」

「日本のプリンセスによる、国家機密の漏ろう洩えいですか」

　グレイソン中佐はやや皮肉っぽく、つぶやいた。

「何か思おも惑わくがありそうで、飛びつくのがすこしためらわれる情報ですな」

「そりゃあ、あるだろうさ。何の思惑もないのなら、プリンセス志緒理はとんでもない愚か者だ。僕らもせいぜい彼女たちを利用して、こちらの思惑を成じよう就じゆさせればいい。そして、もし皇国日本と皇女志緒理に隙すきがあったならば」

　通り名とは裏腹に、黒王子エドワードはさわやかに笑った。

　ただし、口にする言葉はなかなかに悪あく辣らつで、異名どおりの黒さであったが。

「日本最大の財ともいうべき聖獣・天てん龍りゆう公こうと大おお国くに主ぬしの命みこと――どちらも大英帝国の蒐しゆう集しゆう物ぶつリストに加えさせていただくとしよう。わずかなミスが命取りになる。それが僕らのゲームのルールなのだからね！」
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「ようやくふたりきりになれたわね、お兄さま！」

「ようやくも何も。さっきまでずっとふたりきりだったぞ、初はつ音ねよ」

　征まさ継つぐは淡々とつっこんだ。

　なぜかぷりぷりしている妹分、初音とのやりとりであった。

「さっきまではお外だったし、戦闘の真っ最中だったから、あれはべつ。ようやくプライベートでふたりきりになれたって意味よ！」

「なるほど」

　マリンブルーの人造霊れい液えきを満たした円形プールに、征継は腰までつかっている。浦うら安やす衛え府ふの地下水すい霊れい殿でんだった。

　ここで沐もく浴よくをはじめたところ、すぐに初音がやってきたのだ。

　何度となく抱いてきた肢し体たいにバスタオルを巻きつけただけのあられもない格好ながら、今の初音は恥ずかしがりもせず、うらめしげに征継を見つめている。

（ふむ）

　尚、壁で仕切られた向こう側は広大な地下空間になっており、見わたすかぎりという規模で人造霊液が満ちている。神殿か聖域かというほどの荘そう厳ごんさだ。

　征継はすこし前に浦安へ到着したのだが。

　皇こう女じよ志し緒お理りへのあいさつもそこそこに、すぐにここへやってきた。

　橘たちばな征継はいまだ霊液の補給を自力で行えない体質。だが『皇こう都と東京を本拠地とする契約』を済ませる必要があった。

　本拠地の外では、騎き力りよくの一割しかレギオンを呼べないのだ。

　そして東京滞在中、征継と初音は一度も首都圏の水霊殿を使用できなかった。皇女志緒理の郎党に兵力をあたえまいと、女じよ皇おう照てる姫ひめの一派が許可しなかったのだ。

　ぼそぼそと征継はつぶやいた。

「我が銘めい《征せい西せい将軍》のもと、当地の霊殿へ願い奉たてまつる。われらに霊水の庇ひ護ごと兵へい法ほう印いん可かを授け、関東鎮ちん守じゆの武神と成さしめ給たまえ」

「……当地を守護する武神の列に、橘初音もくわえ給え」

　ふてくされた感じで、初音も言う。

　ふたりの全身が淡く光る。《鎮守の契約》の成立だった。これで東京の地でも、ようやく本来の騎力を発揮できる。

　だが、初音はまだ征継のことをにらみつけている。

　やはり、何か文句を言いに来たのだろう。征継は訊たずねた。
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「それで初音。どうして怒っている？」

「怒ってないわ。ただ、さっき気になることを姫様から聞いちゃって、お兄さまにいろいろ訊じん問もんしなくちゃいけないと思ったの」

「訊問だと？」

「お兄さまは関西へ出陣したカエサルさんの指示で、箱はこ根ねへ出張したでしょう。あっちの守りを担当するために。で、今朝になって東京へもどってきた……」

「ああ」

「箱根の守護は立りつ夏かさまに代わってもらったのよね？」

「さすがにカエサルからの要請を蹴り飛ばすわけだからな。それなりの代役を立てないと言いわけにもならん」

「それはいいの。でも、駿河するがにいるはずの立夏さまが三日も前に箱根入りしていて、その間ずっとお兄さまのそばで……イブまでいっしょに過ごしていたなんて初耳だわ！　姫様も初音もこっちで『どきっ、女ばかりのクリスマスイブ。もうすぐ敵襲があるかもよ☆』な夜を過ごしていたのにっ！」

　今日は一二月二五日、クリスマス当日。

　皇都東京に残った志緒理、初音、竜りん胆どう先生は〝女皇照姫の暴発そろそろ近し〟と警戒しながら一晩を過ごし、おかげで早朝の奇襲から逃れられたらしい。

　それが初音たちのクリスマスイブ、二四日の聖夜。

　かたや征継はといえば。

　陽ひが落ちると共に、立夏と小さいながらもおしゃれな隠れ家的ホテルへ。

　ふたりきりで部屋での食事。そのあとは夫婦・カップル専用の露天風呂で温泉につかりながら肌を重ねて、立夏から霊液を分けてもらう。

　部屋にもどったあとは柔らかな褥しとねの上へ。

　ふたたび霊液補給のために抱き合い、立夏と深夜まで過ごす。

　東海道総そう督とくにして凜り々りしい女おんな騎き士し侯こうでもある彼女の、甘やかな声を耳元で何度も聞いた。

『戦いが近いのですから、征継どのには力を付けていただきませんと……』

『あ。そこは――くすぐったいです。やめて……んんっ』

『もう……意地悪』

『……またされるのですか？　ふふふふ。何度でもおつきあいいたします』

『だ――大丈夫。もっと強くしても……んぁあっ。ま、征継どののめいっぱいの力でなさってほしい、です。私はその方がうれしい――』

『前に私が言ったこと、覚えておいでですか？　乳ち飲のみ子ごをかかえたまま天下取り――。ふふっ。もしそうなるようなら、皇女殿下や橘の初音になんと説明しましょうか……？』

　あれから、まだ半日ほどしか経たっていない。

　立夏が補給させてくれた霊液のおかげで、零れい式しきとの戦闘も切り抜けられた。

　彼女のすらりとしているくせに、出るべき部分はしっかりと盛りあがった体つきを征継の方で組み敷くときもあった。逆に彼女の方から身を寄せてきて、狂おしくしがみついてくるときもあった。

　立夏は何度も果てながらも、征継を繰りかえし受け入れてくれた――。

　……などという夜のことはおくびにも出さず。

　征継はあらためて、ぷりぷり怒る初音をじっと見つめた。

　あえて何も言わない。男らしく無言でアピール……ではなく、何を言っても傷口が広がる場面なので『雄ゆう弁べんより沈黙の方がまだマシ』作戦を取ったのである。しかし。

　沈黙の時間がかえって、妹分を冷静にさせたのか。

　急に初音はしょんぼりとした。

「ご、ごめんなさい。お兄さまには兼かね定さだたちを呼ぶための霊液が必要だし、箱根でそのおつとめを果たせるのは立夏さまだけだって、頭ではわかっているんだけど――ついモヤモヤしちゃって、変なこと言っちゃった……」

「初音」

　何事もなかったように、すぐに征継は呼びかけた。

「ここに来い。おまえにも補給が必要だ」

「うん……」

　今まで征継は霊液槽のなかであぐらをかいていた。

　水深が浅いので、マリンブルーの霊水につかっているのは腰までだった。

　対して初音は水の外。が、兄貴分の誘いに応じて、霊液槽へ素直に足を踏み入れてくる。気まずさをごまかしたいのだろう。

「お、お兄さまってば、やっぱり！」

　あとすこしで征継の隣というとき、初音の足が止まった。

「は――はいていないのね、何も！」

「当たり前だろう。ここで沐もく浴よくするのは霊液の神秘を授かるため。そうである以上、全裸以外の選択肢などありえない」

　身に寸鉄も帯びず、水着や下着など言語道断。

　生まれたままの姿で、征継はあぐらをかいていた。霊液のなかで立ちつくす初音はそれを真正面から見つめる格好になる。

　征継は細身だが、一片の贅ぜい肉にくもないほどに鍛え抜いている。

　そんな兄貴分の逞たくましい裸ら形ぎようをのぞきこみながら、初音は真っ赤な顔で叫ぶ。

「でも、霊液の補給をできないお兄さまが裸になる必要ないじゃない!?」

「そういえば、そうだったな。だが、布類を湯船に持ちこむのはそもそも不衛生だ。やはり裸でいるべきだろう」

　初音の方は、体にぴっちりとバスタオルを巻いている。

　バストやヒップのふくらみがみごとな凹おう凸とつを描いており、これはこれでいつまでも鑑賞していたいものではあったが、沐浴時にふさわしいとは言えない。

　征継はわずかに眼光を鋭くして、言った。

「おまえもそのタオルを取ってしまえ」

「だめっ。絶対にだめ。恥ずかしいもの！」

「おたがい、もうさんざん見せ合ってきたと思うんだが」

「初音もお兄さまも全部脱いでたのなんて、名古屋の水霊殿に入ったときくらいだわっ。それに、こんなふうに真正面から、は――!?」

　あぐらをかいた征継と正対しながら、初音は絶句していた。

　思わず兄貴分の裸と、むき出しの下腹部をのぞきこんでしまったようだ。目を白黒させて、足をもつれさせる。

「きゃっ!?」

「気をつけろ」

　前のめりに転んだ妹分を、あぐらをかいたまま抱きとめた。

　初音のなめらかな肌とタオル生き地じの感触、そして、みっちりとした柔やわ肉にくの量感が征継にのしかかってくる。

　今まで何度となく抱きしめた肢し体たい。征継は今度もぐっと抱きよせた。

「あ……」

　征継との密着に、初音が切ない声を出す。

　そういえば名古屋で共に霊液を浴びたときは、初音をうしろから抱きしめただけだった。こうして真正面から抱き合ってはいない。

　すっと唇をふさぐ。

「ん……お兄さま……」

　初音はうっとりと受け入れてくれた。

　しばらくして、唇を離す。すると今度は彼女の方から顔を寄せて、キスしてくれた。そのままふたりで抱き合っているうちに――変化が起きた。

「あたたかいな、おまえの体は」

「お兄さまに力を分けてあげるためよ」

　お湯とちがって、青い人造霊液はおそろしく冷たい。

　しかし、そのなかにあって、初音の体温は熱いほどに高まっていた。

　騎士侯の心身が霊液の神秘力を吸収したからだ。逆に征継の体はずっと冷たいまま。自力で霊液を補給できないため、熱もたくわえられないのである。

　そんな征継に、初音はぎゅっと抱きついてくる。

　本当にあたたかい。妹分が体に巻いたバスタオルの部分をのぞけば。

　冷たい霊液を吸って、タオルの生地は氷もかくやというほどに冷え切っていた。そして、初音自身もそのことに気づいた。

　ハッと目をみはり、裸身を隠すためのタオルに目を向けて――

「…………」

「気にするな、初音。このままでも十分にいい心地だ」

「でも――必要なことだものね。お兄さまにたくさん霊液をもらっていただくために……」

　初音は自みずからを勇気づけるようにつぶやいた。

　おずおずと胸元に手をのばす。巻きつけてあるタオルを取り去るためだ。しかし、そこで恥じらいのあまり手を止めてしまうのが可愛らしい。

　女じよ丈じよう夫ふの騎士侯でありながら、〝最後の一枚〟を脱ぐのに躊ちゆう躇ちよする。

　いつも能天気な妹分だが、こういうところが実に乙女らしい。

「初音」

「も、もうちょっとだけ待ってね、お兄さま。今――」

「この間、おまえが言ってくれた言葉、きちんと覚えているぞ。俺がずっと初音のそばにいるのなら、可愛いらしい妻もいっしょにいるはずだという」

「!?」

　ハッとした初音の背中に手を回し、征継はバスタオルを外してしまった。

「おまえを俺の妻にする。断るなら今のうちだぞ」

「お、お兄さまさえ、いいのなら……初音に異論はないわ！　もう――決めているもの。ん、んんんんっ」

　一いつ糸しまとわぬ体となった初音に、おおいかぶさった。

　そのまま首筋に唇を這わせ、しっとりと吸いつくような肌の感触を味わう。ばしゃりと霊液の跳ねる音がした。

　腰から下は青い霊水につかったままだが、かまうまい。

　征継は愛いとしい新にい妻づまを抱えあげて、あぐらをかいた両足の上にすわらせた。

　おたがいに今度こそ邪魔な布きれがない状態でがっちりと抱き合い、さらにうっとりと目を潤うるませる〝元・妹〟と口づけをかわす。

　初音のふくよかな乳房が征継の胸板に密着して、押しつぶされていた。

　そんなことなど気にもとめずにふたりの行為は続き、橘初音の体が宿す熱と霊液、そして愛情をたっぷりと征継は捧ささげてもらうのだった――。




　尚、これと同じ頃。

　浦安衛府に数匹の八や咫た烏がらすが帰還していた。

　偵てい察さつに出した随ずい獣じゆうたちである。その報告が皇女一党の間に緊張を走らせた。

「ケントゥリア一千騎が東京エリアに侵入してきたのですか……!?」

　まず志緒理が驚きよう愕がくした。

　八咫烏が目視した情報、念ねん導どう術じゆつ師しでもある彼女が画像化して、空中のウインドウに投射したのだ。白銀のレギオンが映っている。東方ローマ軍の主力騎である。

　さらに志緒理は、関東の地図を呼び出した。

　ケントゥリア一千騎の移動経路を表示させるためだ。

　この軍勢の行き先は驚くべきものだった。
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　皇こう城じように出仕する者たちがいる。

　役人、軍人、女によ官かん、その他もろもろの官職に就つく輩やからなどだ。

　彼らは女じよ皇おう照てる姫ひめの〝乱心〟を現場ないし、現場の近くで目まの当たりにした。しかし、主君を咎とがめ立てするなど、できるわけがない。

　そのような度胸や気き概がいの持ち主は、不幸にしてひとりもいなかった。

　いたとしても、公然とそれを口にできる雰囲気ではなかった。

「陛下も直じきに落ちつかれるはず……」

「あとでカエサル公がもどられて、上手うまいこと収拾をつけられるのでは……」

「ご存じですか？　女官長と関東総そう督とくが――真っ先に斬られたこと」

「た、ただのうわさでしょう、それ」

「でも女官長さまと取りまきのみなさま……どこに行かれたのかしら？」

「みなさん、とにかく穏便に、穏便に」

「ええ。変に女皇陛下を刺激してしまうと、私たちも――」

　ひそひそと仲間内でささやいて、しばらくの間は全てのイレギュラーをひたすら看かん過かするという決意、ひそかに確認し合った。

　女皇直属の軍である近衛このえ府ふも同じだった。

　彼らは上から言い渡される命令を機械的にこなすだけであった。

「聞け。近衛大将の命めいである……」

　近衛府の士官や兵に指令を伝えるのは、平たいらの将まさ門かど直属の七騎士だ。

　そう。死して甦みよがえりし七騎の死し人びとたち――。

　魔人・平将門の銘めい刀とうによって斬殺されたのち、大だい怨おん霊りようの妖よう力りきによって蘇生した。只ただ人びとならざる妖あやしの騎き士し侯こうたちである。

　彼らはあれでどうにか、まだ人語を話せるのだ。

「市いちヶが谷や衛え府ふがまもなく陥かん落らくする……。急ぎ兵を回し、制圧せよ」

「女王陛下に仇あだなす皇こう女じよ志し緒お理りは海へと逃れた。捜索し、発見次第、拘束せよ」

　などと、ぼそぼそ配下に命じる。

　近衛府の兵たちは余計なことを何も言わず、見聞きしたとしても見ないふり、聞こえないふりをして、命令遂すい行こうのため現場に駆け出していった。

　一二月二五日。

　クリスマス当日の皇城は、このようなありさまだった。




　そして、この日の昼下がり。

　女皇照姫の焦あせりは最高潮に達していた。

「なんてこと。志緒理さまが浦うら安やす衛府に兵を集めていらっしゃられる……」

　東京青あお山やまの皇城、奥宮殿。照姫の私室であった。

　外はよく晴れているが、カーテンをなかばほど閉めて、照明もつけない。うす暗い室内で照姫はいらいらと表情を険けわしくしている。

「ああ――！」

　心の揺れにまかせて意味もなく壁をたたき、罵ば声せいを上げる。

　本当なら、得意の絶頂であるべき一日だった。

　クリスマスの早朝より近衛レギオン零れい式しきの軍団を動かして、皇都東京を腐らせてきた皇城と関東将しよう家けの重臣どもを力ずくで拘束させた。

　抵抗が激しい者は、もちろん処刑してもよいという指示付きで。

　結果――

　女皇の威と力、存分に皇国臣民へ見せつけることができた。

　にもかかわらず、標的のひとり皇女志緒理を捕らえることはかなわず、それどころか叛はん逆ぎやくの旗を掲かかげさせてしまった。

　なんとも腹立たしい。許せない。恐ろしい。恐ろしい。

　皇女志緒理のもとには橘たちばな征まさ継つぐをはじめ、軽視できないだけの戦力が集まっている……。

　照姫は苛いら立だち交じりに、近衛大将・平将門をにらんだ。

「将門さま！　志緒理さまの一党に対して、いかがな対策を取るべきでしょう!?」

　当の大怨霊は――無表情のまま棒立ちだった。

　例によって大日本帝國の軍服をまとい、銘刀・孫まご六ろく兼かね元もとを腰に帯びる。

　その両目は燃えているかのように、炯けい々けいと青く輝いている。その眼光から、照姫はなんとなくだが魔人の意思を悟った。

「今のままでよいとおっしゃるのですか？　皇城を中心に将門さまの兵――零式を配置して、浦安の志緒理さまと橘征継を牽けん制せいするだけでよいと」

「……南な無む」

　平将門は意味のない一言を口にするのみ。

　しかし、彼の眼光より照姫は肯こう定ていの意を読み取った。巫女みことして、皇こう家けの血をひく霊力者として、一いつ足そく飛とびに覚醒を遂とげたからこそ可能になった芸である。今の彼女は数日前とくらべものにならないほど強大なのだ。

　だが――女皇としての見けん識しきのなさは、何も変わっていない。

　照姫は自らの近衛大将を信じられず、なじるように言った。

「そのように当たり前な対処で、はたして志緒理さまを止められるのでしょうか？」

「…………」

「将門さま！」

　問いかけに対して、将門はただ両目を光らせるのみ。

　その刹せつ那なだった。照姫の背筋がぞくりと震えた。無言の大怨霊より――求められた気がしたのだ。さらなる代償を。より強壮なる魔神となるための糧かてを。日本国にさらなる混こん沌とんをもたらすための贄にえを。

　具体的には何を捧ささげれば……？

　決まっているではないか。照姫は――何者かの声を聞いた気がして、ごくりと生なま唾つばを呑のみこんだ。そう。皇こう姫きたる者が差し出すべき代償、ひとつしかない。

　恐怖を押し殺して、照姫は思い直した。

　結局、《平将門》といえども亡霊に過ぎない。たしかに日本最高峰の大怨霊なのだろう。だが恐るべきはその妖力と騎き力りよくのみ。人間世界のことなど彼の管かん轄かつ外がい――

　……本当に？

　……操る側の覚悟が足りないだけでは？

「兵を動かす段になれば、人界の住民にあらざる将しよう門もん公こうに不足が出るのも致し方のないところ……。他の者たちにまかせるべきかもしれません」

　照姫は自分に言い聞かせた。

　眼前にたたずむ恐怖の象徴から目をそらすために。

　そうだ。平将門の妖力で甦よみがえった死し人びとたちがいる。一ひと月つき前に叛逆を起こし、死罪となった関東将家の騎士侯七名が。

「あの者たちを呼びあつめましょう。あと、近衛府の者どもにも何か指示を出して」

　そういえば、皇女志緒理の配下には《橘征継》とやらがいる。

　エドワード黒王子をも撃破した名将にして、正体は土ひじ方かた歳とし三ぞうとのうわさもある騎士だ。役者がつとまりそうなほど見た目もよい。

　それほどの将が志緒理さまにはいるというのに……！

「志緒理さまに土方公を授けたのがおじいさまの御意志ならば」

　聖獣・天てん龍りゆう公こう。

　その庇ひ護ごは己おのれにも志緒理にも、等しく注がれている。

　ふたりとも龍神の孫娘なのだ。初代女皇の日ひ美み子こには四人の女子あり。長女は幼い頃に夭よう折せつした。次女・登と世よと三女・伊い世よは双子だった。

　二代女皇となった登世が照姫の母、伊世のひとり娘が藤宮志緒理――。

　嫉しつ妬とと敵てき愾がい心しんがこみあげてくる。しかし、それは同時に〝どうすれば志緒理に勝てる〟という発想にもつながった。

「やはり――わたくしも同じだけ代償を捧げれば、さらなる加護を賜たまわれる？」

　まだある。聖獣・大おお国くに主ぬしの命みこと。正統な女皇にのみ口く伝でんされる秘事だが、かの聖獣も皇都中ちゆう枢すう部ぶの江え戸ど城じよう址しに封印され、永えい劫ごうの眠りについているのだ。

　女皇の命を大国主命にも捧げ、聖獣二体より神秘の力を授かれれば。

「でも、わたくしはどうなってしまうのでしょう……？」

　どれだけ寿命が削けずられるかは、わからない。

　何歳まで生きて、天に召されるか。見当もつかなくなる。意外と老境にさしかかるまで生きるか、二〇歳はたちを前にして天てん寿じゆを全まつとうするか。

　怖い。思わず、照姫は我が身を抱きしめた。

　しかし、これは必ず最後の秘策となる。皇女志緒理に追いつめられたとき、起死回生の一手として切り札になるはず――。

　その確信が照姫の口元に妖しい微笑を浮かばせた。




　尚、照姫は知るよしもないが。

　聖獣二体の加護を願うのであれば、実はこのときこそが絶好のチャンスであった。

　もしここで女皇照姫が命がけの賭けに出て、何らかの秘力を授かっていれば、以後の展開は大きく変わっていた可能性も否定できない。

　しかし、賭けは行われなかった。

　結局、能力を云うん々ぬんする以前に、照姫には欠けていたのである。

　今こそ一世一代の勝負に出るときと決断する勇気も、時流に乗れるだけの運も、強引に流れを呼びこむ人間としての強さも。

　逆に、その全てを兼ねそなえた者がひたひたと近づきつつあった。

　未熟な女皇がひとり自室にひきこもり、あれこれ鬱うつ々うつと思い悩んでいる間に、皇国日本の急所を突くべく、唯ゆい一いつ無む二にのタイミングで――。




　皇軍近衛府の護ご国こく塔とうは、東京青山の皇城に併設されている。皇城の守りはもちろんのこと、首都圏全体の防衛網を管制することも割り当てられた任務のひとつだった。

　そもそも東京を守る軍組織は二系統ある。

　ひとつめは皇家直属の近衛軍団。これを統とう括かつするのが近衛府。

　ふたつめは関東州軍。関東地方を領有する関東将家の軍で、市ヶ谷衛府を本拠地とする。都内各地の衛府十数か所はこちらに所属する。

　このように、東京近郊には十分な兵力が配置され、防備は万全だった。

　しかし――

　西暦一九九八年の一二月二五日。

　今日にかぎっては、関東首都圏の防衛網は穴だらけであった。

　原因はもちろん、はっきりしている。

　女皇照姫と平将門が引きおこした皇都の大混乱。

　近衛部隊の零式が立てつづけに関東州軍の要地を襲い、重臣・高官・上位の騎士侯らを次々と捕ほ縛ばく・処刑した。つまりリーダーシップを取る者、命令を下す者、判断する者たちの多くがいなくなっていたのである。

　さらに〝今、皇都で何が起きているか〟の情報も錯さく綜そうしていた。

『都内でレギオンが戦闘している!?』

『皇軍の神かむ威いと――新しい近衛大将のレギオンが同士討ち!?』

『近衛大将どのが謀む反ほんを起こしたんだ！』

『いや、関東総督さまが女皇陛下の暗殺を図ったとか――』

　一般市民のうわさ話だけではない。

　首都圏の軍施設・役所・政府施設を飛び交う随ずい獣じゆう管くだ狐ぎつねによる伝令でも、正否さだかではない情報がやりとりされていた。

　軍関係者ですら、現状を正確に把握していなかったのである。

　女皇照姫と近衛大将・平将門が詔みことのりを下すでもなく、マスコミに接触して情報の公開と操作を行うでもなく、ただ漫然と『粛しゆく清せい』を繰りかえしていたからであった。

　特に関東各地の軍人は、なかば恐慌を来きたしていた。

『警告！　近衛大将のレギオンは都内の衛府を全滅させるつもりの模様！』

『関東総督はじめ、上級騎士侯一〇名以上が逮捕された！　関東守護の全衛府は零式の襲来あらば各自で防衛に努めよ！』

『近衛大将閣かつ下かに申告。当方に降伏の準備あり』

『当、練ねり馬ま衛府に抗戦の意志なし。武装解除を受け入れる』

『戦友諸君に通達。奮戦せよ。生きて虜りよ囚しゆうの恥ち辱じよくを受けるよりも、戦死を遂とげて英霊の誉ほまれと讃たたえられるべし！』

『自殺願望があるなら他人を巻きこまずに死ね、ばかめ！』

　情報がないため、伝令のやりとりで状況を探ろうとしたためだ。

　そのせいで、不正確な報しらせや手前勝手な伝達が関東の各地で行き来していた。

　ともあれ、攻めてくる相手が〝女皇陛下の近衛軍団〟であるという情報が日本人騎士侯たちの戦意を鈍にぶらせ、大いに混乱させていた。

　そんなさなかに――

　ローマ軍所属のレギオン〝ケントゥリア〟一〇〇〇騎。

　銀の装甲を輝かせる同盟国の大軍が多た摩まエリアにいきなり出現。さらに粛しゆく々しゆくと東へ向けて移動し、都心部近くまで到達したのである。




　一二月二五日、一五時〇〇分。

　ケントゥリア一千騎は実に堂々たる行軍で、多摩川の上空に布ふ陣じんした。

　組んだ形は攻守どちらにも適した壁状陣形。さらに昂たかぶる闘志ゆえか、全てのケントゥリアが咆ほう哮こうをはじめた。

　オオオォォォォォ――。オオオォォォォォ――。オオオォォォォォ――。

　オオオォォォォ――。オオオォォォォ――。オオオォォォォ――。

　レギオン特有の吠ほえ声《戦場の歌ウオークライ》だった。挑発、そして宣戦布告の声を東――日本国の皇城へと放っている。

　場所は二ふた子ご玉たま川がわのあたりである。

　皇城のある青山はだいぶ近い。世せ田た谷がや区と渋しぶ谷や区を横切るだけでいい。

　ちなみにここまでの道中。

　関東守護の部隊がケントゥリアを妨ぼう害がいすることは皆無だった。

　もともと東京近郊の騎士たちは〝皇国の保護者カエサル〟にきわめて従順であり、ローマ軍の行動に異議を唱える者はほとんどいないのだ。そして何より、皇都の混乱にすっかりうろたえて、それどころではなかったというのが大きい。

　そして――

　この件が近衛大将と女皇照姫に報告されることはなかった。

　できなかったのである。近衛府と皇城の誰しもが畏おそれていたのだ。魔物さながらの平将門と、急激すぎるほどに変へん貌ぼうした女皇を。

　魔ま性しようの暴君に近づく勇気と責任感、誰もふりしぼれなかった――。

　しかし、それでも暴君ふたりには霊感がある。

「…………」

「敵でございますか、将門さま!?」

　外国とつくにの兵が一二キロほど先で、挑発の咆哮を続けている。

　その気配を女皇の私室で平将門が察知した。だから照姫の焦りはさらにつのり、反射的に近衛大将へ懇こん願がんした。

「おねがいでございます。配下の者をそちらへお送りくださいまし！」

「……南無」

　庇ひ護ご対象に請こわれて、魔人は即座に受け入れた。

　同時に、皇城の片隅で待機していた近衛騎士たちが動き出す。

「……我が抑える。誰ぞ、共に陣を組め」

「……ならば我が」

　死して甦りし七騎の死人たち――。

　魔人・平将門に仕える七名の騎士たちである。

　七人組のうちの二名が二〇〇騎をひきいて、出陣。多摩川方面に布陣した謎のケントゥリア軍団を牽制するため、皇城のある青山から新しん宿じゆくへ向かう――。

　だが。

　数時間前に東京湾で橘征継に敗れ、零式の半数を失ったばかり。

　残りの近衛軍団はもう一二〇〇騎。

　東の浦安に橘征継を擁ようする皇女志緒理の軍勢。西の多摩川沿いに同盟軍であるはずのケントゥリア一千騎。このままでは挟み撃ちにされる。

「将門さま、わたくしはいかようにすれば――」

　答えはない。魔人・平将門は燃える双そう眸ぼうでただ見つめかえすのみ。その妖しい眼光を前にして、照姫は絶句した。宣告された気がしたのだ。汝なんじこれ以上を望むのなら、さらなる代償を我に――と。

　それはできない、まだ。

　打ちひしがれたときだった。照姫は涼やかな青年の声を聞いた。

「やはり平将門どのは念導神格イフリートの類たぐい。将として采さい配はいを振るうことには向いておられないようですね」

「！　あなたは……!?」

「おひさしゅうございます、女皇陛下。個人的な要望があり、勝手ながら皇都まで罷まかり越しました次第です」

　青い長ちよう袍ほうに身をつつんだ美青年であった。

　言葉を交わしたことはないが、見覚えはある。名は衛えい青せい。古代中国出身の復活者リザレクトだというローマ軍所属の大将軍――。




　　　　　　　　　５




　亢こう竜りゆう有ゆう悔かい。

　復活者リザレクト・衛えい青せいの故国、中国の言葉である。

　亢竜とはすなわち『天の高みにまで昇りつめた竜』を指す。しかし、頂点を極めたにもかかわらず、竜には悔いが有る――。

　これはいかなる意味なのであろうか？

　強さにまかせて急上昇しすぎて、息切れを起こし、後悔したのか。

　ひとつの道を極めた以上、もはや下るしかない。その栄えい枯こ盛せい衰すいを悔やんだのか。

　己おのれの力と権勢に酔い、横おう柄へいな振るまいの数々をしでかした。その傲ごう慢まんゆえに大切な何かを失い、それをあとで悔くやんだのか。

　いずれにせよ、究極の竜たる《亢竜》を持ち出すくせに縁起の悪い言葉であった。

　そして。

　かつて衛青は語ったことがある。

『進退についての勘かんが不思議と働くのですよ』

『退ひくべきか、進むべきか。どちらへ進めば運気が上がり、下がるのは何処いずこの方位か……。そういったことがなんとなく、虫が知らせるように』

『我が武ぶ勲くん《亢竜有悔》の霊れい験げんです――』

　橘たちばな征まさ継つぐを相手に、訥とつ々とつと明かした機密であった。

　前世で成し遂とげた武功を今の世に再現させる。そのために復活者リザレクトが授かる異能を『武勲』という。あのエドワード黒王子なども、ガーター騎士団と百年戦争にまつわる武勲をいくつも所有している。

　その武勲に、衛青は《亢竜有悔》と名づけた。

　どちらに進めば幸運が待っているかをなんとなく察知する。

　なんとも地味な能力である。しかし、使いようによっては自みずからを《亢竜》となさしめることも可能だという自覚が――あればこその命名だった。




「こちらに来て正解でしたね、女じよ皇おう陛下」

「そう……でしょうか」

　皇こう城じようの中庭であった。

　テーブルをはさんで、女皇照てる姫ひめと衛青将軍が向き合っている。

　午後の昼下がり、庭でのお茶を楽しむためのテラス席だ。ただし女官たちが照姫への恐怖で職務どころではないため、紅茶も菓子類もなかったが。

　季節は真冬。しかし晴天で、ここまでは風もとどかない。

　おかげでそれなりにあたたかではあった。日差しのなかで衛青は言う。

「畏おそれながら陛下のお部屋はずいぶんとうす暗く、陰湿で、高貴なお立場にふさわしい場所だとはとても思えなかったのです」

「…………」

　温おん柔じゆうに微笑してはいたが、衛青将軍からのだめ出しだった。

　照姫は反発心を覚えた。眉をひそめ、唇の端を嚙みしめてしまう。こんな下郎は切り捨ててしまえと、近衛このえ大将として背後にひかえる平たいらの将まさ門かどに――

　命じられなかった。

　これが皇城の女官や関東総督あたりなら、一瞬も躊ちゆう躇ちよしなかっただろうに！

「どうかなさいましたか？」

「いえ……」

　衛青将軍はあくまで品良く、人当たりも柔らかい。

　だというのに、照姫は息苦しさを覚えていた。格のちがいを感じるのである。復活者リザレクトや名将云うん々ぬんではなく、人間としての格。圧倒されてしまう。

　せっかく端整な美青年が目の前にいるというのに、正視できない。

　じっと衛青将軍に見つめられて、つい視線をそらしてしまう照姫だった。

　……あるいは、これも巫女みことして成長した証あかしか。表面には出てこない意志や魂の強さ、気け高だかさを、照姫は無意識に感じ取れるようになっていた。

　とにかく話を進めなくては。

　きっとカエサル元げん帥すいの命めいを受けて、東京の様子をうかがいにきたのだから……。

　照姫は懸命に言った。

「衛青――さまは、どのようにして皇城まで……？」

「自動車ですよ。多た摩ま川がわの上空に陣を敷いたあとで適当な車を調達し、ここまで運転して参りました」

「衛青さまが……でございますか？」

「もちろんです。ご安心ください、皇国日本の普通免許は取得済みです」

「えっ？」

「今の仕事――東方ローマの将軍職を拝命する前、何年か日本に潜伏していたのですが。その間に教習所へ通いました。ただ偽名で取った免許証なので、法律的には少々あやしい代しろ物ものではありますね」

「…………」

　これは冗談、なのだろうか？

　いぶかしむ照姫を見ながら、衛青はさらに言う。

「今日は女皇陛下の起こされた混乱のおかげで、ずいぶんと車がすくなかった。皇城まで楽な道のりでしたよ。検問もわたしの顔で素通りできましたしね。それどころか、相模さがみ原はらの鎮ちん守じゆ府ふでは霊れい液えきの補給までさせてもらえました」

「…………」

「女皇陛下はどうやら、ローマ軍からの電信や伝令書の類たぐいを……全て無視されていたようですね。もしくは、近衛の者や女官あたりが報告を怠おこたっていたか。将しよう門もん公こうと陛下への畏い怖ふですくみあがるあまりに」

「え、衛青さまは何をおっしゃり……」

「カエサル公かローマ軍基地からの報しらせを受け取っていれば、わたし衛青が勝手に持ち場を放ほう棄きして――ひとり東京に舞いもどってきた脱走者であるくらいの事情、知っていてもおかしくないはずなのですよ」

「!?」

「わたしはカエサル公の許しを得ぬまま、東京にもどってきました。わたし自身のある欲求を満たしてみようと思い立って」

　あいかわらず、衛青将軍は微笑んでいた。

　しかし、彼独特の温柔さがいつのまにか消えていた。

　古代漢かん帝国にて大将軍の位くらいまで授かった名将はあやしく微笑して、端整な顔立ちをどこかふてぶてしいものに変えていた。

「東京へもどるのなら、今しかない。そういう勘がはたらいたのです。今ならカエサル公は畿き内ない地方の維新同盟と交戦中、あちらに置き去りにできる」

　衛青将軍は理由を数えあげていった。

「東京の将門どのと橘征継どのは激しく交戦した直後となるはず。双方すくなからぬレギオンを失ったうえに、たがいを牽けん制せいし合わなくてはいけない。わたしが一〇〇〇騎のケントゥリアと共に帰還し――何か悪さをはじめようとも、阻止する余裕がない」

「…………」

「将門どのの本質は念導神格イフリート。女皇陛下も未熟な子供であらせられる。おふたりとも混乱する皇こう都とと皇城をとりまとめるという俗事に気を回すはずもなく――容易に皇城までたどりつくこともかなうであろう……」

　未熟と言われて、照姫はハッと顔を上げた。

　衛青将軍をきっとにらみつける。しかし、静かに見つめ返されて、すぐにうつむいてしまった。眼がん力りきに圧倒されたのだ。

　そんな照姫をよそに、衛青将軍は悠々と言う。

「一二月二五日の早朝から昼にかけてであれば、これだけの好条件がととのう。そう感じとって、わたしは帰って参りました。先ほど申し上げたとおり、女皇陛下に個人的な要望をお伝え申し上げるために」

「よ、要望とは？」

「わたしに陛下の――新たな保護者パトロヌスの地位をお授けください」

「!?」

　絶句する照姫へ、衛青将軍は宣告した。

「カエサル公が占めていた場所を、今後はわたしのものとしたいのです。女皇であるあなたのために戦い、あなたを守り、正しき道へと導いて差しあげましょう」

「で、ですが、わたくしはカエサル公の――」

「ここまでの不始末をしでかして、尚、今までどおりでいられるとお思いか？　いきなり乱心し、臣民の粛しゆく清せいをはじめた女皇――最もよい始末のつけ方は穏便に退位させることでしょう。代わりはそう、藤ふじの宮みや家の志緒理殿下がいい」

「――!?」

　照姫は愕がく然ぜんとした。

　対して衛青将軍はついに笑みを消し、冷然と続ける。

「志緒理殿下ならば見けん識しきも声望も申し分ない。逆に乱心した女皇を玉ぎよく座ざに残しても……こんな騒ぎをふたたび起こされては、たまったものではない。わたしがカエサル公であれば、こう考えるかもしれませんね」

　いつもの温柔さがうそのように、衛青将軍は冷ややかに予言した。

　いちばんの後ろ楯だてと、女皇の地位を失ってしまう!?

　照姫は焦あせり、思わず背後を見た。そこには平将門、ただ皇城でくすぶるだけだった女皇に力を授けてくれた魔人がいる。

　大日本帝國の軍服をまとう大だい怨おん霊りよう、こくりとうなずいた。

　瘴しよう気きを全身より立ちのぼらせて、戦闘態勢に入る。腰の孫まご六ろく兼かね元もとを引き抜き、まずは貴様からとばかりに衛青将軍へ歩みよっていった。

　しかし、衛青は尚も冷ややかだった。

「無駄なことです」

　テラスの椅子に腰かけたまま、立ちあがりもしない。

　目の前に平将門が来て、孫六兼元を振りあげているというのに――。

「陛下もお気づきなのでしょう？　その怨霊は念導神格イフリートとして使うべきであり、将として恃たのみにはできないと。陛下が頼るべきは――わたしです」

　女皇たる照姫へ、衛青は容よう赦しやない物言いを続ける。

　言葉遣づかいこそ丁てい寧ねいだが、すでに彼の方が『上から』発言するようになっていた。

「将門どのは今までどおり近衛大将。わたしが大将軍として全軍を取りしきる。その体制で日本国を立てなおしてみるというのは、いかがでしょう？」

　我を将軍に取り立てよと言いながらも――

　大英雄・衛青の要求は、己への服従を求めるものだった。
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「やはり、あれは衛えい青せい将軍のレギオンか」

　秋あきヶが瀬せ立りつ夏かは悔しさを堪こらえきれず、舌打ちした。

　ローターの爆音がうるさい。軍用の高速ヘリを飛び立たせて、箱はこ根ねの関せきから皇こう都と東京まで移動してきた。

　今まさに多た摩ま川がわの上空を越えるところだった。

　高級住宅街の田でん園えん調ちよう布ふもすぐ近くだ。そして五キロほど北の空に一〇〇〇騎もの有翼巨兵ケントゥリアが浮遊し、壁状陣形を組んでいた。

　……冬の太陽は早くも沈みはじめている。

　赤々とした西日を浴びて、白銀のケントゥリア軍団が光を放つ。

　ローマ軍を脱走したという一〇〇〇騎は皆、西――箱根の方角に顔と体を向けていた。いつでも銃じゆう槍そうをかまえ、弾だん幕まくを張れる格好だ。

　まるで、箱根に陣取った東海道州軍と総そう督とくの立夏を牽けん制せいするかのように。

　立夏はヘリの窓越しに、邪魔者たちをにらみつけた。

「この連中が出てこなければ――われわれ東海道軍が箱根より出陣して、一気に皇こう城じようまで刺せたものを……」

　同時に浦うら安やすより橘たちばな征まさ継つぐの軍団が出撃し、東から皇城を攻める。

　東西挟撃を以もつて、日本国の皇城を手に入れるという絵図だったのだ。

　しかし、立夏ひきいる東海道軍が『いざ出陣』となったのと同時刻。多摩川上空に一〇〇〇騎ものケントゥリアが進入してきた。

　白銀の大軍は一斉に、東――皇城の方角へ咆ほう哮こうしたあと。

　彼らは整然と逆側――西へ体の向きを変えて、ふたたび咆哮したのである。

　レギオンたちの嘯しよう声せい《戦場の歌ウオークライ》。猛たけ々だけしい合唱は、六〇キロ以上もの距離を超えて、箱根の関にまでとどいた。

　ただレギオンの大軍が咆哮しただけでは、こうはならない。

　意図的に《戦場の歌ウオークライ》に指向性を持たせて、はじめて可能な芸当だった。

　白銀のケントゥリア一〇〇〇騎は遠く多摩川から、箱根の地に〝警告〟を撃ちこんでみせたのである。空気と大地が激しく震えた。

　箱根の東端・箱根湯ゆ本もとでは一般家屋の窓ガラスが一万枚以上も砕け散った。

　このとき、箱根では立夏をふくめて騎き士し侯こう五人が出撃予定だった。

　ひきいるレギオンは総勢で四〇〇騎強。なかなかの規模だが、多摩川から倍以上のケントゥリアがにらみを利きかせている。

　立夏はレギオンを連れての進撃を中止した。

　配下の騎士侯たちと共に、身ひとつで東京入りを果たすことにしたのだ。

「おまえが言ったとおりだったな」

　立夏は連れに声をかけた。

　高速ヘリの機内。隣には女の子がすわっている。

　ショートヘアの美少女で、人形さながらに可か憐れんな顔立ちだった。ただし、まったく愛想のない仏ぶつ頂ちよう面づらなので、可愛げはあまりない――。

「皇城に潜入させた密みつ偵ていからの報告だ。あちらに衛青将軍が現れ、城内の組織を掌しよう握あくしにかかっているそうだ」

「だ、から、言ったでしょう」

　フンと鼻息荒く、念導精霊ジーニーモリガンは言った。

　ただし二号機。現在、太平洋上でエドワード黒王子に同行する憑ひよう依い人形一号機とはべつの依より代しろだった。格好もちがう。

　いつも愛用する海兵セーラー服ではなく、日本の巫女みこ装しよう束ぞくを着用していた。

「あのときの《戦場の歌ウオークライ》より、モリガンは《衛青将軍》の念ねん波ぱと同じ波動を、かすかに感じ取ったのです」

　精霊モリガンはじろりと立夏をにらむ。

「ちょうど、一号機とリンク中で……霊的感度が、通常より上がっていましたから」

「さすが英国最高峰の実力というわけか。たいしたものだ」

「日本の念導精霊ジーニーとは、ちがうのです。だと、いうのに、この髪……！」

　モリガンはひどくうらめしげであった。

　日本国製の人形と見せかけるため、二号機の金髪を黒く染めたのだ。

　ここにいる巫女装束の二号機と、英国軍の総大将エドワード王子に同行する一号機。二体のモリガンは距離を隔へだてていようと同調できる。

　そのため〝最も機密性の高い通信手段〟として、両陣営に置いている。

　だが、黒髪の件を気に入らないモリガンは、ごきげんななめでいるときが多かった。大英帝国軍の念導精霊ジーニーでも随ずい一いちの猛者もさが。

　それが立夏には妙におかしく、つい彼女をからかってしまう。

　このときも軽口をたたこうとしたのだが。

「ほう」

　立夏は目を細めた。多摩川上空のケントゥリアたち、いきなり飛行をはじめた。整然と壁状陣形を保ったまま、ゆっくりと東の方角へと動き出した。

「衛青将軍は自分のレギオンを皇城あたりにうつすつもりか」

「あなたがた東海道の騎士が、箱根から動いたことを……読んだかのような指示ですね。これ以上、そちらを牽制する必要は、ないと」

「たいした読みというところだな」

「あまりに、絶妙すぎるタイミングだと、思います」

　モリガンは怪け訝げんそうに首をかしげていた。

「東海道陣営の内部にも、衛青将軍のスパイがいる可能性は？」

「総督としては、ないと思いたいところだな。おそらくは――」

　立夏は思い出していた。折にふれて衛青将軍が見せてきた〝ものわかりのよさ〟。橘兄妹きようだいが本人から聞いたという〝運気を読む〟云うん々ぬんの話を。

「その読みこそが衛青将軍の武ぶ勲くん。そう考えれば、つじつまは合う」

「なる、ほど」

「とにかく私たちも浦安へ急ごう」

　立夏とモリガンを乗せた高速ヘリも、東をめざしている。

　行き先は浦安衛え府ふ。東西挟撃のもくろみがはずれた以上、もはや兵を分散させておく理由はない。すみやかに合流するにかぎる。

「せっかく志し緒お理り殿下が首都圏に拠きよ点てんを確保してくださったのだからな。あちらであらためてレギオンを召集すればいい」

　すでに多摩川近辺を離れ、ヘリは品しな川がわ区に近づきつつある。

　ここまで特に問題もなし。立夏はひとりごちた。

「ケントゥリアどもに気づかれた様子はない、か……」

「当たり前、です。当機を保護する隠匿偽装ステルスの念、モリガンが施術したの、ですから」

　当然とばかりに、巫女装束の英国精霊が胸を張った。

　検問や通行止めが予想される陸路よりも、空路のスピードを選び、立夏たちは東京方面への移動を試みたのだ。

『混乱いちじるしい今なら、都内の防衛網もザル同然にすり抜けられるぞ』

　と、立夏が喝かつ破ぱしたのである。

『レギオンの大軍を動かせば向こうも反応するだろうが、小型機程度の小物を気にかける余裕は――近衛このえ府ふにも関東州軍にもない』とも。

　対空砲火で狙ねらわれることになっても、レギオンを二、三騎も召集すれば守り切れる程度の火力しか投入できまい。そういう読みもあった。また万一のことも考えて、五名の騎士侯は小型ヘリ五騎に分乗し、全員航路は別ルートとした。

　ただのギャンブルではなく、勝算あっての大胆さであった。

「秋ヶ瀬、総督。当機への念ねん導どう探索および、攻撃の予兆は皆無です。ほかの騎士が、乗る機も同様。現状の安全度、かなり高いものと、予測されます」

　モリガンからの報告だった。両目を閉ざして、感覚を研ぎすましている。念波を放ち、ヘリが飛ぶ空域を探査スキヤンしてくれたのだろう。

（このまま日本に移籍させたいくらいだな）

　思わず立夏は考えてしまった。

　今まで使ってきた念導精霊ジーニーのなかで、掛け値なしに最も優秀だ。

　もしかしたら、竜りん胆どう先生も能力では負けてないのかもしれない。が、あちらはとことん怠なまけ者でアルコール依存症気味ときている。勝負になるまい。

　ともあれ、立夏はうなずいた。

「横よこ須す賀かのローマ軍基地も二〇名以上の騎士侯――主力のほとんどをカエサル公に随ずい伴はんさせている。東京で起きた騒ぎに介入する余裕はないだろう」

　本当なら、この隙すきに自分たちこそが〝皇城を取る〟計画だったのだが。

　思いもかけない伏ふく兵へいによって、先を越された。

　今、対たい峙じすべきは《衛青将軍》。計画は修正を余儀なくされている――。
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　東京近郊の軍事施設と皇こう城じようは、直通の電話回線で結ばれている。

　盗聴の恐れなく通信するための設備だった。念ねん導どう術じゆつ師しが防護の術を施ほどこし、機械的・神秘的な手段での情報窃せつ取しゆを封じてある。

　一二月二五日の一六時〇〇分。

　この直通回線にて、浦うら安やす衛え府ふへ連絡が入った。

『ご無ぶ沙さ汰たしておりました、志し緒お理り殿下』

「そのお声は衛えい青せい将軍ですね？」

　皇城からの直通電話。城じよう代だいの執務室へ移動して、受話器を取ってみれば――思いがけない人物からの連絡だった。

　驚きよう愕がくを隠して、志緒理は問いかけた。

「東とう山ざん道どうから畿き内ないへ攻め入るご予定と聞いておりましたが……任務の変更ということでございますか？　カエサル公のご指示で……？」

『いえ。純粋に個人的な思おも惑わくゆえに、務めを放ほう棄きして参りました』

「衛青将軍が!?」

『少々思うところがあり、転職を思い立った……というところでしょうか』

　衝撃的な報告ながら、衛青将軍はあくまで軽やかだった。

『残念ながら、カエサル公に相談をする余裕もなく。大恩ある元げん帥すい閣かつ下かには申し訳なき仕儀ながら、無断でこちらへ来た形になります』

「軍を出しゆつ奔ぽんされて、皇城へ入られたと――」

『はい。現在のわたしは女じよ皇おう陛下の顧こ問もん役、となりましょうか。さきほど皇軍の臨時司令官を拝命いたしました。いずれ正式に大将軍なり宰さい相しようなりの役職を頂ちよう戴だいすることにもなりそうですが、ひとまずはそれがわたしの立場です』

　さすがの志緒理も絶句した。

　東方ローマ軍を脱走した復活者リザレクトが日本の大将軍／宰相となる。前代未み聞もんの椿ちん事じである。しかも、あの温厚篤とく実じつな衛青将軍が！

『昨日より近衛このえ大将たる平たいらの将まさ門かどどのが暴走し、志緒理殿下にもたいへんなご迷惑をおかけいたしました。が、あの怨おん霊りようどのはこれ以後、わたしの部下となります』

「…………」

『今後はわたしと女皇陛下が彼を厳格に監督し、二度とこのような不始末を起こさせたりはいたしません。志緒理殿下、今回のことは水に流し、どうか皇城まで――おもどりいただきたく存じます。この衛青、伏しておねがい申し上げます』

　志緒理たちが用意したストーリー。

　それは『皇こう姫きである志緒理の抹まつ殺さつを企たくらむほどに錯乱した平将門を討ち、彼にだまされていた女皇照てる姫ひめをお救い申し上げる』であった。そのうえで志緒理と東海道将しよう家けが〝補佐役〟として皇こう国こく日本の政治と軍事をコントロールする……。

　しかし、衛青に先回りされた。女皇を補佐する大将軍／宰相／摂せつ政しよう。それらの任には、皇女志緒理とその郎党が就つくはずだったのに。

「衛青さま」

　受話器に向かい、志緒理は淑しとやかに呼びかけた。

　計画にイレギュラーはつきもの。障害は必ず現れる。落ちついてトラブルと向き合う臨機応変さこそが肝要である――。

　すばやく気持ちを入れ替えて、志緒理はわざと心細げに言う。

「衛青さまが頼りにできる御ご仁じんであること、中国史をひもとけば誰の目にも明らかな事実であろうと思います。でも、申し訳ございません。命からがら離り宮きゆうを脱出したときの恐ろしさがどうにも頭から離れず、まだ陛下の御ご前ぜんに伺し候こうすることはとてもとても……」

『志緒理殿下』

　衛青将軍が凜りんと涼やかな声で言った。

『社交辞令は抜きにしましょう。女皇陛下は要いらぬ騒乱を起こした暴君。わたしはローマ軍を脱走した逃亡軍人。志緒理殿下も――皇都の混乱につけこんで挙兵した叛乱分子。いくら言いわけしても、そのことに変わりはありません。事が収まれば、カエサル公から軽くない処分が言いわたされるはず』

「…………」

『われわれは今日か明日には手を組むべきでしょう。カエサル公は今ならまだ、畿内地方で戦闘中です。その間に――あの方を抑えこむための共闘態勢をととのえてしまうのです。女皇陛下をお守りする当陣営と、志緒理殿下にしたがう陣営、この両者を合ごう力りきさせて』

「……その場合」

　猫かぶりは通じない相手と見て、志緒理は淡々と応じた。

　もはや言葉を飾らず、率直に思うところを訊きく。

「主導権はわたくしでも女皇陛下でもなく、衛青将軍の手元にあるのでしょうか？」

『そう――ですね。僭せん越えつながら、皇こう家けのみなさまにはわたしの采さい配はいにしたがっていただきたいと存じます。どうかご容よう赦しやください』




　そして、皇家の姫がもうひとり。

　女皇照姫はふたたび自室にもどっていた。

　皇城の奥宮殿である。もう夕方だ。陽ひはだいぶ傾いていて、カーテンを閉めなくともうす暗い。ベッドの上にすわりこんで、照姫はつぶやいた。

「大将軍……衛青――」

　日本ゆかりの復活者リザレクトでもないくせに、女皇に対して僭越であろう。できれば、今も皇城のどこかにいるはずの彼を探して、怒鳴り散らしてやりたい。しかし、そんなことをする勇気はなかった。

　照姫がせっかく得た平将門という守護者も、衛青将軍の前では色あせる。

　所しよ詮せんは怨おん霊りようといにしえの名将。魔界の戦いなら、いざ知らず。俗世でのいくさとなれば、麗うるわしき大将軍の方に軍配が上がるのだから――

「……本当にそうなのかしら？」

　照姫はなぜか、大怨霊の燃える瞳を思い出していた。

　あの瞳に応こたえるべきか、人界の名将にすがるべきか。魔と人の端は境ざかい。ここがぎりぎりの瀬せ戸と際ぎわであるように、なぜか感じてしまう――。

「とにかく、今は衛将軍の好きにさせましょう」

　夕闇に沈む部屋のなか、ひとりつぶやいた。

　衛青将軍、おだやかな人となりという印象だったが、照姫にはかなり手厳しい。

　隠していた地じの性格が野心ゆえに表面化したのだろうか？　ここ最近の照姫自身がそうであるように。

　いずれにしても、物言わぬ平将門とちがい、彼は物言う人間だ。

　そこがわずらわしくもあり、しかし、すこしだけ都合よくも感じられる。

「カエサルさまはわたくしを決して、救ってはくださらなかった。ならばわたくしも、あの方に代わる庇ひ護ご者しやを見つけてもよい頃……」

　そうなのだ。照姫は一四歳になる今まで絶えず陰いん鬱うつとして、籠かごの中の鳥である現状と周囲のいたらぬ下郎どもへの毒たを溜めつづけてきた。

　英雄ユリウス・カエサルでさえ、それは変えられなかった。

　いや、変える気があるかさえもあやしい。成長した今ならわかる――。

「いつもいつも調子のいいことを言うばかりで、わたくしのために何かをしてくださるわけでもなく、へらへらとして……！」

　名ばかりの保護者パトロヌスよりも、力をあたえてくれた平将門の方がいい。

　そして、もし衛青将軍が照姫に真の王威をあたえてくれるのなら。華きや奢しやなこぶしを、ぐっとにぎりしめたときだった。

「えっ？」

　背筋にぞくりと悪お寒かんが走るのを、照姫は感じた。

「あちらから……？」

　何か恐ろしいものの気配がうごめいたような――と。

　巫女みこの霊感にひっかかった気がする。照姫は顔を上げて、自室の壁を見た。そちらで何かが動いたようにも思えたのだ。

　しかし、何もいない。何も動いていない。

「気のせいかしら？」

　皇城のある青あお山やまから見て、そちらの方角はほぼ真東。

　ここから三キロほど東に進むと、封印指定地域である江え戸ど城じよう址しへ到着する……。
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　東京湾に臨のぞむ浦うら安やす衛え府ふ。

　その会議室にて、ついに軍議がはじまった。

　円卓に集つどった参加者はまず、皇こう女じよ・藤ふじの宮みや志し緒お理り。そのパトロンともいうべき東海道将しよう家けの女総そう督とく・秋あきヶが瀬せ立りつ夏か。ここに橘たちばな征まさ継つぐと初はつ音ね兄妹きようだいが加わって、〝日本のプリンセス〟を盛りたてる面々が勢せい揃ぞろいしたわけだが。

　軍議の参加者はまだいた。

「わしもこれで、漢かん書しよはあれこれと読んだ方でな」

　徳とく川がわ家いえ康やすがひときわ威い厳げんをただよわせている。

　江え戸ど幕ばく府ふの創始者。征せい夷い大たい将しよう軍ぐん。神しん君くん。数々の武功、名声を併せ持つ日本史上の傑けつ物ぶつは飄ひよう々ひようと語りはじめた。

「当然、史し記きはよく知る書のひとつだ。その立場から言わせてもらうと、まさかあの衛えい青せい将軍と同じ空気を吸う日が来ようとは思わなかった」

　二千年以上も前の中国を生きた歴史家・司し馬ば遷せん。

　彼が著しるした『史記』、その第五十一巻が衛将軍驃ひよう騎き列伝であった――

　と、家康は満足そうに、すこしだけ鼻息荒く言った。いかにも古書マニア、歴史マニアという雰囲気である。

「司馬遷はどうも、武ぶ帝ていの懐ふところ刀がたなであった衛将軍と甥おいの霍かく去きよ病へいによい印象を持ってなかったようでな。端はし々ばしにそれをうかがわせる文がある」

　このとき、志緒理以外の出席者は話を聞きながす体ていであった。

　それに気づいて、かつての天てん下か人びとは眉をひそめた。

「言うまでもないであろうが補足しておくと、衛将軍の仕つかえた武帝こそが司馬遷を宦かん官がんの身におとしめた張本人なのだぞ？」

「ふうん。そうだったのねえ」

「そういえば、そのようなことを志緒理殿下からお聞きしましたね」

　感心したように初音がつぶやき、立夏も相づちを打つ。

　反応のうすい二〇世紀末の女子ふたりを、家康はじろっとにらんだ。

「その調子では、武帝のこともよく知るまい。漢かん帝国の第七代皇帝であった武帝の治世こそが漢の最盛期であった。西方より侵入する騎馬の民たみ・匈きよう奴どをこの頃に圧倒し、漢の領土は最大にふくれあがるのだが――」

「覚えてるわ！　その戦いの功労者が衛青さんなのよね！」

　初音が叫んだ。

「うむ」

　出来の悪い生徒がようやく正解したとばかりに、家康はうなずいた。

　天下人となるほどの武将ながら、徳川家康は知識人としても一流で、しかものめりこむ性格であった。歴史や薬草学については専門の学者も顔負けだったというから、その凝こり性しようぶりがうかがえる。

「知っているか？　漢の創始者、高こう祖そ劉りゆう邦ほうは初代皇帝として即位したあと、天下統一に貢こう献けんした功臣たちを――幾人も粛しゆく清せいした。己おのれの寝首をかきかねない実力者は事前に取りのぞいておくべし……。国家安あん泰たいのためであった」

「えっ、それってひどくない!?」

「たしかにひどい。しかし、一国の主あるじとしては妥だ当とうな采さい配はいとも言える」

　初音を相手に与よ太た話ばなし――という体ていで語りながら、家康は軍議のために集まった一同をちらりと見やった。

「べつに、劉邦にかぎった話ではない。明みんの太たい祖そ・洪こう武ぶ帝ていも同じことをやった。『狡こう兎と死しして走そう狗く烹にらる』という。倒すべき敵が消えたあとまで、いくさに強い将を飼っておく必要は――ないであろう？」

「それはそうかもしれないけどー」

「ただ衛将軍の地位は、戦後も安あん泰たいであった。あの御ご仁じんが大将軍から大だい司し馬ばへ位くらいを上げ、武帝の姉・平へい陽よう公こう主しゆを妻と迎えるほどに栄達するのは、匈奴戦が終結したあと。まさに『位くらい人じん臣しんを極めた』わけだな」

「あ、そうなんだ」

　初音はほっとした様子で笑った。

「なんだ。大おお御ご所しよさまが粛清の話とかするから、衛青さんって皇帝さまに処刑でもされたのかと心配になっちゃったわ。華麗なる人生だったのねえ」

「ああ。衛将軍はな」

　わずかに含みのある物言いだった。

　初音と立夏は気にならなかったらしく、軽くうなずくのみ。しかし、征継は引っかかりを覚えて、元・征夷大将軍をじっと見つめた。

　家康はにやりと笑い、ちらりと――志緒理の方にあごをしゃくる。

　博識な皇女は何かを悟ったらしく、大きく目を見ひらいていた。だからだろう。老ろう獪かいな元天下人は満足そうに言った。

「今回の騒動を見て、なんとなく衛将軍の生涯を思い出しただけでござる。ま、じじいのたわごととお聞き流しくだされ」

「いえ、貴重なご助言に感謝いたします」

（なるほど）

　礼を言う志緒理の姿から、征継は悟った。

　多くを語らずとも、神君家康はヒントめいたことを口にしていたらしい。

　はっきり説明しないのは、引退した隠居老人の立場で無む闇やみにしゃしゃり出ることはみっともないと思ったからか。

「それにしても」

　心の底から不思議そうに、初音がつぶやいた。

「衛青さんったら、どういうつもりで皇城を牛ぎゆう耳じったのかしら？　そりゃあ、あそこでふんぞり返ってきた人たちなんて、ろくでもないおじさん・おばさんばっかりだから、衛青さんみたいな英雄に仕切ってもらえる方がずっと頼もしいけど」

「たしかに」

　初音の毒どく舌ぜつに、秋ヶ瀬立夏がにやりとした。

「あの老害どもが束になっても、衛将軍の爪の垢あかよりマシな仕事をできるかどうか。橘もなかなか言うじゃないか」

「……ええ。しかも元・皇城の女によ官かん見習いの発言だと思うと」

　神君家康の言葉を嚙みしめていた志緒理が遅ればせながら発言し、直属女官のはしたなさに微苦笑をこぼした。

「さらに味わい深い感想ですね」

「経験者は語るってやつですよ、姫様。あ、でも」

　初音はぽんと両手のひらを打ち合わせた。

「衛青さんも皇城でそういう人たちをたくさん見て、決意しちゃったとか。『日本の未来を救うのは俺しかいない！』なんて」

「い、いくら衛青さまが英雄好こう漢かんといっても、さすがにそれは……」

「まあ、いずれにせよ」

　征継はぼそりと言った。そろそろ話をまとめるべきだった。

「ここで時間を取られると、命取りになる危険性が大だ。衛将軍の言うとおり、今晩から明日にかけて決断すべきだろう」

　衛青大将軍ひきいる皇城の陣営と和するか、力ずくでたたきのめすか。

「カエサルの件もあるが……。衛将軍なら、女じよ皇おうの一党が無視していた近衛このえ府ふと関東将しよう家けの騎き士し侯こうたちを呼びあつめて、どうにか指揮系統をととのえる程度の芸――二、三日中にこなしてしまいそうだからな」

　今日、一二月二五日の騒乱。

　照てる姫ひめと平たいらの将まさ門かどがもともと東京に駐ちゆう在ざいしていた軍団・騎士侯らを的確に使いこなしていたら、征継たちや衛青将軍もだいぶ難儀したはずなのだ。

　おそらく――

　そういった者たちをどうあつかえばいいのか、わからなかったのではないか。

　未熟な女皇と、人ならざる怨おん霊りようには不向きなミッション。しかし、奴隷から将軍にまで登りつめた苦労人の衛青ならば……。

「もちろん、ふつうのときなら衛将軍が皇城のボスになるなど認められるはずはない。だが、この非常時だ」

「そうですね。それに将しよう門もん公こうとくらべれば」

　志緒理もため息をついた。

「どう考えても衛青将軍の方がつきあいやすいでしょうし」

「でもお兄さま。カエサルさんの軍団は畿き内ない地方に足止めされたままだし、衛青さんが抜けちゃった穴もあるわけでしょう？　もうちょっと余裕があるんじゃないかしら？」

「ないな」

　妹分――否いな、妻になる少女の異議を、征継は否定した。

「畿内将家を支援するはずの大英帝国軍は――もう本気じゃない。やつらの興味は東京に眠る聖獣、大おお国くに主ぬしの命みことにしぼられている。打ち合わせどおりにエドワード王子がこちらに向かっている以上……カエサルが関西を陥おとすのは、時間の問題だ」

　立夏が連れてきた念導精霊ジーニーモリガンの二号機。

　あの少女人形から、英国軍の現状は報告されている。騎き力りよく一千級の武将がリチャード一世しか関西にいないのならば――。

　確信を込めて、征継は言い切った。
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　皇こう女じよ志し緒お理りの全身が熱い。

　それだけでなく、ひたすらに柔く、そうでありながら張りもある。

「征まさ継つぐさま……」

　耳元でささやく声まで熱く、やわらかだった。

　霊れい液えき補給の儀式にともなう高こう揚ようのせいで、かすかに息が乱れている。

　陽ひは沈み、宵よい闇やみが東京湾と浦うら安やす衛え府ふのまわりを支配している。軍議のあとの休息を取ることにした志緒理の部屋（貴き賓ひん用の客室）へ、征継は忍んできたのだ。

　どちらも衣服の類たぐいは何も身につけていない。

　ふたりきりのベッドの上では、邪魔になるだけなのだ。

　寝そべる征継に寄りそいながら、志緒理はうっとりと言った。

「今日は箱はこ根ねから東京まで駆けつけたうえに、倍の兵力をそろえた近衛このえの軍団にも完勝されて、お疲れでしょう？　わたくしの方でできるかぎりのことを……」

　いたします。

　そう訴える皇女の瞳は慈いつくしみと情愛に満ちていた。

「どうか楽になさってください……」

　征継の上へのしかかるようにして、志緒理は肌を重ねてきた。

　たがいの全身が密着する。熱く火ほ照てった皇女の感触が征継の体の冷たさにおおいかぶさる姿は、一振りの長剣に白い蛇が絡からみつくさまにも似ていた。

　ちなみに、東京湾に面している浦安衛府の貴賓用客間は、窓を海側、つまり南向きに造ってあった。

　軍施設であるくせに、宿泊客へのおもてなしとして景観に気を遣つかったのだ。部屋の内装も一流ホテルを思わせる――。

　そんな空間での、ふたりの逢おう瀬せであった。

「征継さまには、まだまだ力が必要です」

　志緒理がやさしくささやいた。

　――すでに数時間前、初はつ音ねに霊液を融ゆう通ずうしてもらっている。

　霊液補給の儀式は神秘の力を貯めこむだけでなく、体の疲労も取りのぞいてくれる。実は疲れなど残っていないのだが、余計な報告をすべきではない。

　征継は「すまない」と礼だけ言った。

「わたくしのために戦ってくださる――騎士のためですから……」

「騎士？」

「は、はい」

「俺はそれ以外の肩書きでもかまわないのだが」

「そ、それはわたくしも……」

「では、姫自身のお口で言っていただきたいところだな」

　愛人なり情人と表現しても、特にあやまりはない。

　今後の発展を見据えて、将来を誓い合った仲などとも表現できる。しかし、皇こう国こくの未来を背負うべき少女がきまじめな性格なら、軽々しく言えることではない。

　案の定じよう、志緒理はもじもじと答えた。

「そういうことを――ぶしつけに口にするなど、皇女の身には許されません……」

「そんな掟おきてがあるとは初耳だ」

「い、今、わたくしが決めたことですから」

「だったら、決まりを破ることも姫の自由では？」

「もう……。征継さまは意地悪です」

　咎とがめる代わりに、志緒理が顔を近づけてきた。

　ふたりの鼻と鼻がくっつくほどの距離感。そのまま自然と唇が合わさった。志緒理の方が上から接せつ吻ぷんしてきた格好だ。

「姫」

「だめです。今日はわたくしが征継さまのために全部して差しあげます」

　征継は声をかけて、志緒理の腰に手を回しただけだった。

　たおやかな皇女を求める心が抑えきれなくなり、身を起こそうとしたのだ。しかし、すばやく察した皇女にたしなめられた。

　志緒理は征継の口を封じるようにふたたびキスし、重ねた身体を離そうとしない。

　もしかしたら――。

　右腕と頼む騎士の〝補給状況〟を知るからこその強引さ、かもしれなかった。今朝までの三日間、征継はずっと立りつ夏かといっしょだった。さらにはすこし前、初音が水すい霊れい殿でんにいる征継のもとへ向かったこと、気づかない志緒理ではない。

　ともあれ、深しん窓そう育ちの姫君からの心尽くしであった。

「ん……んんんんんっ！」

　切なげな息づかいは時に激しくなり、時に息切れして、甘い吐と息いきにもなる。

　今夜は軍事施設である衛府内だからか。

　大きな声を洩もらすまいとして、必死に堪こらえながら、征継にだけ聞こえる声で志緒理はせわしなくあえぎつづけた。そのうえで懸命に肌を重ね、時には征継の上にまたがりまでして、かなりの量の霊液を分けあたえてくれた――。




「衛えい将軍のことで、さっき家いえ康やすが何か言っていたな？」

「大おお御ご所しよさまはおそらく、今の東京と――衛えい青せい将軍が前世で亡くなられたあとに起きたことの共通点を気にされたのだと思います」
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　ふたりで一枚の毛布にくるまり、寝物語を交わす。

　皇女と駿河するがで出会った当初、このような間あいだ柄がらになるなど、征継は思いもしなかった。

　もう霊液の補給はひととおり終わったというのに、皇女志緒理はまだ衣服を着ようとはせず、腹ふく心しんである騎き士し侯こうの腕のなかにいた。

「衛青将軍の生涯が華麗なる光だとすれば、その後の出来事は、そう……」

　史書に綴つづられた衛将軍・驃ひよう騎き列伝、その後ご日じつ譚たん。

　それをつらつらと語ったあと、志緒理はため息まじりに言う。

「そういえば……前に大御所さまがおっしゃっていましたね。自分は前世で全てをやりきったから、今こん世せいで大事を成すつもりはないと」

「ああ。カエサルあたりとはちがうとも」

「前世では、野望の実現を目の前にして暗殺されたカエサル公。志こころざしなかばで流行はやり病やまいに倒れたエドワード王子。母国へ帰る途中、流れ矢で命を落としたリチャード獅し子し心しん王おう。今、日本のいくさに介入されている復活者リザレクトの方々は皆、晴れない無念をかかえた方ばかりです……」

「もしかしたら衛青将軍も、というわけか」

　ここで褥しとねを共にする姫君は、今世での主君でもある。

　あらためて征継は訊たずねた。

「それで姫。衛将軍と共闘するか、敵対するか――どちらを選ぶ？」

「衛青さまが皇こう国こくの覇は権けんをにぎるというのであれば、共闘はありえません」

　志緒理はきっぱりと言った。

「わたくしたちは旧制度を打破して、わたくしと東海道将しよう家けを皇国日本の頂点に据えるため、事を起こしたのです。カエサル公の代わりに衛青さまが新しい飼い主となるのでは、意味はないでしょう。でも」

　志緒理が言いよどむ。征継はその意を汲くんだ。

「ああ。衛将軍が皇城に拠より、平たいらの将まさ門かどをしたがえるかぎり――」

「力ずくで勝つことはむずかしい、でしょうね……」

　新たな銘めい《征せい西せい将軍》を得た橘たちばな征継、その騎き力りよくは一〇二二に達した。

　秋あきヶが瀬せ立夏、騎力一六二。

　橘初音、騎力九四。

　天てん海かい僧そう正じようが騎力五〇四。主あるじである徳とく川がわ家康は――征継に征せい夷い大たい将しよう軍ぐんの銘を譲ったため、現在の騎力は僧正の半分にも満たないという。あとは立夏が東海道から連れてきた騎士侯たち、彼らの合計が騎力三五〇前後というところか。堂々たる陣容だった。

　しかし、女じよ皇おう照てる姫ひめの側は――

　平将門、騎力二四〇〇超（この半数は征継によって打ち破られているが）。

　衛青将軍はおそらく騎力一〇〇〇から一一〇〇というところ。この大軍が皇城に拠るのである。正面から陥おとすことはむずかしい……。

「せめて将しよう門もん公こうと零れい式しきの軍団をどうにかできれば、話はべつですが――ああっ!?」

　不意に、志緒理がびくんと身を震わせた。

　原因は征継だった。なんとなく毛布のなかで右手を動かし、手探りで皇女殿下の柳腰にさわって、その悩ましいくびれに指を這わせたのである。

　このあたりが弱いようだと、最近わかってきたからこそのいたずらだった。

　さらに指を動かし、愛いとしい姫のすべらかな腰つきをたしかめる。

「ん――！　征継さま、お、おやめくだ……ぁああっ！」

「申し訳ない。すこし出来心を起こした」

　予想よりもずいぶんと激しい反応に、征継は驚いた。

　志緒理はベッドのシーツにつっぷして、必死に声を押し殺している。

「か、堪かん忍にんしてくださいまし。征継さまにたくさんの霊液をお渡しした直後だからか――感覚が、すごく鋭くなっているみたいです」

「ほう」

「いつも以上にいろいろなことを感じやすくなっていて……」

　志緒理は毛布のなかで仰向けになり、はあはあと息を荒らげた。

　それからハッと両目を見ひらいて、むくりと身を起こした。毛布一枚で肩から下の裸身を隠し、じっと客室の壁を凝ぎよう視しする――。

　皇女の瞳は妖あやしく、金色に輝いていた。

　念ねん導どう術じゆつ、もしくは何か神秘の力が発動しているらしい。

「どうした、姫？」

「今、江え戸ど城じよう址しから洩もれ出てくる気を感じとりました。そうです。忘れていました。皇都東京の要かなめにして、善悪双方の意味で切り札ジヨーカーになりうる存在を……」

　壁を見つめている皇女志緒理。

　おそらくはその遥はるか先、東京都千ち代よ田だ区の江戸城址を視みているのだろう。

「征継さま。大おお国くに主ぬしの命みことを覚醒させましょう」

　おもむろに志緒理が言った。

「女皇陛下は眠れる大国主命と契約を交わし、御加護と将門公を賜たまわりました。ですが本来、覚醒した聖獣が相手でなければ、その巫女みことなることはかなわないのです」

「なぜ女皇にそんな真似ができたんだ？」

「おそらく、正統な女皇にのみ継承される秘儀のおかげでしょう。それを知らないわたくしに同じことはできませんが……大国主命の覚醒にさえ成功すれば――」

「姫も大国主命と契約できると？」

「はい。将門公の指揮権をある程度奪うこともかないましょう」

　驚く征継の前で、神の託たく宣せんでも告げるように志緒理は言った。

　契約を交わし、聖獣の巫女となる。それはイコール、『命を捧ささげる』という意味だ。理解しておきながら、征継は何も意見しなかった。

　皇女殿下の狗いぬとして戦うことこそ、己おのれの本分なのである。

　彼女の覚悟を尊重すべきだった。実際、志緒理はその問題に触れようともせず、こんなことをつぶやく。

「ただ皇城の近くで大きな念を動かすことになりますから……。途中で気づかれて、妨害されるかもしれません。ふつうの騎士侯とレギオンなら対処もたやすいでしょうが、将門公や衛青将軍に来られたら――。もちろん慎重に、隠密裏に事を運ぶつもりではありますけど」

　志緒理は不安げに思し案あんしていた。

「将門公の妖よう力りきは底知れませんし、もし衛青将軍に『運気の流れを読む』という武ぶ勲くんが本当にあるのなら、策が成じよう就じゆする前に察知される可能性も――」

「対策をしておくべきかもしれないな。……そちらは俺がどうにかしよう」

　征継はぼそりと言った。

「俺も策を思いついた。出たとこ勝負にはなるだろうが、何もしないよりはいい」

「で、でも危険です。自分で言っておいて無責任ですけど、このようなギャンブルに命を懸かけるのは、やはり――あっ!?」

「衛将軍に女皇を取られた以上、無茶な賭けで埋め合わせを狙うしかない」

　皇女のふとももに指をすべらせながら、征継は言った。

　細いくせに十分な肉付きがある。まぶしいほど白い太ももの外側から内へと指先でなぞり、そのなめらかさを再確認した。

　志緒理は「ん――っ！」と身をすくませる。敏感さはまだまだつづきそうだ。

「そうと決めた以上、霊液がもっと必要だ。姫。もうすこし俺に力を分けてくれ」

「も、もちろんですっ。でも、おねがいです。すこしだけ時間をください。あと三〇分も休めば、変になった感覚も収まると……あっ。あ――」

　休めるはずがなかった。

　今、志緒理の見せていた反応こそが征継に火をつけたのだ。

　それになにより、動き出すのであれば早い方がいい。事実、志緒理との儀式を終えた――わずか一時間後に。

　まだ宵の口というべき時間帯だった。一九時前後だろうか。

　征継は千葉浦安をあとにした。めざすは東京青あお山やまの皇城。ひきつれる兵はレギオン〝兼かね定さだ〟一〇〇〇騎と、秋ヶ瀬立夏の召集した神かむ威い一五〇騎であった。
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「我が東海道のものとなった箱はこ根ねの関せき」

　征まさ継つぐの隣を飛ぶ翼竜――その鞍あん上じようで、秋あきヶが瀬せ立りつ夏かが言った。

「あの砦とりでを守る《四し神じん》こそが日本最高の念導神格イフリートです。ただ、皇こう城じようの守護神である《獅し子し王おう》もなかなかのものですよ」

「並のやつとはちがうと？」

「はい」

　皇国日本における、スタンダードな念導神格イフリート。

　それは《青せい龍りゆう》《朱す雀ざく》《白びやつ虎こ》《玄げん武ぶ》のいずれかである。この四種を一体化させた怪物こそが箱根を守護する《四神》であった。

「私の実家でもある名古屋城にも《鵺ぬえ》という念導神格イフリートがおりました」

　東海道総そう督とくを世せ襲しゆうしてきた秋ヶ瀬家。

　彼らの本拠地は名古屋城であり、いまだ維い新しん同盟の支配下にある。その地名を立夏はさばさばと口にしていた。

「そちらや《獅子王》は大体、青龍たちよりも五割増し程度の念力を持ちます」

「そこに平たいらの将まさ門かどが加わったわけか」

「難攻不落とまではいかなくても、かなり堅い城になるはずです」

　ふたりは指揮するレギオンたちに、壁状陣形を組ませていた。

　一〇〇〇騎の兼定と、一五〇騎の神威による混成軍団。赤紫色の荒武者のなかに、青きサムライが一割ほど交じっている。

　この大軍が構築した壁状陣形の最後尾に、征継と立夏はいた。

　前面のみから攻撃を受ける場合は、最も防御が堅くなる位置だった。

　ふたりともレギオンを直ちよく率そつするために、ここまで翼竜を駆ってきたのである。どちらの竜も全身が青い。皇国日本を象徴する色なのだ。

「ようやく皇城です。ゆっくり飛んできた分、時間がかかりましたね」

「すでに障しよう壁へきを張り巡らせているな」

　眼下には都心の明かり、東京の夜景が広がっている。

　時速五〇キロ台で虎とらノの門もん、麻あざ布ぶ十じゆう番ばん、六ろつ本ぽん木ぎなどを越えてきた。

　現在地は乃の木ぎ坂ざか――。青あお山やままではもう一・五キロもない。このあたりには広大な庭園やスタジアム、武道館、閲えつ兵ぺい場じようなども設けられている。そして、そららのなかでひときわ広壮かつ瀟しよう洒しやな白しろ煉れん瓦がの欧風建築こそが〝皇城〟なのだ。

　城の上空には、すでに念導神格イフリート《獅子王》が具現化している。

　体長六〇メートルはあろう獣の幻像イメージだ。

　ここでいう『獅子』とはもちろんライオンではなく、〝たてがみを持つ白犬〟とでも形容すべき中国渡来の霊獣だった。

　念障壁のドームが皇城全体をつつみこんでいた。

　本来、念力に色はない。しかし、その強烈な波動のために、皇城まわりの空気が陽炎かげろうのようにゆらゆら揺れている――。

「ここまで零れい式しきどもは、一騎も姿を見せませんでしたね」

「衛えい将軍の監督が行きとどいているようだ。今までとはちがうな」

　くつわをならべて飛翔しながら、立夏とうなずき合う。

　実は浦うら安やす衛え府ふを発たつとき、あえて宣戦布告も通知もなしに、皇城めがけて一〇〇〇騎レベルの軍団を動かした。

　相手の出方から、向こうの事情を推おしはかるために。

　征継は肩をすくめた。

「騎き力りよくはあっても隙すきだらけの平将門なら、昼のいくさ同様に楽をできたんだが」

「ならば征継どの。今回はどう仕掛けます？」

「そうだな――」

　そのとき変化が起きた。

　皇城の上空に顕あらわれていた念導神格イフリート《獅子王》の幻像イメージ。全長六〇メートルの狛こま犬いぬとでも呼ぶべき姿がいきなりぶれて、さらに三倍以上にふくれあがり――

　一瞬のあと、巨大な平将門の幻像にすり替わったのである。

　カーキ色の軍服を身につけ、軍帽を深くかぶる。

　マントを羽織り、銘めい刀とう・孫まご六ろく兼かね元もとを腰につり下げていた。

　かつて皇城で相まみえた魔人の偉容そのままだった。その両目は炯けい々けいと青く輝き、焰ほのおのごとく燃えている！

「皇城の念導神格イフリートを呑みこんだのか」

　征継は目をみはった。

　都心の夜空に、世紀の大だい怨おん霊りようはでかでかと己おのれの幻を現出させた。

　さすが妖あやしのものという超常現象。天に顕れた巨大な平将門を目撃して、都民は大いに驚きよう嘆たんしているだろう。この状況のテレビ中継を視聴する者、または録画を見るであろう一般人たちも――。

　そして、東京の夜に魔人の一いつ喝かつがこだまする。

『南な無む――八はち幡まん大だい菩ぼ薩さつ！』

　巨大なる平将門の幻像は『バッ』と右手を開き、突き出した。

　そこから放たれるのは、黄金の光線だった。

　それはオーロラさながらに雄大な光であり、乃木坂方面より接近してきた征継の軍団一〇〇〇騎を真正面から呑みこんだ――。

　密集し、壁状陣形を組んでいた兼かね定さだと神かむ威いの混成軍団。

　その最前列がはじけた。五〇騎ほどの兼定が全身を打ちのめされ、戦闘不能になって、墜落していく！

「念力を直じかに撃ってきたか」

「竜りん胆どう老師が箱根の四神にやらせた手と同じです！」

　被害が軽微で済んだのは、陣形を組ませていたからだ。レギオンのまとう防御結界は密集するほどに密度を増し、熱や衝撃を中和する力も高まる。

　征継ひきいる軍団は一〇〇〇騎超。

　結界の防御力もかなり堅けん牢ろうだった。しかし。

「ついに出してきたな」

　ぼそりと征継はつぶやいた。

　夜空に浮かびあがる巨大な平将門の幻像。その周囲にレギオン〝零式〟がわらわらと具現化しはじめた。

　騎き士し侯こうの超感覚でカウントすれば、数は一〇〇〇騎。

　今はこの程度しか動かせないのだろう。平将門、本来の騎力は二四〇〇超。しかし、征継との会戦で一二〇〇騎を失ったばかりなのだ。とはいえ――

「私たちの軍団と、ほぼ同数ですね」

「なに。向こうには衛えい青せい将軍の一〇〇〇騎もある。数でかなうはずはない」

「そのうえ念障壁と、あの派手すぎる光線ですか。まともな方法での攻略は相当にむずかしいでしょう」

　征継と立夏がやりとりする間に、第二射が来た。

　平将門の右掌より、ふたたび念光線が放たれる。征継指揮下の壁状陣形、最前列がまたしてもはじけとんだ。

　今度は七〇騎ほどが墜落となった。

　攻撃を受けつづける壁状陣形の最後尾で、征継は言った。

「前進を続けても、あれを撃ちまくられるだけか」

　ここで防御側が取るべき戦術はシンプルでいい。

　兼定の数がたっぷり減ったところで零式をけしかけ、とどめを刺すのだ。

　大怨霊・平将門という破格の念導神格イフリートがあるからこその、余裕の采配だった。この距離まで征継たちを近づけたのも、

「これまで近衛大将は考えなしの市街戦を零式に繰りかえさせて、市民のひんしゅくをたっぷりと買っています。衛青将軍はそれを考慮して……」

「御用地や広い庭園のある皇城近くまで、俺たちを呼びこんだのだろう」

　やはり、皇城の防御を指揮する相手はいにしえの大将軍。

　そうと確信して――

　征継はかすかに笑った。唇の端をうすく曲げる。

「この分なら上手うまくいきそうだ」

　第三射、第四射の念光線が兼定たちを襲う。

　そのたびに数十騎ずつ落とされていく。しかし、征継は騎き竜りゆうの腹を軽く蹴った。合図を受けて、竜はばさりと羽ばたいて、加速をはじめた。

「もし不安なら、立夏どのはここで待機するといい」

　副官役をまかせていた女騎士侯へ、征継は告げた。

「衛将軍を――信用するのは、あくまで俺個人の判断だ。東海道総督がこんな賭けにつきあう必要はない」

　征継を乗せて、青き翼竜はゆっくり前進していく。

　逆に、壁状陣形を組むレギオンたちは空中でぴたりと停止。征継の翼竜は密集する兼定・神威の間を縫って、前へ前へ――。

　そのすぐうしろに、立夏の翼竜もついてきた。

「征継どのの策を聞いたとき、申し上げたはずです。私も同行した方が上手く転ぶ可能性、きっと高くなるでしょうと」

「ああ。覚えている」

「おつきあいいたします。さすがに皇女殿下を差し出すわけにはいきません。私と征継どの程度がちょうどいいあたりです」

「それもそうだな」

　さすが女じよ丈じよう夫ふという豪傑ぶり。なんとも秋ヶ瀬立夏らしい。

　いくさと人生、どちらの伴はん侶りよとしても最高の資質を持つ乙女と共に、征継はついに『陣形を組んだ軍団の最前列』にまで躍おどり出た。

　今までは――ぶあついレギオンの密集が念光線を阻はばんでいた。

　それがもうない。もし撃たれたら、征継と立夏は大怨霊の放つ光に呑みこまれて、きれいに消し飛ぶのみ。にもかかわらず。

　ふたりは騎竜を駆って、皇城めざして飛んでいく。

　しかも故郷へ凱がい旋せんでもするかのように、ゆったり堂々と。一〇〇〇騎弱の兼定と一五〇騎の神威を後方に待機させたまま、我が身のみをひっさげて。

「各方面に管くだ狐ぎつねで伝令も送りました」

「よし」

「ところで征継どの。そこまで衛青どのを信用する理由は何でしょう？」

「申し訳ないが『なんとなく』だな。あの男は当てにできると――たいした理由もなく、俺が感じているだけだ」

「なら、私は征継どのを信じることにしましょう」

　微苦笑する立夏と共に、皇城へ近づいていく。

　この周辺は煌こう々こうとライトアップされていた。ずいぶんと明るく、夜間でも視界の悪さに困ることはないだろう。

「戦場を明るくして、衛将軍が采配を振るいやすくする配慮か」

「われわれにもかえって好都合かと。きっといい画えが撮とれるはずです」

　橘たちばな征継と秋ヶ瀬立夏、自殺行為とも言える飛行をつづける。

　皇城よりもさらに巨大な平将門の幻像にも、徐々に近づいてきた。全てを終わらせるはずの念光線、いまだ発射されない……。




「衛青さま」

　女皇照姫が詰きつ問もんしてきた。

　空中に投影された城外の映像を指さしている。翼竜に乗って皇城へ近づく橘征継と秋ヶ瀬立夏、両名の様子であった。

「あの騎士たちをなぜ、落とさないのですか？」

「女皇陛下。今、先方より伝令がとどきました。『一時休戦を請こう。われらを皇城に迎え入れ給たまえ。共に皇こう家けの姫を主あるじと仰あおぐ武人もののふ同士、話したき儀あり』と」

　興奮する女皇に対して、衛青は冷静だった。

　ここは皇城の一角、正せい殿でんと呼ばれる大広間である。

　ふだんは謁えつ見けんや儀式などに使う。女皇のために用意された玉ぎよく座ざに照姫はすわり、衛青はそのすぐ隣に立っている。

　まさしく補佐役、王おう佐さの仕事を成す者の立ち位置であった。

　平将門がいないのは、念導神格イフリートとして城外で奮戦するためである。

「休戦の要請など！　……一いつ蹴しゆうすればようございましょう」

　あきらめきれないらしく、照姫は一瞬だけ声を荒らげたのだが。

　どうにか抑えこみ、震える声でぼそぼそと言った。玉座のまわりにかけさせた御み簾すをちらちらと見つつ。一応、外を気にしているのだ。

「とにかく」

　怒りに打ち震えながら、尚も照姫は訴える。

「橘なる将軍と秋ヶ瀬家の姫、まとめて討ち取る好機です」

「まさにそうです。しかし、慈いつくしむべき皇国の民たみが見守る前で、王たる御方がなさる振るまいとしては――あまりに無慈悲かと」

「民……？」

　衛青の指摘によって、照姫が愕がく然ぜんとした。

　まったく意識していなかったようだ。衛青は御簾に手をかけて、さっと開いた。外で待機していた念導士官へ声をかけるためだ。

「君」

「は――うけたまわります！」

　がちがちに緊張しながら、若い念導士官が即答する。

　女皇は今まで、平将門以外の者をそばに寄せつけなかった。だが、衛青はあえて城中の家臣や軍人などもここに呼びあつめていた。

　念のため、一〇名にも満たない少人数である。

　だが、少女といえども王が怨霊のみを臣とするなどあってはならないと召集をかけた。その者たちのひとりに、衛青は命じた。

「先ほど、征継どのから受け取った伝令……そこに『報道』とやらを生業なりわいとする者たちのことが書かれていましたね？」

「は、はい。『事の推すい移いをのちのち皇国の民に公表するため、東海道および関東領内のマスコミ各社より志願者をつのり、従軍記者として同行させている旨むね、事後承しよう諾だくながらご了承いただきたい』――と」

　それが本物か、東海道将家が仕込んだ輩やからかは不明だが。

　今夜の皇城近辺には、危険をかえりみずに〝取材・撮影〟を敢行しているチームがいくつも存在するはずだった。女皇と平将門が何か没も義ぎ道どうな振るまいに出たとき、それを記録映像という形で切り札にできるように。

　相手が一般人であれば、報道をもみ消すという荒あら業わざにも出られる。

　しかし、ニュースの供給源が東海道将家であれば、そうはいくまい。

　古代中国出身とはいえ、衛青は何年も現代社会で暮らしている。そこそこ居住地域に溶けこんでいたほどだ。そのあたりの事情、おおむね理解できた。

「しかも、征継どのと秋ヶ瀬総督は――指揮下のレギオンを全て後方に待機させて、堂々たる態度で皇城へ向かっています。皇姫であられる志緒理殿下の名みよう代だいとして、地位のあるおふたりが……」

　女皇をさとすため、衛青はさらにつづけた。

　浦安から皇城まで飛ぶ速度もかなり〝ゆっくり〟だった。

　おそらくデモンストレーションも兼ねていたのだろう。都民とマスコミ関係者の注目を集めるために。

「日本の民は善意と正義を好みます。ここで殺さつ戮りくを為せば、われら女皇にお仕えする側の声望はおのずと地に墜おちるでしょう」

「…………」

　照姫は険けわしく眉をひそめていた。しかし、反論はしない。納得できずとも、どうにか我意を抑えたようだ。それを横目に見ながら、衛青はひそかに思う。

（征継どのも私をずいぶんと信用したものだ）

　橘征継は復活者リザレクト・衛青の温厚篤とく実じつさを信じていたから、無茶をした――わけではない。

　それほど甘い男ではないはずだった。

（彼が信じたのはおそらく……）

　衛青の〝先を読む目〟であるはずだった。そう。東方ローマ帝国とユリウス・カエサルに叛はん旗きを翻ひるがえす以上、皇国日本には強剛なる騎士侯が必要なのだ。

　特に己と肩をならべる騎力一千級の者が――。

　できれば殺さず、味方としたい。だから女皇照姫に釘を刺した。念導神格イフリート《平将門》が彼女の想いに応こたえて、暴走しないように。

　しかし。

　橘征継がこちらの思惑どおりに御ぎよせないような狂犬であるならば。

　王道など放り捨ててでも、抹まつ殺さつすべきではないのか――？




　そして、千代田区の江戸城址。

　ここの広い庭園内に、皇女志緒理はどうにか潜入していた。

　極秘裏に浦安衛府を出て、小型船で東京湾を横断。上陸してからは腹ふく心しんの女騎士侯、橘初はつ音ねの出番だった。

　レギオン〝九く郎ろう判ほう官がん〟を一騎だけ召集して、命じたのである。

「敵てき人じんの空虚なる地、無人の処ところを知らば、以もつて必ず出いずべし。敵を衝つき、陣を絶たち、皆その死をいたせ。……我が武勲《虎こ韜とう必ひつ出しゆつ》をとくと見よ！」

　源みなもとの九く郎ろう義よし経つね直じき伝でんの武勲による瞬間移動。その霊れい験げんで、志緒理とその一行は皇都東京の禁きん足そく地ちに乗りこんだ。

　連れは初音だけではない。竜りん胆どう先生もいる。

「いよいよ正念場か。たっぷり呑のんでおかんとな」

　ちゃぽん。竜胆先生は銘めい酒しゆ《鳳ほう来らい凰おう・大だい吟ぎん醸じよう》入りの徳とつく利りをぐびりとやって、酒くさいひとりごとを吐き出していた。

　今夜のために仕入れた、とっておきの美酒であるらしい。

　あいかわらず和服を着たローティーンの童女という、奇妙な風ふう体ていだ。

　そして、念導精霊ジーニーがもう一体いる。

「ここが問題、の、聖域ですか……」

　黒髪に巫女みこ装しよう束ぞくとなった、精霊モリガンの二号機だった。

「同調――完了。あちらはすでに、到着して、おります。こちらです」

　二号機が先頭に立って、江戸城址庭園の奥へ進んでいく。

　警備の壬み生ぶ狼ろがかなりの数、うろついているはずだが、徳とく川がわ家いえ康やすから授かった護ご符ふは人数分ある。おかげで襲われることはない。

　十数分後、ついに待ち合わせの相手と合流できた。

「なんてことだ」

　凜り々りしい銀髪の貴公子が啞然としていた。

　濃紺の背広一ひと揃そろいを身につけている。目立たないストライプ柄で、タイトかつクラシカルなシルエットが英国紳士らしい。脱いだロングコートを小脇にかかえていた。

「モリガンくん。君の片割れがあんな有様になっていたとは」

「……何度も、申し上げました、王子殿プリンス。今夜、あなたがここに、来る必然性はないと。なのに、どうして――!?」

　精霊モリガンがうらめしげに吐き捨てる。

　ただし、黒髪・巫女装束の二号機ではない。黒王子エドワードの傍かたわらにひかえる一号機、金髪碧へき眼がん、海兵セーラー服を着こんだ方のモリガンであった。

　二体を見くらべて、エドワードはしみじみと言う。

「あれを見せたくないから、僕を置いていこうとしたんだな」

「気づいて、いたのですか!?」

「ひとりの騎士としては、乙女心を汲くんであげたかったのだがね。英国側の総責任者として、事の顚てん末まつを見とどける必要があった。まあ許してくれ」

「く……っ」

　しれっと謝罪する上官の隣で、金髪の一号機が唇を嚙む。

　大英帝国サイドの内うち輪わ揉もめはともかく、いよいよ必要な役者がひととおり舞台上に出そろった。これから本番のはじまりだ。

　皇都東京の聖域にして禁足地・江戸城址。

　ここが志緒理たちの――皇城攻略のための足がかりであった。
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　司し馬ば遷せんによる歴史書『史し記き』列伝、第五十一巻。

　そんなものの存在を衛えい青せいが知ったのは、もちろん今こん世せいに復活したあとだ。




　衛将軍・驃ひよう騎き列伝――。




　まさか、己おのれの人生が書物に記されていようとは。

　無学な奴ぬ僕ぼく上がりである衛青、学問にも書物にも思い入れはない。

　だが、要領は悪くなかった。向学心というほどではないが、周囲の人々の話を耳で聞きおぼえ、知識をたくわえることに抵抗もなかった。

　その気質と、破格の幸運が人生を変えた。

　平へい陽よう――今日でいう山さん西せい省しようにいた少年時代、いわゆる奴隷の境遇であった。

　山奥の牧場へ、羊飼いとして働きにいかされた。

　そこでは遊牧民である匈きよう奴どの民たみが隣人であり、彼らから多くを学んだ。羊の追い方、馬の乗り方、馬上で弓を射いる技などだ。

　その頃、生き別れの姉は……なんと時の皇帝に見そめられていた。

　皇帝の妾そばめとなった姉・衛えい子し夫ふによって、衛青は都に呼びよせられた。姉のつてで、今度は下級武官として働くようになり――

　二〇歳はたちをいくつか過ぎた頃、いきなり車しや騎き将軍に取り立てられた。

　寵ちよう姫きの弟が匈奴にくわしいと知った武ぶ帝ていこと皇帝・劉りゆう徹てつ。漢かん帝国の支配者がそこを見こんで、依え怙こ贔ひい屓きしたのだ。

　ここに、衛青の対匈奴戦がはじまった。

　万里の長城を越えて、襲来する匈奴の軍。迎え撃つのは衛青ふくめた四名の将軍がひきいる兵士・四万人。

　このとき、同僚たちは大いに苦戦する。

　匈奴軍を迎え撃つだけで手一杯だった。あるいは、万里の長城近辺でうろうろしたあげく、会かい敵てきできずじまいであった。

　しかし、ひとり衛青だけは一万の兵と共に、悠々と長城を越えた。

　匈奴の勢力圏に数十里ほど進入し、敵てき拠きよ点てんを発見したのである。

　そこは部族集会や祭事に使われる聖地だった。騎馬の民が羊を放牧するような土地に慣れた衛青だからこそ、そこまで兵を連れてこられたとも言える。

　ともかく衛青は敵拠点を攻め、勝利した。

　残っていた敵兵はすくなく、あたえた損害は数百名程度だろう。

　まあ、ささやかな勝利である。しかし。

　将軍四名のうち、勝ったのは衛青だけだった。

　それどころか漢の成立以来、ここまで深く匈奴領内に攻め入ったのは――実に衛青が初めてだったのだ（ちなみに初代皇帝の劉りゆう邦ほうからして匈奴に惨敗し、屈くつ辱じよく的な条件での和平条約を結んでいる）。

　長ちよう安あんの都に帰還したあと、衛青の栄達がはじまった。

　七度におよぶ匈奴勢力圏への遠征――。

　そのほとんどで衛青は大小さまざまな勝利を得た。ついには河か南なん、河か西せい、漠ばく南なんの地より匈奴を駆く逐ちくし、漢の領土を大いに広げた。

　爵しやく位い、領地、地位など、褒ほう賞しようもさんざん授かった。

　やがて甥おいの霍かく去きよ病へいも驃騎将軍となり、名将として才覚を見せるようになる。

　あの頃、衛一族はまさにこの世の春を謳おう歌かしていた。人から妬ねたまれることも、謂いわれのない誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようも多かったが。

　それだけ栄光にいろどられた人生だったのだろう。

　理不尽な運命と権力者の気まぐれにもてあそばれながらも、衛青が必死にあがき、もがいた結果の功こう名みようであった。今にして振りかえれば、四〇代で病死するまで、なかなか充実した生涯だったように思う。

　衛青はユリウス・カエサルなどとはちがう。

　位くらい人じん臣しんを極め、全てをやりきったうえで没した。そのはずだった。

　しかし――

　歴史書とやらは残酷だ。当時をがむしゃらに生きた男があろうことか二千年後に復活を遂とげたとき。

　己の為したことの無意味さを、知ってしまうきっかけになるのだから。
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　征まさ継つぐが初めて皇こう城じようを訪ねたのは、もう一〇日以上も前のことだ。

　あのときは皇こう女じよである志し緒お理りのお供であった。二〇〇名もの女によ官かんに出迎えられて、〝日陰者の姫君〟が凱がい旋せんした一幕に立ち合った。

　浦うら安やすを出てから、二時間以上が過ぎていた。

　クリスマスの夜が更ふけつつある。

　が、日付が変わる前に、征継はどうにか皇城にもどってこられた。それも〝皇女志緒理からの使者〟として。

　皇城内の表宮殿、その玄関口に翼竜を着地させた。

　車寄せと噴水がある。やや遅れて、秋あきヶが瀬せ立りつ夏かの翼竜も降り立つ。

　今回、出迎えは誰もいなかった。

　将しよう家け令嬢として皇城にも慣れている立夏がくすりと笑った。

「宮殿の前に竜で乗りつけるなど、初めてのことです」

「そうなのか？」

「ここ皇城では、何かと礼法や形式にこだわるうえに、口うるさい女官たちが幅を利きかせていましたからね。壬み生ぶ狼ろや翼竜を連れこんだら最後、バカバカしいほど目くじらを立てて、説教をされるのですよ。獣けものくさいだの不作法だのと」

「なるほど。それはめんどうだ」

　日本随ずい一いちの女じよ傑けつでさえいやがるはずだった。

　かすかに唇を曲げて微笑してから、征継は言った。

「よくここまでつきあってくれた。無事に皇城へ着けたのは、たぶん半分くらいは立夏どののおかげだろう」

「もう半分は征継どのの武名のおかげ、と言いたいところですが」

　立夏は気負いのない口調で言った。

「正直なところ、八割方は衛えい青せい将軍の心こころ遣づかいという気も」

「まあな」

　情を交わした同士である前に、ふたりとも現実主義の武将である。

　征継と立夏はおたがいへの社交辞令をやめて、にやりと笑みを交わした。

「だが、ここからはどこまで衛将軍を当てにできるかはわからん。人間としては文句なく信用できる男だが、武将としては……どうだろうな」

「同感です。もし私が衛青どので」

　立夏もうなずいた。

「世せ間けん体ていよりも、この機会にわれわれを排除できることの方が重要と見なすなら、皇城に入れたうえで抹まつ殺さつします。なにかしら口実を作って」

「俺と立夏どの、死ぬときはいっしょというやつだ」

「もしものときは、私と征継どのを同じ墓に入れてくれと頼んでみましょう」

「それはさびしくなくていいな」

「愛いとしい殿方にそう言ってもらえると、女おんな冥みよう利りに尽きます」

　誇らしげな立夏の言葉に、征継はうなずいた。

　べつにここで死ぬつもりはない。だが覚悟を固めておけば、いざというときに取り乱さないで済む。迅じん速そくかつ的確に対処もできる。

　最後まで生き抜くためにあがくうえでも、冷静さはなによりも武器となる。

　征継はぼそりと言った。

「最さい期ごになるかもしれないのだから、キスくらいはしておくべきだったか」

「……それはどなたとでしょう、征継どの？」

　死地へ乗りこんでしまったというのに、こうまで言ってくれる相方はいない。

　その賛さん嘆たんからのつぶやきだった。しかし、なぜか批判的な目つきになった立夏を、征継はまっすぐに見つめ返した。

「もちろん、立夏どのとだ。ほかに誰がいる？　皇城へ着く前にそうしておけばよかったという意味だったんだが」

「ぬけぬけとそうおっしゃる図太さ、さすがです……」

「そういえば、出迎えの者がまだ誰も出てこないな。今のうちにしてしまうというのもいいかもしれない」

「えっ!?」

　秋ヶ瀬立夏ともあろう者がいきなり狼ろう狽ばいした。

「ここで……誰かが見ているかもしれない皇城の前で、私と征継どのが、ですか？」

「ああ。それこそ『ほかに誰がいる？』だ」

「そ、その、それはいかがなものでしょう？」

　めったにないことだが、立夏は口ごもりながら反対してきた。

「顔を隠すなどの用意をしていればともかく、私たちの素す性じようも身分もよく知る者たちが集まった場所でキス……というのは、いささか大胆すぎる気がします」

「どうせ死ぬかもしれないのだから、かまうまい」

　征継に無理強じいするつもりはなかったのだが――。

　あわてる立夏の可愛らしさに思わず意地悪したくなり、淡々と言った。

「俺のうそいつわりのない気持ちだ」

「い、今のお言葉、私の宝とさせていただきます。もし生きて帰れた暁あかつきには、どこかで必ずお気持ちにお応こたえして――」








[image: ]









「ここで共に斃たおれるようなら、死に際ぎわに口づけを交わすというのもいいな」

「ま、征継どの」

　皇城という死地で、じゃれ合うように軽口をやりとりする。

　秋ヶ瀬立夏が相手でなければ、こんな真似はなかなかできない。あらためてパートナーの女じよ丈じよう夫ふぶりをたしかめていたときだった。

「お待たせいたしました」

　皇城の表宮殿から、ついに人が出てきた。

　女官ではない。将校用の黒い軍服を着た青年である。

「侍じ従じゆう武官の鷲わし土どと申します。女じよ皇おう陛下ならびに衛青将軍より、橘たちばな・秋ヶ瀬の両閣かつ下かをご案内するように申しつかって参りました」

　敬礼する青年軍人、襟えりに少佐の階級章をつけていた。

　征継と立夏を見つめる瞳に敵意はない。むしろおだやかだった。だが同時に自信なさげでもあり、状況の急変にとまどっていることがうかがえる。

　やはりそうか――。征継は納得した。

　女皇と平たいらの将まさ門かどの暴走に、やはり皇城内部の人間は大いに困こん惑わくしていたようだと。

「こちらへどうぞ。ご案内いたします」

「少佐。その前に……これを受け取ってくれ」

　征継はただひとつ持参した武具を鞘さやごと差し出した。

　腰につるしていた銘めい刀とう《和いずみの泉かみ守かね兼さだ定》。土ひじ方かた歳とし三ぞうの愛刀である。

「こちらも頼む。私と橘どのに女皇陛下への叛はん意いはない。それを証明するためにも、是非あずかっていてほしい」

　立夏の方も、銘刀《鬼おに切きり安やす綱つな》を鞘におさめたまま片手で差し出した。

　しかし、鷲土少佐は恐縮した体ていで言う。

「誠意あるお申し出、かたじけなく存じます。ですが――衛青将軍より申しつかっております。武装解除などという無ぶ粋すいな真似は決してするなと」

「「…………」」

　ちらり。征継と立夏は目配せを交わした。

　なんとも度量の大きい衛青の言葉、とはかぎらない。

　武器を持たせたまま皇城に招きいれ、征継と立夏を抹殺。あとは『出来心を起こした橘・秋ヶ瀬の両名が女皇照てる姫ひめを弑しいし奉たてまつらんと斬きりかかり、間かん一いつ髪ぱつのところで誅ちゆうすることに成功した――』というストーリーを公表し、責任逃れをする……。

　そういう流れにもできるのだ。

　どうにか皇城へ乗りこんだのはいいが、先のことは読めない。実際のところ、皇女志緒理とその同行者たち次第なのだ。

　一応、策らしきものはある。だが、何よりアドリブが最重要だった。

　立夏と共に、腹をくくる征継であった。
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「おひさしぶりです、とあいさつするほどには」

　衛えい青せい将軍は会うなり、いつもの温おん柔じゆうさで微笑した。

「別れてから日にちが経たっておりませんね、征まさ継つぐどの」

「ああ。衛将軍とカエサル公が旅立ってから、せいぜい一週間とすこしだ。その間に皇こう城じようのなかはずいぶん変わってしまったがな」

「張本人のひとりとしては、耳が痛いところです」

　衛青が微苦笑した。

　皇城内にある、豪ごう奢しやな会議室であった。

　大きな楕だ円えん形けいのテーブルがある。本当なら十数名でかこむべきサイズだが、復活者リザレクトふたりはその端と端に着席していた。

　もちろん、征継のすぐ隣に立りつ夏かも座している。

　しかし、相手方は衛青ひとりきり――。征継は訊たずねた。

「女じよ皇おう陛下はいかがなされた？」

「もちろん、のちほど陛下ともお目通りしていただきます。ただ、その前にわれわれだけで話を済ませておく方が――」

「都合がよいと？」

「はい。落ち着いて、大人同士の話し合いができます」

「俺はこれでも未成年なのだがな」

　橘たちばな征継は戸籍上、一七歳である。高校二年生だ。

　だが衛青は軽く笑っただけで、特にコメントはしなかった。代わりに秋あきヶが瀬せ立夏へ目を向けて、如じよ才さいなく告げる。

「秋ヶ瀬総そう督とくがお若いことも承知しておりますが、ご容よう赦しやください。実務の話をできる者同士で事前に打ち合わせをしておこう……その程度のつもりなのですよ」

「無論、心得ております」

　立夏はいたずらっぽく答えた。

「私の方はこれでも一七歳。うら若き乙女、お嬢さんと呼ばれることにまったく抵抗はありません。……が、衛青どののお言葉にも異存はございません」

「ありがとうございます」

　女皇照てる姫ひめに『大人の話し合い』はまだ無理とほのめかし、己おのれこそが皇城側の実質的なナンバーワンだと、衛青は主張している。

　万事ひかえめな彼らしくもない。傲ごう慢まんとも言える振るまいだった。

　そんな衛青へ、立夏がずばりと訊ねた。

「ここ数カ月で女皇陛下はご自身の意見をしっかり言われる御方になられました。それでも衛青どのから見れば、まだまだ子供であると？」

「はははは。わたしなどからすれば、非常に可愛らしい御方です」

　さらりと笑い、いにしえの名将は言った。

「特にここ数日の陛下は、強く己をご主張なされていましたが。それでもあの程度の流血で済んでいるのですから」

「あの程度、ですか……」

「ええ。とはいえ、このまま五年も放置すれば、いにしえのいかなる暴君にもおとらない激情家になられる可能性が大でしょうね」

　今日の早朝から、平たいらの将まさ門かどと近衛このえ軍団が暴走をはじめた。

　結果、皇城や関東将しよう家けの高官などがすくなからず粛しゆく清せいされている。レギオン〝零れい式しき〟による不必要な市街戦で犠牲者も出ている。

　しかし、人類の歴史上に現れた暴君たちとくらべれば――

　たしかに、騒乱・虐殺の規模としてはささやかであった。

　ある意味で非常に〝激しい乱世を生き抜いてきた復活者リザレクト〟らしいことを言った衛青へ、征継はぼそりと問いかけた。

「教えてくれ。なぜローマ軍を出しゆつ奔ぽんし、皇こう国こく日本の権力者たらんと望む？」

「もちろん、野心ゆえです」

　こんなことを、ひどく澄んだ瞳で言われて。

　志緒理から聞いた話を、征継はすぐに思い出した。史し書しよにつづられた衛青将軍の物語、その後ご日じつ譚たん。だから即座に切りかえす。

「野心ではなく、後悔じゃないのか？」

「…………」

「聞いたぞ。衛将軍の死後、姉君をはじめとする一族の者が次々と殺されていったと。それも衛将軍と姉君が長年仕つかえた主あるじ、武ぶ帝ていの差し金によって」

　衛青の死から十数年後。

　老いた武帝に讒ざん言げんする奸かん臣しんがいた。衛一族の者が皇帝陛下の娘と密通したあげく、陛下を呪じゆ詛そしておりますぞと。

　真実か否いなかをたしかめる術すべ、今となってはもうない。

　だが、当時の武帝は信じた。おまけに皇后である衛えい子し夫ふとの子・劉りゆう拠きよ太子までが己を呪っていたと――帝国の皇帝が信じてしまった。

　結果、皇后と王太子は激しく糾きゆう弾だんされ、追いつめられたあげく自害した。

　衛子夫と武帝の間に生まれた姫ふたりも死を賜たまわった。衛青の息子たちも連座して、処刑された。衛一族の主立った者は、ここでほとんど死に絶えた。

　……若き日の武帝は衛青を重用し、漢かん帝国に全盛期をもたらした。

　だが、老いてからは迷信深くなり、暴君として数々の悲劇を生み出したのだ。

「しばしば権力は人を腐らせる。衛将軍の旧主はその典型だったようだな」

「…………」

　しばらく衛青は無言であった。いつもの温柔さはついに消え失せ、代わりに物もの憂うげな陰が彼の美貌を曇らせていた。

　が、ややあって、衛青はようやく口を開いた。

「野心ではなく後悔。なかなか上手うまいおっしゃりようですね」

　その自制心、さすがというべきか。

　匈きよう奴ど征せい伐ばつの英雄は、すでにいつもの温柔さを取りもどしていた。

「わたしはどうも欲というものが他人よりもすくないらしく……。奴ぬ僕ぼくとしてこき使われていた子供の頃、望みといえば『鞭むちで打たれることのない暮らし』だけでした。将軍などと祭りあげられたあとは……分不相応な褒ほう賞しようを山ほど授かりましたしね」

　苦笑いして、衛青は語る。

「姉の衛子夫は妾そばめから皇后となり、わたしは甥おいの霍かく去きよ病へいと共に大だい司し馬ばの位にまで取り立てていただきました。衛氏の者はこぞって栄達し、わたしの息子三人など、何の功績もない幼児だというのに爵しやく位いを賜りましたよ。辞退をしても押しつけられました」

「華麗なる一族というやつだな」

　初はつ音ねのコメントを思い出して、征継は同じ言葉を使った。

「ええ、まさに。当時のわたしは衛一族の棟とう梁りようであり、全てを手にしていました。それ以上を望むなど、あってはならないことです。だというのにまわりの者たちはさえずります。――衛家の権勢を広げるために派は閥ばつを作り、人を集めよと」

「…………」

「身分ある貴族や高官と親しく交わり、癒ゆ着ちやくして、悪あしき仲間を増やせ。

　民たみより賄わい賂ろをかき集め、汚れた富と権力を築きあげろ。

　一族の者たちに重職をあたえ、利権を分かち合え。

　館に賢人と食しよつ客かくを招き、名声を上げるべし。

　大将軍の威を以もつて、国政に容よう喙かいせよ。

　……畏おそれ多いことです。わたしはあくまで皇帝陛下の臣に過ぎず、そのようなことが許される道理などないのですから」

　姓は衛、名は青、字あざなは仲ちゆう卿けい。

　この温柔な美青年は単なる名将ではない。

　温厚篤とく実じつにして清せい廉れん。位人臣を極めたにもかかわらず、あくまで謙虚。利をむさぼらず、悪に走らず。これは世界史上でも、稀まれなる美質であるはずだった。

　彼と同じく乱世を生きたはずの征継にはわかる。

　彼の姉・衛子夫は皇后。しかも、衛青自身もその功績を見こまれて、武帝の姉を妻として迎え入れたという。

　つまり、彼は皇帝の親戚――外がい戚せきなのだ。

　史上、この立場にある者どもがどれだけ〝虎の威を借る狐〟になったことか。

「これは皇女殿下からの受け売りだが」

　ぼそりと征継は言った。

「漢の創始者・劉りゆう邦ほうの死後、妻であった呂りよ后こうとその一族が国政を私物化し、天下をたっぷりかき乱したそうだな。結局、粛清されたとか」

「そのとおりです。我が祖国の恥ち部ぶと言えましょう。でも」

　衛青将軍はほんのわずかだけ肩を落とした。

　完璧に近い自制心を持つ男がかすかに見せた、落胆のしるしであった。

「皇帝陛下の外戚として、我が衛氏の権勢をひたすら高めてみても、よかったのかもしれませんね。漢帝国の玉ぎよく座ざすらも掌の上で転がすほどの権力を得るために――」

　衛青はひっそりとつぶやいた。

「結局、わたし以外に力のある者が衛一族にはいなかった。だからです。わたしの死後、姉は年老いて、皇帝陛下の寵ちよう愛あいを失った。姉の息子も王太子の座から引きずりおろされた。それを衛氏の誰も防げなかった」

「…………」

「今こん世せで甦よみがえったあと、史書に記された顚てん末まつを教えてもらいました。よろこんで説明したがる人間は――誰も、いませんでしたがね。当時、衛氏の者は幼い子供をのぞいて、ことごとく誅ちゆうされたとも聞きます。むごいものです」

　清廉であるからこそ、過か剰じような権力を求めなかった名将。

　だが、それゆえに遺のこされた一族は宮廷内のパワーゲームに翻ほん弄ろうされ、抵抗する術すべもなく破滅の憂うき目に遭あった。

　悲劇の一部始終を二千年後に知らされた男へ、征継は言った。

「その後悔を、縁もゆかりもない皇国日本で晴らすつもりか」

「性別をのぞけば、女皇陛下はわたしの旧主と似ておられます。幼くして帝王となられ、しかも激情のおもむくままに権力を振るおうとされる。そのような御ご仁じんにあれこれと横から諌かん言げんし、説教するというのも……ふふふふ。前世でできなかったことをやり直しているようで、なかなか楽しいものですよ」

「ほう」

「世のため人のため、日本国民のためになることでもありますし」

　衛青は冗談めかして言ってから、こう付けくわえた。

「それに昨日、運気を旋回させたとき、自分を抑えきれなくなったのです」

「運気をなんだと？」

　聞きなれない言いまわしに首をかしげた直後。

　衛青のすぐそばに、青い球状の光がいくつか現れた。三、四個ほどだ。河原の蛍のように飛びまわり、小さな群舞を披ひ露ろうしてくれる。

「わたしの武ぶ勲くん《亢こう竜りゆう有ゆう悔かい》。以前に申し上げましたね、いずれに進退すれば運気が上がるか、漠ばく然ぜんとわかる力だと。ただ、それで本当によい運気となるかは……実のところ、まったく自信がありません」

　衛青は苦笑いを浮かべた。

「『何かが変わりそうな兆きざし』をなんとなく感じるだけなのです」

「本当か？」

「はい。だから兆しの意味を、必死で考えます。そちらに動けば、今の情勢がどのように変わるのだろうかと。そのうえで動き、実際に運気がどう変わるか――試してみるのです。いわば博打ばくちですね。『必ず運気が上昇する能力だ』などとは、自分ではとても思えません」

　なんともひかえめな、能力の告白だった。

「だから『旋回』なのです。運気を吉凶いずれかに急転、急旋回させるという意味で」

「なるほど。今の衛将軍はみごと吉の方に運気を旋回させたわけだな？」

「恐縮です」

　衛青将軍のまわりで飛びまわる三つ、四つの青い光の玉。

　その光の数がいきなり増えた。

　全部で一〇〇個以上はあるだろうか。もう征継にもわかる。これこそが名将・衛青将軍の運気そのものなのだ。

　膨ぼう大だいな運気にかこまれながら、衛青はいやみなく笑った。

「昨日のことです。一〇年に一度あるだろうかというほど只ただならぬ兆しを――東京方面より感じました。そして、今すぐ東に折りかえせば、わたしの運気は日本国の天下をも壟ろう断だんできようほどに高まるだろうと判断し……」
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「予想を現実に変えた。役に立つ武勲を持っているな」

「とんでもない。覇は権けんへの道はいまだなかばに過ぎません」

　征継と衛青、どちらも淡々と言葉を重ねていく。『覇権』などという言葉が出る割に、ふたりとも竹ちく林りんの庵いおりで清談を交わすがごとく対たい峙じしていたのだが。

「私からも、ひとつよろしいでしょうか」

　ひさしぶりに立夏が口をはさんだ。

　今までは復活者リザレクト同士の会話に水を差すまいとしてか、沈黙していた。だが、ついに東海道総そう督とくとして、いにしえの大将軍に声をかけた。

「ここ皇国日本の民は残念ながら、それほど開放的ではありません。異国から来た成り上がり者には、いささか厳しいところがあります。いかにあなたが大将軍、宰さい相しようとして辣らつ腕わんを振るおうとも、民の支持は受けられないのでは？」

「そうかもしれません。ですが」

　衛青はあっさりと応じた。

「皇国の民より支持を受けずとも、国を治めることはできましょう。むしろ国民に熱く支持される君主の方がすくないのでは？」

「…………」

「また余よ所そ者ものという点では、あなたがたにも泣きどころがあります。それを明かせば、わたしの出自についてもごまかせるかもしれませんよ」

「どういう……ことでしょう？」

　怪け訝げんそうな立夏から目をそらし、衛青は――橘征継を見つめた。

「あなたです、橘征継。どのような事情で日本の民となったかは存じませんが……すくなくとも、出生は日本国ではない」

「!?」

「あなたの前世はおそらく、わたしの故郷に近い国の何処いずこかだ」

「…………」

　断言する衛青に対して、立夏が呆然としていた。

　当事者の征継は無言だった。肩をすくめるのみだ。反論しても無駄だろう。相手は衛青将軍ほどの男である。揺るがない確信があるからこそ、喝かつ破ぱしたはずだ。

　たびたび皇女志緒理から指摘されていた。

　前世において、征継は広大なる草原の国に生まれ育ったらしいと。衛青将軍もまた少年時代、草原の遊牧民にかこまれて成長したという。

　だからこそ今まで、たがいに通じ合うものがあったのだろうか？

「その情報を公開すれば、わたしの出自についての不満もうすれる――かもしれません。もしかすると征継どのの方が隠してきた分、日本国民の反発は大きくなるやも……」

「俺を隠れ蓑みのにしてみるわけだな」

「はい」

　涼やかに認める衛青将軍へ、征継は淡々と告げる。

「しかし、それは俺の知る衛将軍の人となりにそぐわない手て管くだだな」

「たしかに、そのような真似をしたことは今まで一度もありませんね。前世でも今世でも。ですが、これも野望のためです」

　野望と口にしながらも、衛青将軍の目は澄んでいた。

　さて――脅迫されたばかりにもかかわらず、征継は考えてしまった。

　この純じゆん朴ぼくかつ善良な名将に、そんな所行ができるだろうかと？　なりふりかまわず政敵を追い落とし、自みずからの魂と品位をおとしめるような真似が……。

（今、何時だ？）

　征継はちらりと壁の時計を見た。

　二一時四三分。そろそろ何かが起きてもおかしくない頃だ。

　ここに乗りこんだ目的、そのひとつめは衛青将軍の真意を推しはかること。それはおおむね果たせたところだ。

　ふたつめは〝囮おとり役やく〟。的確な判断力と異様に勘の鋭い衛青将軍をひきつけて、できるかぎり異変の兆ちよう候こうに気づくのを遅らせる。

　何かを察して、対策をはじめるようなら、あらゆる手を尽くして妨害する。

　今まさに――

　皇女志緒理と専門のチームが仕掛けているところなのだ。
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「今となっては知る者もすくないし、覚えている者はもっとすくないがな」

　ほろ酔いの竜りん胆どう先生が昔話をはじめた。

「我が日本国が皇こう国こくとなる前、大日本帝國などと恥ずかしい名乗りをしていた頃、ここ江え戸ど城じようの跡地を――帝都防衛の要かなめに成さんという計画があった」

　竜胆先生が先頭に立って、廊下を歩いている。

　江戸城じよう址しの敷地内にある『煉れん瓦が造りの館』のなかだった。

　外も内側も洋風で、三階建て。大たい正しようモダンな雰囲気がただようため、江戸時代の本丸や櫓やぐらの残る城跡にはすこし不似合いである。

　ずかずかと先へ急ぐ先生のうしろに、志し緒お理りたちはつづいていく。

　竜胆先生は言った。

「第二次世界大戦の頃、もうすこし大日本帝國に余裕があれば、江戸城址は『大おお江え戸ど衛え府ふ』に生まれ変わっていたはずじゃ。結局のところ資金不足、資材不足、人材不足のせいで頓とん挫ざしてしまうのだがな。……この司令部は、計画の中止前に建造されたものじゃ」

　階段を上がりきったところに、重い鉄の扉があった。

　竜胆先生は合い鍵かぎを差しこんで、ばんと開いた。

　最上階の大広間だった。

　電気など通っていない建物だが、窓から差しこむ月光で十分に明るい。懐中電灯もあるので明かりに困ることはなかった。

　この大広間、天井いっぱいに大きな風水盤が設けられている。

　直径一四、五メートルはあろう円のなかに『乾けん・兌だ・離り・震しん・巽そん・坎かん・艮ごん・坤こん』『甲こう・乙おつ・丙へい・丁てい・戊ぼ・己き・庚こう・辛しん・壬じん・癸き』『子し・丑ちゆう・寅いん・卯ぼう・辰しん・巳し・午ご・未び・申しん・酉ゆう・戌じゆう・亥がい』など、おびただしい数の漢字が書きこまれていた――。

　その異様な天井の真下で、竜胆先生は言う。

「江戸城址のなかに水すい霊れい殿でんはないが、指揮管制はここから行える。わしらの特技も存分に活いかせるわけだ」

　ここで先生は、異国の念導精霊ジーニーへ目配せした。

　英国軍のモリガン一号機および、二号機。もとはうりふたつの人形ながら、前者は金髪に海兵セーラー服、後者は黒髪に巫女みこ装しよう束ぞくといういでたちだった。

　ならんで歩いてきた精霊二体は、同時にこくりとうなずいた。

　歩行速度もまったく同じ。立ち姿、歩く姿にも毛ほどの差はなし。双子でもこうはいかないというシンクロぶりだった。

　ただし、それも当然ではあった。

　結局、モリガン一号機も二号機も本体に当たる念導神格イフリート《モルガン・ル・フェイ》が遠隔操作をしているのである。

「動作のタイミングが合うのは必然というわけですね、エドワードさま」

「そのようだね、志緒理。いや、実は二体が同時に稼か働どうするところを見るのは……僕も初めてなので、こうなることは知らなかったんだが」

　感心する志緒理の隣で、エドワード王子が笑った。

「日本側きみたちの工夫のおかげで、すぐに区別がつく。二号機が僕らのところに帰ってきたあとも、黒髪のままでいいかもしれないな」

「「王子殿プリンス！」」

　モリガン一号機と二号機、完璧なるユニゾンで上官をたしなめた。

　英国の伝説的貴公子に対して、ひどく険のある視線をふたりで向けている。

　それを尻しり目めに、竜胆先生が『ぐびっ』と銘めい酒しゆの徳とつく利りを飲み干して、『ぽいっ』と初はつ音ねへ投げわたした。

「ほれ女中。しっかり持っとけ」

「空からっぽじゃない。全部呑のんじゃったのねえ」

「これから大仕事じゃからな。力をつけるには般はん若にや湯とうがいちばんだ」

　初音にあきれ顔を向けられても、先生はしれっとしていた。

　中毒者さながらに痛飲しながら自己申告されると、うそのようにも思えるが――竜胆先生にとってはアルコール分も神じん通つう力りきの源みなもとなのである。

　和服姿の童女はずかずかと、大広間の中央へ歩いていった。

　しゃがみこむ。白い大理石の床、そこには『黒い勾まが玉たまと白い勾玉を嚙み合わせて、円形にしたマーク』が描かれていた。

　道どう教きようでいうところの《太たい極きよく図ず》である。

「どれ。ひさしぶりにやるか」

　竜胆先生は和服のたもとから、白金プラチナのメダルを取りだした。

　表面に『伏ふく龍りゆう応おう現げん』と書かれている。竜胆先生がたびたび口にしていた切り札、その起動キーともいえる品だった。

　神格基板――。

　先生はこれを太極図の上に、口こう訣けつを誦しようしながら置いた。

「易えきに太極あり。これ両りよう儀ぎを生じ、両儀は四し象しようを生じ、四象は八はつ卦けを生ず――。皇国日本を守護せし《伏龍》の神、ここに礎いしずえを得たり。我、その現うつし身みにして龍王の眷けん属ぞくなり」

　太極図のなかにメダルが吸いこまれて、消えた。

　竜胆先生は満足そうな顔で太極図のそばから離れていく。その際にわざわざモリガン一、二号機の前を通りすぎて――

「ふっ」

　挑発するように、竜胆先生は微笑していった。

　ふたりのモリガンはわずかに眉をひそめ、入れかわる形で太極図へと歩みよった。当然、ふたり同時にしゃがみこむと、金髪の一号機が――肩から提さげていたバッグから、黒い石板を取り出した。

　漆しつ黒こくの表面に、三つの目玉が三角形を成す配置で刻まれている。

　その石板をモリガン一、二号機はふたりで床の上に置く。こちらも太極図に吸いこまれていった。

「「われら大英帝国の勇士を庇ひ護ごする女神とならん。神格《モルガン・ル・フェイ》の銘のもとに、我が魔力の精せい髄ずいを闇より汲くみあげん！」」

　その詠えい唱しよう、金髪と黒髪、双方のモリガンによる合唱となった。

　三体の念導精霊ジーニーによる手続きを見とどけて、日英の貴種ふたりはささやく。

「いよいよですね」

「ああ。僕ら日英両国の双方が――とっておきの神格基板を持ちよった。最精鋭の精霊にプリンセス志緒理の霊力まで加えるおまけ付きだ。聖獣・大おお国くに主ぬしの命みことには、是非お応こたえしていただきたいな！」

　志緒理も、エドワードも感じとっていた。

　頭上に強大な念が満ちつつある。この司令室の屋根よりも上、闇のとばりが降りた空中に神が顕けん現げんしはじめたのだ。

　皇国日本の元げん勲くんたる竜胆老師が御ぎよす念導神格イフリート《伏龍》。

　英国軍の精霊モリガンが呼び出す念導神格イフリート《モルガン・ル・フェイ》。

　最強の二神が国籍を超えて共演するために。




　志緒理たちが侵入した『大江戸衛府』司令部。

　この建物は、江戸城址の東側にあった。大おお手て門もんのすぐ近く、かつて江戸城の三の丸が位置したあたりだという。

　上空では、二体の念導神格イフリートが具現化していた。

　竜胆先生の本ほん地じである《伏龍》。その姿は白金色の竜である。長々とした蛇体に四肢がくっつき、頭部には角やひげもある。

　泳ぐように身をうねらせて、悠々と空をただよう。

「姫様のおじいさま――天てん龍りゆう公こうにそっくりなのねえ！」

　初音がほれぼれとつぶやいた。

　全員で司令部の屋上へ出て、顕あらわれた念導神格イフリートを見あげていたのだ。

　竜胆先生＝《伏龍》の神こう々ごうしい姿、日本国民ならば誰しもが知る聖獣・天龍公に酷こく似じしていた。ただし、サイズは七割ほどだ。

　皇国日本の守り神、その体長は一〇〇メートル以上に達するのである。

「モルガンなんとかの方は……前も見たけど、結構不気味よね」

　英国の念導神格イフリートについては、身もふたもないことを言う初音だった。

　闇夜に、巨大な眼球が浮かんでいる。

　直径六〇メートルはあるだろう。おまけに、まわりの空間がゆがむほど強力な念ねん波ぱを放っている。これはにらむだけで命を奪う――〝死の女神〟の邪眼なのだ。

　かつて富ふ士じ鎮ちん守じゆ府ふにも降こう臨りんした、魁かい偉いなる姿であった。

　ともあれ、江戸城址の空に呼び出した本体をコントロールするため、精霊たちは全力で集中をはじめていた。

　竜胆先生は屋上に結けつ跏か趺ふ坐ざして、両目を閉ざす。

「世に八大龍王あり。すなわち難なん陀だ龍王、跋ばつ難なん陀だ龍王、裟しや伽が羅ら龍王、和わ修しゆ吉きつ龍王、徳とく叉しや迦か龍王、阿あ那な婆ば逹だつ多た龍王、摩ま那な斯し龍王、優う鉢はつ羅ら龍王！　倶ともに護国の軍神となり給たまえ！」

　右手に数珠じゆずをにぎりしめ、一心不乱に口訣を誦していた。

　対してモリガン一号機と二号機は――

「生にも、死にも、冷たき目を向けよ。我は念導神格イフリート《モルガン・ル・フェイ》、勇士の軍団を、常とこ若わかの国へ誘いざなう者」

　金髪と黒髪の乙女ふたりで両膝ひざをつき、胸の前で両手を組んで、魔導の聖句を巨大なる邪眼へと捧ささげていた。

　日英それぞれの祈りに、二体の神が応える。

　まず《伏龍》がその長々とした胴体をうねらせた。巨竜の顎あごで尾を呑みこむようにして、空中に円えん環かんを描いてみせた。

　そのうえで白金色の竜神は烈はげしく咆ほう哮こうする。

　オオオオォォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンンンンンンンンッ！

　東京都心部の天と地を震わせる大だい音おん声じようであった。

　のみならず、その咆哮には大地の奥底へと浸透していく霊れい験げんがあり、江戸城址の地下にひそむものを揺り動かすべく、深く、深くへ染しみ入っていった。

　霊感にすぐれた者のみが感知できる、見えざる事象。

　だが志緒理と念導精霊ジーニーたちには、地上の出来事のように知覚できる。

「「死を招く女神の祝祭、ここに成れり！」」

　そして、金髪と黒髪のモリガンたちも高らかに謡うたう。

　これに応えて、上空の巨大眼球が放つものは――奇怪な音波であった。

　キィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ――――――――――――――――――――――――――ンッ！

　江戸城址を中心として、甲かん高だかい怪音波が波紋のように広がっていく。聞いただけで体にぞわぞわと不快感が走り、吐き気がこみあげてきた。

　そして、この怪音にも大地に浸透する霊験があった。

　直後、地面が揺れた。

　いきなり『ぐらっ』と来たあと、地震さながらの揺れがぐらぐら襲ってきた。

　しかし、この場にいる誰もとり乱さない。

　神秘にまつわる知識などたいしてない初音やエドワードまで落ち着いたままだ。大きな異変が起きると告知されていたからだろう。

　数十秒後。ひとしきり揺れて、地震も収まった頃。

　ついに志緒理は言った。

「……もう一体の日本が擁ようする聖獣。あの御方のまどろみが――覚めたようです」

　聖獣・天龍公と大国主命。

　両者は兄弟関係にあるともいう。

　竜の血をひく娘として、たしかに志緒理も感じていた。

　今、地の底でまぶたを開けて、身を起こし、覚醒をはじめた超越者と己おのれの間に、なにがしかの絆きずながあるようなと。

　祖父と孫娘ほどの近しさはない。だが、たしかな縁えにしであった。

　そして――志緒理たちは『ゴォォォォォォオオオオオオオンンンッ！』と大地が破れる音をまざまざと聞いた。
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　皇こう城じようの会議室。

　衛えい青せい将軍との面談中、ついに征まさ継つぐは感じとった。

　わずかな揺れ。床だけでなく、皇城の建物全体がかすかに震動していた。聞いていたとおりに――復活がはじまったのだ。

　耳を澄ませる征継に気づいて、衛青将軍が訊たずねてきた。

「どうかしましたか、征継どの？」

「なに。うすうす予想はしていたが、やはり衛将軍の武ぶ勲くんはすさまじかったと……納得していたところだ。だが、さすがに地上の全てを見とおすほどの千せん里り眼がんではなくて、助かった。もしそうなら、どうあがいても勝ち目はない」

　征継は淡々と言った。

「すくなくとも、こうして俺たちと話をしている間は――目立った兆きざしを感じていないようだったからな。囮おとりの大役、どうにか果たすことができた」

「囮？」

　衛青将軍がいぶかしんだ瞬間、それは来た。

　直下型の激しい『ドォォォォォォォンンンッ！』という衝撃によって、皇城のみならず東京の都心部が大きく揺さぶられたのである。しかし。

「征継どの。何を仕掛けられました？」

　この期ごにおよんで、衛青将軍は尚も冷静沈着である。

　いにしえの名将の胆たん力りよくに感かん嘆たんしながら、征継の方も冷ややかに告げる。

「神に等しき聖獣とやらの――復活だ。これから東京に何が起こるかは、正直なところ俺にもわからん。場合によっては、都民を避難させる必要も出てくるだろう」

「それほど危険な策を、皇こう都とのどまんなかで使ったのですか？」

　初めてのことだった。衛青がじろりと険けわしい視線を向けてきた。

「皇都東京とその民たみに、どれだけの被害が出るかもわからないのに？」

「俺たちの皇こう女じよ殿下が上手うまく始末をつけるはずだ。それだけの覚悟を持って、姫は聖獣のところへ行った」

「…………」

「すこし成りゆきを見守ってみてくれ。俺といっしょに」

　怪獣の怒号めいた咆ほう哮こうが何度もとどろいていた。

　東――江え戸ど城じよう址しの方角から聞こえるものにちがいなかった。今まさに、藤ふじの宮みや志し緒お理りとその一党が事を進めているはずだった。

「それにしても衛将軍。まず皇都と民の心配をするとは高潔だな。そんな真似をされると、さっきの冗談……『世のため人のため』を本気だと思いたくなるぞ？」

「こんなときに戯ざれ言ごとを。野心のためだと申し上げたでしょう」

　珍しく機嫌悪そうにむっとして、衛青将軍は黙りこんだ。




　江戸城址で、最も妖気ただよう場所は天てん守しゆ台だいの周辺。

　かつて天てん守しゆ閣かくが置かれた台座である。

　その天守台がやにわに――爆散し、地下より大蛇が這い出てきた。

　ただの大蛇ではない。規格外の巨大さだった。その胴体は超高層のタワー型マンションなどよりもさらに太く、長々としている。それが地上をうねうねと這いずって、文字どおりに蛇だ行こうしながら動きまわるのである。

　こんな生物が稲妻のようにすばやく――

　そのうえ、竜巻のように全てをふきとばしながら出現した！

　城址のなかに生おいしげる木々、芝生、かつての江戸城の名残なごりである門や櫓やぐら、通つう廊ろう、石垣、さらにここ一世紀で造られた新規建造物などが巨大な蛇体に押しつぶされて、次々と跡形もなく破壊されていく。

　暴れる大蛇は美しい白銀色で、月光を冴さえ冴ざえと反射していた。

「あ、あれが大おお国くに主ぬしの命みこと――さまなんですか、姫様!?」

「はい。長く封印されていたせいで……だいぶお怒りのようですね」

　志緒理の見立てを聞いて、初はつ音ねは顔を引きつらせた。

「あんな調子で大暴れされたら、東京中が廃墟になっちゃいますよお！」

「その前にたぶん、この江戸城址が根こそぎ破壊されると思います。なんといっても、ここが封印の要かなめであったわけですし」

「ううっ。初音たちの命、風前の灯ともし火びってわけですね」

「ここからは先生とモルガン・ル・フェイ、そして……わたくし次第です」

　志緒理たちのいる場所こそが、破壊の最前線だった。

『大おお江え戸ど衛え府ふの司令部になるはずだった庁舎』の屋上。ここから西の方角――江戸城址の中心、天守台周辺部を見ていた。

　実は千ち代よ田だ区の面積、その一割に相当するほど江戸城址は広大なのである。

　だから――

　颶ぐ風ふうのごとく暴れまわる大国主命、その巨体に押しつぶされることはまだない。あくまで今の時点では、だが。ここもいずれ猛威に巻きこまれる。

「それでも……すこし猶ゆう予よはあります」

　志緒理は深呼吸した。

　このわずかな時間を最大限に活用しなくては。

「我が祖父の同どう胞ほう……大国主命に願い奉たてまつります。わたくし藤宮志緒理の命を御おん身みの糧かてとしてお受け取りください。願わくば、この身を蛇じや王おうの巫女みことして認めていただきたく――」

　神に等しき聖獣の慈じ悲ひを得るため、一心に祈る。

　もう――これ以上は〝削けずる〟べきではない。その自覚がある。自分はまつりごとを為すために日本国を奪い取りたいのだ。しかし、遺のこされた時間がこれ以上減れば、大望に差し支えかねない。政治には時間が必要なのだ。

　だから、もうすべきではない――。

　わかったうえで、志緒理は差し出した。

　覚悟を示すための貢みつぎ物。数年から十数年分の〝時間〟が青い光のオーラとなって、志緒理の体から立ちのぼる。

　聖獣の歓心と庇ひ護ごを買うために、必要な犠牲だった。

　ここで天下を取らなくては、今後の勝負に参加できないのだから――！

「お力添えをお願いいたします。どうかお怒りをお鎮しずめくださいませ！」

　心の底からの叫びであった。

　しかし、白銀の蛇神からのいらえはない。

　それどころか、うねうねと地を這う動きが加速した。豪快に、地上にあるもの全てを轢ひきつぶしながら、突進をはじめる――。

　志緒理たちのいる旧司令部へと一直線に！

「きゃああああああああっ!?」

　初音が悲鳴をあげた。

　白銀の蛇神、その巨大な貌かおと顎あごがぐんぐん迫る。『ゴゴゴゴゴゴッ！』とすさまじい勢いで大地を震わせながら、突撃してくる！

　とっさに、しかし冷静に叫んだのはエドワード王子だった。

「モリガンくん！　それと日本の君！　まかせたぞ！」

「「承知して、おります」」

「ふん」

　英国の一号機と二号機は淡々と、皇国日本の精霊は尊大に応じて、それぞれの神格へ向けて指示を出す。

　白金色の巨龍と妖あやしい巨大眼球、共に司令部上空で健在だった。

「「障壁Shield、展開」」

「護ご法ほうの壁、護ご国こくの砦とりでよ、ここにあれかし！」

　念ねん障しよう壁へき――。それも《伏ふく龍りゆう》と《モルガン・ル・フェイ》、日英二体の念導神格イフリートによる念力の壁が旧司令部をぐるりと取りかこんだ。

　無色無形、しかし、周囲の空気を陽炎かげろうのごとく歪ゆがませる防壁だった。

　これが蛇神・大国主命の猛たけ々だけしい攻撃を――がっちりと受け止めてくれた！

　念障壁に喰らいついた銀の大蛇、そのびっしり牙きばの生えた口内を志緒理たちは十数メートルと離れていない至近距離から観察できた。

「すごいわ先生！　先生だけのお手て柄がらじゃないけどっ！」

「ふん。一言余計じゃぞ、女中！」

　目を輝かせた初音へ、竜りん胆どう先生が言いかえす。

　直後だった。体長一〇〇メートルはあろう大国主命が『ぶん！』と――長い蛇体を鞭むちのようにしならせて、旧司令部をしたたかに打ちすえた。

　司令部の建物全体が『ガァァァァアアアアアアンッ！』と激しく揺れる。

「きゃあっ!?」

「君たち、大丈夫か!?」

　それは武芸自慢の初音が転ぶほどの揺れだった。

　志緒理や竜胆先生、二体のモリガンもそろって転んでしまった。

　ただひとりエドワードだけがすさまじい平へい衡こう感覚と足腰の強さで持ちこたえ、どうにか二本の足で立っていた。

「痛たたたた。こ、このお屋敷、大丈夫なの!?」

　へたりこんだまま初音がぼやく。

　さらに一度は堪こらえたエドワードまで膝ひざをつき、衝撃にそなえた。

　そう。大国主命が二度目の打撃を仕掛けてきたのである。ふたたび長い蛇体を鞭の要領で振りまわして。

　ガァァァァァァ――アアアアアアアアアアアンッ！

　さらに三度目。ガァァァァァァ――アアアアアアアアアアアンッ！

　しかし、それでも念障壁は大国主命の打ちよう擲ちやくに耐えていた。旧司令部の建物も衝撃で揺さぶられはするものの、どうにか健在だった。

「さすがモリガンくんと日本最高の念導神格イフリート。たいした霊力だ」

「「王子殿プリンス。せっかくの賞賛、ですが……残念ながら、われわれの障壁もあと四回分のダメージで、限界が来ると予測されます」」

「そういうことじゃ、姫。それにそもそも」

　英国勢のやりとりを受けて、竜胆先生は言った。

「大国主命がめざめたばかりだからこそ、どうにか耐えられるのじゃぞ。あの御ご仁じんが皇都東京の地霊より力を吸収しはじめたら最後、もう抵抗さえもできん。早く済ませろ！」

　念ねん導どう術じゆつの師に発はつ破ぱをかけられて、志緒理はうなずいた。

　連続する揺れのせいで、立つこともかなわない。しかし、皇女の体には青い光のオーラがまだ残っている。

　さっき解きはなった――命の輝きだった。これを今度こそ……！

　覚悟した直後、また衝撃が来た。

　旧司令部が『ガァァァァアアアアアアンッ！』と揺れた。

　今度は打撃ではない。この建物を守る念障壁に――大国主命が蛇の胴体で巻きつき、ぎりぎりと締めつけてきたのである！

　アナコンダにつかまった大型獣さながらの最さい期ごが間近だった。

　それでも志緒理は瞑めい目もくし、心静かに祈き念ねんする――。

「我が祖父の同胞よ。ふたたび藤宮志緒理が祈ります」

　心を研ぎすまし、聖獣の偉大なる魂へ霊的接触をこころみる。

　獣けものよりも、人よりも、その在あり方は神に近しい。聖獣たちはたしかに天地を打ち砕くほどの激しさで怒り狂い、悲しみに溺おぼれる。しかし同時に、かよわい人間たちをその卑ひ小しようさゆえにあわれみ、いつくしむ心も持ち合わせている。

　彼らの怒りはすさまじいが、だからといって絶望はまだ早い。

　いかに荒ぶる自然現象といえども、意外なほどあっさり収まるときもあるのだから――志緒理は奇跡を信じて、ふたたび訴えた。

「この身を蛇王の巫女として認めていただきたく思います。どうかわたくしに、御身のご慈悲をお授けくださいませ」

　人ひと身み御ご供くうとなることは、さすがにできない。

　代わりに藤宮志緒理の時間をすくなからぬ分だけ捧げ、それを供く物もつとする。神と向き合うための代償だった。

　そして、〝荒ぶる神〟を東京に甦よみがえらせた者としての責任でもあった。

　これ以上の危険を皇都に振りまかせないためにも、命を削けずらなくてはならない――。

　志緒理の体から、青い光のオーラがふっと消えた。

　同時に、脱力感が襲ってきた。もう身を起こすことさえもできなくなり、志緒理はがくりとくずおれてしまった。

「姫様！」

「大丈夫……です。わたくしの願い、受けていただけました……」

　心配そうな初音の声に、弱々しいつぶやきで答える。

　おそらく誰の耳にもとどかなかっただろう。しかし、ここにいる皆が志緒理の成功に気づいているはずだった。

　ついに聖獣・大国主命が怒りを鎮しずめたからだ。

　念障壁を締めつけていた白銀の大蛇はその縛いましめを解き、しゅるしゅると巨大な蛇体ですみやかに這い、元の穴の近くへもどっていったのである。

　数十年も眠っていた場所――天守台地下の大空洞、そちらの方へ。

「ここからが……本番です」

　まだ力尽きるのは早い。横たわりながらも志緒理は思う。

　新たに得た力で、大国主命の眷けん属ぞくへの干かん渉しようをはじめるのだ。大だい怨おん霊りよう・平たいらの将まさ門かどに。だが、全身の気だるさのせいでどうにも考えがまとまらない……。

　まさしく命を削った代償。そんなときだった。

「よくやった、志緒理。だが眠るのはまだ早い。しっかりし給え」

　姫君を守る騎士の本領ということか。

　真っ先に志緒理のそばへ来たのは、エドワード王子だった。

「エドワードさま――。どうか、ご助言を」

　志緒理はかぼそく懇願した。

「皇こう城じように集まった将しよう門もん公こうの軍勢、あれを突き崩すにはどうしたら……」

「なんだ、そんなことか。迷う必要はない」

　ここでさらりと笑い、簡潔な指示を出すあたりがエドワードのみごとさだった。

「今の君にめんどうな采さい配はいを命じる余裕はどう見てもない。もし可能なら――あの零れい式しきとかいうレギオンたちに」

　同士討ちをさせろ。黒王子からの軽やかな助言だった。




「将門さま!?」

　奥宮殿の自室で、照てる姫ひめはハッと顔を上げた。

　彼女の守護神たる平将門、今は皇城の外で念導神格イフリートとなり、零式をひきいて防衛線の管理に努めている。

　怨霊である彼によりふさわしい役目をあたえて、適材適所となったはずなのに。

「怒っておられるのですか……？」

　城外より憤ふん怒ぬの波動が伝わってくる。平将門のものだ。

　照姫は精神集中した。彼に何が起きているのか――霊能で感知するためだった。結果、驚きよう愕がくのうめきを洩もらすことになった。

「ええっ!?」

　今夜、平将門が召集したレギオン〝零式〟は一〇〇〇騎。

　決まった陣形こそ取ってはいないものの、皇城上空に顕あらわれた全長二〇〇メートル近い平将門の幻像イメージ近くに集まっていた。蜂の群れのようであった。

　が、そのうちの半数ほどが――いきなり錯乱した。

　手近にいる同じ零式めがけて、銃じゆう槍そうより熱線を撃ち放つ。

　あるいは突進して、銃槍の刃やいばを突き刺す。斬きりつける。体当たりし、殴おう打だする。同士討ちのはじまりだった。

『南な――無む……！』

　天に平将門のうめき声がこだまする。造反した兵への叱しつ責せきであった。

　誰かが零式たちに指令をあたえたのだ。同士討ちをはじめよと。軍団一〇〇〇騎のうちの半分ほど、つまり約五〇〇騎がそれにしたがっている――！

「まさか、志緒理さまが!?」

　そんな真似をできそうな者、ひとりしか思いつかない。

　気づいた瞬間、照姫は叫んでいた。

「許しません！」

　ぶわっと全身から念力がほとばしる。

　それは遠く城外にいる平将門にも伝わり、魔人の幻像は高らかに吠ほえた。

『南無八はち幡まん――大だい菩ぼ薩さつ！』

　錯乱した零式の数が減った。照姫の念を受けて、平将門が支配力を若じやつ干かんとりもどし、同士討ちをする零式の数が四〇〇騎程度になったのである。

　だが、それでも零式の集団は大混乱であった。

「将門さま！」

　照姫は自室を飛び出した。

　……今、表宮殿の方で衛えい青せい将軍と橘たちばな征まさ継つぐの会談が行われている。頃合いを見て照姫も呼ぶと、古代中国の名将は言っていた。

　それを思い出して、照姫は外へ駆け出した。

　かくなるうえは、橘征継を人質に取ってでもと――意を決したのである。
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　会議室に、管くだ狐ぎつねが瞬間転移で現れた。

　大きな楕だ円えんのテーブル上である。その端と端に、征まさ継つぐと衛えい青せい将軍は着席している。

　伝令用の小型随ずい獣じゆうは古代中国の名将へ『たたっ』と駆けより、念ねん導どう術じゆつのウインドウを空中に表示した。

「零れい式しき同士が仲間割れを……」

　映像入りの伝令文を一読して、衛青が啞然とした。

　逆に、征継はぐっとこぶしをにぎりしめる。どうやら賭けは成功したらしい。これでひとつめの難関をクリアできた。

　しかし、次の刹せつ那な――

「征継どの。こんな荒技に成功したということは」

　椅子に腰かけたまま、すっと衛青が手をのばした。会議用のテーブルは大きく、反対側にすわる征継との間にはたっぷり七メートル以上の距離がある。

　だが衛青の手から、白銀の巨腕が飛び出した！

　レギオン〝ケントゥリア〟の腕と手のひらである。真正面にすわる征継をたたきつぶすための掌しよう打だであった。

「志し緒お理り殿下に――おいのちを削けずっていただきましたね？」

「!?」

　無意識に、征継も右手を突き出していた。こちらの手からもレギオン〝兼かね定さだ〟の腕とこぶしが飛び出してくる！

　ケントゥリアの掌打と、兼定の右ストレートが正面衝突した。

　己おのれの体内にレギオンを召集し、その巨体と身体能力を我がものとする。復活者リザレクトだけが可能とする高等テクニックだった。

　相手の掌と互角の力比べをしながら、征継は言った。

「ずいぶんと荒っぽいな、衛将軍」

「あなたに猛省をうながしたいのです」

「というと？」

「志緒理殿下は尊とうとき姫君というだけでなく、才気と未来のある若人わこうど。無駄に命を散らすなど許されるべきではありません。あなたがついていながら、どうして――」

「無駄じゃない」

　ぼそりと征継は反論した。

「姫のお体を案じてくれたことには、礼を言おう。だが、最大限に運気を高めた衛将軍の隙すきを突くには――これくらいの大技が必要だと、姫ご自身で判断された結果だ。そうである以上、俺は全力で主君を助けるのみ」

　言葉の応酬だけではなかった。

　衛青将軍の右手より飛び出したケントゥリアの掌はぐぐっと前に進み、皇こう女じよ志緒理の騎士を押しつぶすべく、強引にのびてくる。

　征継の方も、兼定のこぶしで必死に押しかえす。

　一進一退。互角の力比べはまだまだつづくと思われたのだが――

「我が銘めい《鬼おに切きり安やす綱つな》よ、鬼切の武ぶ勲くんを世に示せ！」

　不意に秋あきヶが瀬せ立りつ夏かが席を立ち、抜ばつ刀とうした。

　彼女の銘でもある宝刀があざやかに振りおろされ、宙に弓なりの円弧を描く。衛青の右腕より出てきたケントゥリアの巨腕を、みごと手首から断ち切った！

「!?」

　匈きよう奴ど征せい伐ばつの名将もさすがに驚きよう嘆たんし、目をみはった。

「失礼いたしました、衛青どの」

　悪びれず、立夏は涼やかに詫わびた。

　この展開も予想して、日本随ずい一いちの女おんな騎き士し侯こうについてきてもらった。さっき刀をあずけようとしたのは油断を誘うためのパフォーマンスだ。神秘の霊刀である《鬼切安綱》、どこに持ち去られようとも持ち主が呼べば、忽こつ然ぜんと姿を現してくれる……。

　立夏は一礼し、ふたたびうしろにもどる。

「もうひとつ、念のために言っておこう」

　征継はさらに言った。

「姫はこうもおっしゃっていた。こんな都心部で荒ぶる大おお国くに主ぬしの命みことを覚醒させる以上、尋じん常じようならざる災害に発展してもおかしくはないと。だから相応の代償を支払って、迅じん速そくに聖獣の怒りを鎮しずめるのだと」

　数時間前、皇女から直じかに聞いた言葉を繰りかえす。

　それは皇こう都と東京とその住民に、被害を出さないための配慮でもあった。そこに気づかない衛青ではない。いにしえの大将軍はため息をついた。

「たしかに……志緒理殿下がおっしゃいそうなことです。あの姫君は麗うるわしい見た目とは裏腹に、たいへんな豪ごう傑けつでいらっしゃる」

「ああ。俺の主君を見くびってもらっては困るな」

「非礼をお許しください。わたしの早はや合が点てんだったようです」

　ついに衛青が手を引いた。

　おそらく評判の美び姫きであった姉と似ているのだろう。その美貌に苦笑いが浮かぶや、床に転がるケントゥリアの手首も、長大な腕も、きれいに消え失せた。

「申し訳ない、征継どの」

「なに。俺たちの方こそ、約束もなしに皇城まで乗りこんできた無礼者だ。この程度のじゃれ合いなら、いつでもつきあうぞ。ただ」

　征継の方も赤紫色の巨腕を消した。

「個人的には、衛将軍と戦場でやり合うのは御免こうむりたいがな」

「…………」

　さりげなく目をそらした交渉相手へ、さらに言う。

「内うち輪わ揉もめはあとからでもできると思わないか？　女じよ皇おう陛下と志緒理殿下が手を取り合い、新たな体制を皇こう国こく日本に築き――外からの邪魔者を追い出したあとでも。もし衛将軍が己おのれの栄達にこだわるのだとしても、その辺をかたづけてからでも遅くはないだろう」

　征継たち皇女一派と、女皇と、衛青将軍。

　たがいの力を認め合い、譲るべきところは譲り合って共闘すべし。

　自分たちの最終目標は隣国の大だい元げん帥すいという〝共通の敵〟に勝利することなのだから――それまではせいぜい、おたがいを利用し合えばいい。

　戦乱の世をしぶとく生きた宿将らしく、征継は提案した。

　しかし、衛青将軍の苦笑いが返ってきた。

「わたしも外から来た邪魔者、追い出されるべき立場ですよ」

「なに。打算交じりでも私心抜きでも、俺たちと共に戦ってくれる実力者なら大歓迎だ」

「…………」

　今度は、返答はなかった。だが、復活者リザレクト・衛青は拒絶も失笑もしない。もっとべつの角度から迫れば、あるいは――。

　かすかな手て応ごたえを感じて、征継が口を開きかけたとき。

「言っておあげなさい、衛将軍。そのような申し出、言語道断だと」

　がちゃりと会議室の重いドアが開き、ずかずかと少女が入ってきた。

　上品な紺色のドレスを着た――女皇照てる姫ひめその人である。いつのまにかドアの外まで来て、話を立ち聞きしていたらしい。

「志緒理さまと手を取り合うつもりなど、わたくしにはございません！」

「陛下」

「橘たちばな将軍と東海道総そう督とくを捕らえ、志緒理さまに伝えるのです。すぐに降伏しなければ、この者たちの命はないと」

「お言葉ですが、征継どのと秋ヶ瀬総督は一騎当千の勇者」

　興奮する照姫へ、衛青は淡々と訴えた。

「おふたりが所有される霊刀の武勲、レギオンさえも斬り伏せるほどです。衛青ひとりの力では、とても拘束などできますまい」

　衛青自身の武勇も征継とそう見劣りしない。直前のやりとりからも明らかだった。だが遠回しに命令を拒こばもうとしている。きっと彼はわかっているのだ。

　大国主命が復活し、志緒理の願いを聞き入れた以上、もはや問題のポイントが衛青と橘征継の武力くらべではないことに。

　女皇派と皇女志緒理派。

　両陣営の勝敗を分かつであろう最大のポイントは――

「ならば将まさ門かどさまと、直属の七名を呼びもどせばようございます！」

「……それはなりません、陛下」

　衛青将軍は一瞬だけ口ごもってから、すぐに答えた。

「志緒理殿下との間に無用な禍か根こんを残すことは、決して得策ではないかと。皇国日本の未来にとっても、女皇陛下ご自身のためにも……」

「あなたはなぜ、そこまで志緒理さまを恐れるのですか!?」

　そこまで言って、女皇はハッとした。

　気づいたのだろう。そもそも己と平将門に隙すきがあったからこそ、皇女志緒理に零式のコントロールを半分近くも持っていかれたのだと。

　隙とはつまり油断であり、霊力の未熟さ。

　なにより覚悟の甘さである。

（自分で気づくとは、思っていたよりも聡そう明めいだが……）

　征継はひそかにひとりごちる。

　そして、ふたりの皇こう姫きにそこまで〝能力差〟があるならば――

　聖獣・大国主命と大だい怨おん霊りよう・平たいらの将門がそろい踏みした東京のどまんなかで勝負を挑むなど、それこそ言語道断だった。

　女皇照姫の持つ《平将門》というアドバンテージ、逆に利用されるだけなのだから。

（正面衝突すれば、俺たちの勝ちは決まりだからな）

　しかし、征継たちにそうするつもりはない。

　皇女志緒理の見据える先は『皇国日本の天下を取ったあと』なのである。

　だから女皇との頂上決戦、征継たちは〝最小限のダメージ〟で是非とも切り抜けたい。そのことを衛青将軍はわかっている。

　だが、当の女皇照姫は――

　両肩をわなわなと震わせていた。

　屈くつ辱じよくゆえだ。眉み間けんのしわがおそろしく険けわしい。敗北を認めたくないのだろう。もしかしたら怒鳴りちらして、怒りを発散させたいのかもしれない。そうしないのは日本国女皇としてのプライドゆえか……。

　そして。

　ぼそりと照姫はささやいた。

「わたくしは負けません」

　暗い瞳であった。

　深しん淵えんの闇にも似た黒さが日本国女皇の双そう眸ぼうに広がっていた。

　他者だけでなく、自分自身へ怒りを燃やす者特有の激情がかいま見える。

　また驚くべきことに――征継、さらに秋ヶ瀬立夏と衛青将軍までもがまっすぐ女皇照姫を見つめ、次の言葉を待ってしまっていた。

　女皇の怒りと意志がこれだけの猛者もさたちを呑のみこんだのである。

「皇国の女皇がいかほどの権威を持つか、おまえたちに見せてあげましょう。ここで待っていなさい」

　くるりときびすを返し、照姫が会議室を出ていく。

　迷いのない足取りだった。力強い。こちらを振り返りもしない。すかさず追いかけようとしたのは、皇国の女騎士である立夏だった。

「お待ちください、女皇陛――うっ!?」

　さっと駆け出した直後、立夏が何かに突き飛ばされた。

　真うしろにふっとび、尻もちをついてしまう。見えない壁に激突したかのようだ。征継と衛青はそろって、女騎士侯に駆けよろうとしたのだが。
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　復活者リザレクトふたり、どちらも微動だにできない。

「ん!?」

「これは……!?」

　不可視の力――念力によって、全身が押さえこまれていた。

　見れば、去っていく女皇照姫の背後に、いつのまにか軍人が付きしたがっていた。カーキ色の軍服は大日本帝國陸軍のそれだ。

　銘刀・孫まご六ろく兼かね元もとを腰のベルトにつるし、マントを羽織っている。

　帝都の大怨霊にして念導神格イフリート《平将門》。征継たちの追跡を魔人は念力で封じこみ、ふたたび日本国女皇のそばに帰ってきたのである。




「勝つのはわたくしの方です」

　はっきりと照姫は宣言した。

　皇城の庭園を己自身の足で歩き、突っ切りながらである。

　頭上では夜の星々がまたたくだけではない。レギオン零式同士による同士討ちが佳か境きようを迎えつつあった。

　すでに真夜中だった。もうすぐ日付も変わる。

　照姫はたくさんの女によ官かんにかしずかれて生きてきた。いつもなら、とっくに就寝している時間帯だ。寝ね床どこを抜け出すなど、一度もしたことはない。

　しかし、この程度の『初めて』、もう冒険でも何でもなかった。

　今、自分が為すべきことは――

「兵を集めます」

　己と、背後に付きしたがう近衛このえ大将への言葉であった。

　零式が同じ零式に向けて銃じゆう槍そうを撃ち、刃やいばを突き刺す空中――。そこにもう巨大な平将門の幻像イメージは存在しない。彼は照姫のそばにいる。

「志緒理さまがあの零式どもを奪いたいのなら、恵んであげましょう。わたくしと将門さまには――まだ、べつの当てがございます」

　女皇として生まれてから、一四年が過ぎた。その間に照姫は怒りとプライド、憎悪と呪じゆ詛そ、劣等感と心のゆがみをすこしずつたくわえていった。

　魔人・平将門の加護を得てからは、己への自信と高こう揚よう感も手に入れた。

　だが今夜、初めて手にしたものがある。誰かに勝ちたいと心の底から欲ほつする気持ち。闘志であった。

「あの方を必ず、わたくしの足下に跪ひざまずかせてさしあげます」

　これは志緒理が仕掛けてきた戦いなのだ。

　絶対に負けたくない。その想いが照姫を突き動かしていた。そして、心は激しく昂たかぶりながらも、思考は冷ややかに研ぎすまされていく――。

　奇妙だった。

　体が熱い。女皇の玉ぎよく体たいに宿る神秘力がかつてないほどに高まっている。

　それでいながら、そのパワーを自分は必ず制御できる。今の照姫には確信があった。

「往いきましょう、将門さま」

　ゆっくりと、女皇にふさわしい威厳を持って、歩き出す。

　とりあえず行き先は外だった。皇城の外へ。女皇照姫はついに、自みずからの意志で大きな一歩を踏み出したのである。
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　ユリウス・カエサルの畿き内ない遠征。

　その開始前、総司令官であるローマの国こく父ふは衛えい青せい将軍に命じた。まずは東とう山ざん道どう将しよう家けへ向かい、州都である岐ぎ阜ふ市に入れと。

　橘たちばな征まさ継つぐ・衛青の二将軍は命令の意図をすぐさま察したものだ。

『今年一〇月の開戦時、東山道将家は維い新しん同盟と――内通していた疑ぎ惑わくが濃い。わたしが東山道方面に赴おもむくことで、その再発を牽けん制せいするのですね』

『そして衛将軍は、岐阜経由で畿内領内なり名古屋へ侵攻するわけか』

　岐阜――。

　畿内地方の滋賀県とも、東海道の州都・名古屋にも近い。

　そして、東海道地方の駿河するがより西は依い然ぜんとして維新同盟の勢力圏なのだ。

　特に名古屋は、京都に次ぐ敵の一大拠きよ点てんであった。大英帝国の女王騎士が一〇名前後も常じよう駐ちゆうしているのである。

　東山道と名古屋の双方を牽制する。それが衛青将軍の大役だったのだが。

　彼は唐突に、岐阜市より出しゆつ奔ぽんしてしまった。

　しかし、その意味を悟られる前に――カエサルは岐阜城の東山道総そう督とくへ〝やり手〟の使節を送り、とある緊急要請を承しよう諾だくさせた。

　家か中ちゆうの騎き士し侯こうを総動員して、レギオン〝神かむ威い〟を七〇〇騎、名古屋方面へ出陣させよと。

　もちろん、彼らに衛青将軍の完璧な代役など期待できない。だからカエサルは時間を無駄にせず、稲妻のごとく動いた。




「意外と早く、白旗を揚あげたもんですねえ」

　参さん謀ぼう、アレクシス・ヤンはのんびりと言った。

　一二月二五日の二三時頃だった。京都府宇う治じ市、宇治川のほとりである。ここに野戦陣地を築いていた。

　槇まき尾お山さんの山頂に設けられた『宇治川鎮ちん守じゆ府ふ』を攻撃中なのである。

　……のちに彼らは報告を受ける。

　これと同じ頃、皇こう都と東京では聖獣・大おお国くに主ぬしの命みことが復活し、零れい式しき同士による仲間割れがはじまっていたと。しかし、ついに津つ城じようと伊い賀が上うえ野のの両鎮守府を経由して京都に攻め入ったカエサル指揮下の軍団は――

　今まさに、降伏の申し出を受けたばかりであった。

「向こうを指揮するのは畿内総督・出海いずみ典てん膳ぜん……日本の将来を憂うれうあまり挙兵までした《維新同盟》の総大将その人。しかも、日本国内にローマ人は立ち入るまじ、実力を以もつて排除せよ～なんて鼻息の荒かった御ご仁じんだってのに」

　ヤン参謀はのんきにつぶやいた。

「開戦から、たったの三時間でもう降参ですからね」

　宇治川鎮守府は、京都と奈良のおおむね中間に位置している。

　ここを抜けると京都周辺の山間部を抜け、市街地に入るという要よう衝しようであった。いわば『最後の砦とりで』である。ここでカエサルの進撃をせき止めるべく、畿内総督が自みずから兵とレギオンを直ちよく率そくしていたわけなのだ。

「まさに拍ひよう子し抜ぬけというやつだな」

　さすがの大だい元げん帥すいカエサルも苦笑いをした。

　河原に仮設テントをいくつか張って、折りたたみ式の机をならべている。資料やノートパソコンなどと共に、大勢のローマ軍士官が戦況を見守っていたのだ。

　そして、カエサルは糧りよう秣まつの缶詰めを開けたばかりであった。

　オイルサーディンとすこしかわいたバゲット、炭酸水で割った赤ワインという粗末な晩ばん餐さんをはじめるところだったのだ。

「こちらも早々にけりをつけるつもりではいたが、それでも一晩はかける予定だった。こんなことなら、京都市内で祝勝会の店を予約しておけばよかったぞ！」

　ローマ軍陣地の二キロほど先の高台に、敵鎮守府はある。

　上空には念導神格イフリート《朱す雀ざく》の幻像イメージが降こう臨りんしていた。当然、鎮守府のまわりは念ねん障しよう壁へきのオーラでおおわれている。

　そこに銃撃を加えるのは、空中で壁状陣形を組んだケントゥリア八〇〇騎。全てカエサルが自ら召集した。

　ヒュン！　ヒュン！　ヒュン！　ヒュン！　ヒュン！　ヒュン！

　八〇〇もの銃口より、熱線と独特の射出音が放たれる。

　その苛か烈れつな斉射にさらされて、見えざる念力の壁は限界を迎えつつあった。無色無形ながらも陽炎かげろうのように空気を揺らめかすことで自己主張していた壁――その揺れ具合が今までよりも激しくなり、暴風にもてあそばれるカーテンさながらだった。

　念障壁が崩壊する前兆である。

　キェェェェェェェェエエエエエエエエエッ！

　念導神格イフリート《朱雀》――翼長七〇メートル級の鳳ほう凰おうが必死に叫んだ。障壁の揺れ具合がすこし落ち着いた。念力を振りしぼり、どうにか立てなおしたのだ。

「維新のみなさん、混乱してますね」

　ヤン参謀が冷静に言った。

　敵鎮守府の念障壁がわずかに開き、皇こう国こく日本のレギオン〝神威〟が六〇〇騎、外に出てきたのである。飛行はせず、歩行している。

　正四角形型に密集していた。方陣という。地上での防御力が最も高いとされる。

　その最前列にならぶ神威が銃じゆう槍そうを撃ちまくっている。目の前のケントゥリア軍団に特攻でも仕掛けるつもりか。

「総大将の畿内総督はとっくに降伏宣言を管くだ狐ぎつねで送ってきたのに、『死なばもろとも』で最さい期ごの一ひと太た刀ちを加えようって連中がいますよ」

「指揮官の意図が配下にしっかり伝わっていないんだろう。それか、一部の騎き士し侯こうがプライドにまかせて暴走したか。いずれにせよ、統率力不足だな」

　カエサルはどうでもよさそうに言った。

　実際、もう戦況を検分しようともせずに、夜食のバゲットにナイフで切れ目を入れて、オイルサーディンをはさみはじめた。即席サンドイッチを作るつもりなのだ。

「適当にいなしておけばいい。直じきに向こうも落ち着く」

「同感です。結局、温存しておいた兵には手をつけないまま、片がつきそうですよ」

　実は二〇キロ後方に、五〇〇騎をさらに待機させていた。

　いつでも投入できる予備戦力だった。サーディンサンドをかじってから、カエサルはにやりと笑う。

「畿内総督どのがもうろくしてくれたおかげ、かな？」

　維新同盟の盟主にして畿内総督、出海典膳。

　六〇代なかばだという彼と、カエサルは面識がある。

「前から口先ばかり威い勢せいがよくて、声が大きい以外の取とり柄えはない男だったがね」

「はいはい。無能なくせにいばりんぼうで目立ちたがりっていう、最悪の役やく満まんみたいな御方でしたからねえ。オレとしては、むしろ大英帝国の連中に感心してますよ。こんな男を今までよくコントロールしていたなと」

　軽口めいた口調ながら、ヤン参謀のコメントは容よう赦しやがなかった。

「ここ宇治川で、ようやくボロが出ましたけど」

「もしかしたら――魔法が解けたのかもしれないぞ」

　野戦陣地での夜食に、うすめた赤ワインを用意していた。

　それを半分飲み干して、カエサルは新しいワインをつぎたした。十分濃くした一杯に軽く口をつけてから、ぼそりと言う。

「すこし前に情報部の連中が小話を拾ってきただろう？」

「ああ。例のおとぎ話ですか。大英帝国の魔女伝説、騎士をたぶらかす魔ま性しようの美び姫きがとんでもなく長生きしているっていう――」

　胡う散さんくさげにヤン参謀は相づちを打った。

「殺しのライセンスを持つ伝説のスパイよろしく、国家間の情報戦で何十年も暗躍しつづけるプリンセスなんて、本当にいるんですかねえ」

「いると思う方が断然、人生はおもしろくなる。是非お目にかかってみたいね」

　ウインクまでして、生きつ粋すいの遊び人カエサルは言い切る。

「ついでに、恋の火遊びもいっしょに楽しんでみたいものだ」

「で、エジプトの女王さまのときみたいに」

　余裕の大元帥に対して、軍人らしくない口調の参謀は手厳しい。

「その恋人のせいで要いらぬトラブルをかかえこんじまうわけですか」

「おいおい。これでも、私の今こん世せいでの目標は『同じあやまちを二度と繰りかえさない』なんだぞ。個人的には、なかなか上手うまくいってると自負している」

「だといいんですけどねえ……」

「それより君、親愛なる参謀どの。天てん王のう山ざんの方から報告が来ているんじゃないのか？　われわれ――京都の東を攻めた側が苦戦しなかった〝真の理由〟のことで」

　十数分前、この陣中に一匹の子犬が瞬間転移してきた。

　東方ローマ軍が伝令のやりとりにつかう随ずい獣じゆうカニス・ミノールだった。白い柴犬に似た犬型随獣の頭に手を当てて、ヤン参謀は情報を受け取っていたのである。

　それを見ていたカエサルからの催さい促そくだった。

「そうでした。そいつを報告しにきたんですよ。京都の東、ここ宇治川での戦いはわれわれカエサル軍団の快勝に終わりそうですが……南の天王山鎮守府を攻めた戦友諸君、ずいぶんとてこずっています」

「大英帝国の騎士たちがあちらに集中していたのだからな」

　参謀からの報告を受けて、カエサルは肩をすくめた。

「ウォンにハーベイ、チャン、サーマート……一線級の騎士侯は全部あちらにまわしたとはいえ、まあ仕方ない。例の『紅あかいクルセイド』が出てきたんだろう？」

「はい。リチャード一世の専用レギオンですね」

「やれやれ。やはり衛青将軍の抜けた穴は厳しいな」

「それは言わない約束っスよ」

　ヤン参謀は念導術を使った。

　伝令文、地図、記録画像などが空中に投影される。

　そのひとつに真しん紅くの軍勢が映っていた。英国標準のレギオン〝クルセイド〟よりもひとまわり体格が大きい。

　獅し子しに仕つかえる聖騎士〝エスカリブール〟一〇〇〇騎である。

　映像記録のなかで彼らは空中に集結し、壁状陣形を組んでいた。

　白銀のローマ兵ケントゥリアたちが銃槍の刃やいばを突き刺すべく突撃と波は状じよう攻撃を繰りかえしても、逆に一斉掃射で突き放し、巨大な巌いわおのごとき障しよう碍がいとなっている。

　ヤン参謀はさらに付け足す。

「京都市中の間かん諜ちようと、斥せつ候こうに出した随獣部隊からも報告ありです」

「どんな内容だ？」

「大英帝国軍の地上部隊とクルセイド約三〇〇騎が――京都を進発しました。名めい神しん高速道を使い、大阪方面に移動中だそうで……」

　英国軍は、主力である女王騎士の大半を名古屋に置いている。京都から東へ進んで、そちらに合流したいはずだ。

　だが、途中でカエサル直属軍団、伊賀上野に残したローマ軍、木き曽そ川がわ沿いに布陣させた東山道州軍などと衝突することになりかねない。主要道路もところどころ爆破ないし封ふう鎖ささせたので、地上部隊が選べるルートもかぎられてくる。

　あえて大阪方面への退避を選んだのだろう。

「神こう戸べ港に出て、英国艦隊との合流を図るんですかね？」

「そう見るべきだろうな。英国軍のクルセイドと女王騎士は、こちらの戦闘に誰ひとりとして参加していない。彼らの上は畿内将家をもう見かぎったわけだ」

「たしかに。最初から予定していたとしか思えないほど、いい退ひきっぷりです」

「で、リチャード一世が最後尾を守り、追撃にふたをしたと。残念だ。うわさの獅し子し心しん王おうと手合わせしてみたかったのだがねえ」

　慨がい嘆たんするローマの大元帥へ、忠義第一ならざる参謀は言う。

「今から天王山に向かえば、十分間に合いますよ？」

「それもおもしろい選択肢だが、今は勝者として京都市中に乗りこむべきだな。畿内将家と維新同盟のもろもろを制圧するという大役、ユリウス・カエサル以外の者にはなかなかむずかしいはずだ」

「ま、その方がいいでしょうね。こちらの総大将である元帥閣かつ下かがリチャード一世に返り討ちにされたら、とんでもない大おお事ごとになります」

　建国の父にして史上屈くつ指しの大英雄へ、この言いぐさ。

　ヤン参謀自身の奔ほん放ぽうさというより、部下に自由な発言を許すカエサル軍団の気風がよく現れた瞬間だった。

　そのようにせよと配下を薫くん陶とうしてきた英雄は苦い顔で言った。

「……君。ここは私の勝利を信じていると熱く訴えながらも、カエサルの冷静な判断に心からの賛さん辞じを口にすべき場面だぞ」

「いやあ。『禿はげの女たらし』より『獅子心王』の方が断然強そうですし」

「む」

「それに、そろそろ使い時だと――オレも思いますよ。例の名無しの君、舞まい鶴づる鎮守府への攻撃にも参加しないで、余裕のお昼寝を満まん喫きつしていたんでしょう？」

　東シナ海に浮かぶ人工島・蓬ほう萊らい。

　その基地より、カエサルは増援の艦隊を呼びよせた。

　ガレオン級戦闘艦を二隻も擁ようするローマ軍団だ。今日の夕方から舞鶴鎮守府――京都府の日本海側に位置する大軍港へ、攻撃をはじめていた。

　同じタイミングで京都を攻めるカエサルの援護であった。

　この戦闘は深夜となった今も継続中だ。そして〝秘蔵の切り札〟はまったくの不参加を決めこんでいるらしい……。

「なかなか変わった男と、言うべきなのだろうな」

　カエサルはにやりと笑った。

　自分自身もそうであるため、奇人の類たぐいに寛容なのだ。

「実は一時間ほど前、舞鶴へ指令を送ったんだ。猟犬に獅子狩りをまかせよと。だが、当の猟犬どのはこう返事したそうだ。『まだすこし早い』」

「総大将閣下に注文をつけるたあ、ずいぶんな図太さですねえ」

「そろそろいい頃合いかもしれん。もう一度、伝令を頼む」

「仰おおせのままに」

　わざとらしい仰ぎよう々ぎようしさでヤン参謀は受じゆ諾だくした。

　向こうのローマ軍は、舞鶴港を若わか狭さ湾から攻めている段階だ。

　舞鶴鎮守府の水すい霊れい殿でんはまだ使えない。だが、あちらには流りゆう体たい炉ろを搭載したガレオン級の艦が三隻もある。

　そこを拠点に出撃すれば、騎力の半分程度はレギオンを召集できる。

　うわさのネモ将軍が騎力一〇〇〇を超える騎士侯なら、すくなくとも五〇〇騎以上は動員できる計算だ――。

　ヤン参謀はぼそりとつぶやいた。

「それにしても、京都を長く本拠地にしていた畿内将家が『宇治川の戦い』でとどめを刺されるなんて、皮肉なもんですね」

「どういう意味だ、それは？」

「昔、京都を一時占領した木き曽そ義よし仲なかって武将が宇治川で敗れて、都落ちしたんですよ」

　長く日本エリアを担当してきたおかげで、アレクシス・ヤンは日本語のみならず日本史にも精通しているのである。
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　勇猛果か敢かんなる獅し子し心しん王おう、リチャード一世。

　その得意分野はまちがいなく『攻撃』であり、さらに言えば『猛攻・突撃』こそをこよなく愛する人間性である。彼を知る人々は誰も異論を唱えないだろう。

　しかし、どんな人間にも二面性はある。

　豪快一辺倒に見えるリチャード一世の場合、特にそれが顕けん著ちよであった。

　戦場往おう来らいを繰りかえす荒々しい猛将ながらも、彼は芸術をこよなく愛する大貴族で、その方面の才能もゆたかだった。意外なほど洗練された大富豪の粋すい人じんでもある。

　そして、武将としても――

　実はこれで、必要なときはいくらでも『防御戦の名手』となれるのである。




「リチャード、陛下」

「なんだ、妖精よ？」

　英国の獅子心王は左肩に乗る人形へ、横おう柄へいに言った。

　白き翼竜を駆って、京都の夜空を飛んでいた。出撃時の一〇〇〇騎から六八〇騎にまで数を減らしたエスカリブールの軍団と共に、大阪方面へと飛行中だった。

　そのリチャードの肩に、精霊モリガンの〝子機〟がいた。

「さきほども、申告しましたが、お耳に入っていなかったようなので、もう一度」

　ふたたびモリガンは言った。

　身の丈たけ三〇センチ。戦場に連れ出すための極小サイズ。身につける海兵セーラー服までコンパクトな少女人形が英国王の逞たくましい肩に腰かけていた。

「モリガンの本体、念導神格イフリート《モルガン・ル・フェイ》が現在、皇こう都と東京で、全力稼か働どうを行っております。そのため、分身である当機のパフォーマンスが……いちじるしく低下中です。ご注意、ください」

「ふん。その程度のことか」

　気にもかけず、リチャードは切り捨てた。

「おまえの裁量で適当に、よきにはからえ」

「御ぎよ、意い」

　この問題人物の荒々しさ／大おお雑ざつ把ぱさにもとっくに慣れている。

　精霊モリガンは淡々と答えた。しかし、つい数分前まで、どこまでも攻撃的であるはずのリチャード獅子心王は――みごとなほど巧たくみに防御戦を指揮していた。

　……京都市内を流れる桂かつら川がわ、宇う治じ川がわ、木き津づ川がわ。

　これら三つの河川が合流して淀よど川がわとなり、大阪湾に流れこむ。

　その合流地点のほとりに天てん王のう山ざん鎮ちん守じゆ府ふは位置する。ここに南からローマ軍レギオン、合計八〇〇騎が攻めよせてきたのである。

　天王山を押さえられると、大阪方面への移動が困難になる。

　そして、畿き内ない領内の大英帝国軍は京都を見捨て、神こう戸べ港への移動をはじめていた。

　彼らをつつがなく逃がすために、リチャードとその近衛このえ軍団が天王山に残り、押しよせてきたローマ軍団を迎え撃った――。

　リチャードは念ねん障しよう壁へきに立てこもることを是ぜとしなかった。

「それでは兵たちを守れぬ！」

　騎士道浪ろ漫まんにみちみちた宣言をして、鎮守府の外に出た。

　リチャードは淀川の上空にて壁状陣形を構築。ただし、これに参加するのは指揮下一〇〇〇騎の半数以下、四〇〇騎だけだった。

　残り六〇〇騎は、別働隊として運用した。

　数のすくない壁状陣形でローマ軍団の主力をひきつけつつ、別働隊は淀川――大阪を代表する大河の水中にひそみ、上空で戦う敵軍へ攻撃を仕掛ける。

　無防備な下方、足下からの奇襲。

　これが功を奏して、リチャード軍は次々と痛つう打だをあたえたのである。

　損そん耗もうの激しいローマ側は一時退却した。

　この戦闘の間にも、京都に駐ちゆう留りゆうしていた英国軍の地上部隊は名めい神しん高速道によって大阪方面へ逃れていった。

　クルセイド約七〇〇騎と騎き士し侯こう七名も地上部隊の真上を飛んで、同行している。

　獅子心王の役割は、彼らをなるべく無傷で神戸まで動かすことであった。

「妖精よ、地図を出せ。うむ。われらは万博記念公園とやらの上に陣を敷きなおし、ふたたび追撃に来たローマ軍を迎え撃つぞ」

　モリガンが虚こ空くうに投射した京都・大阪地図。

　その一点を指さして、獅子心王は宣言する。かつての英国王が体を張って、友軍の後退をサポートしているのだ。壊滅的ダメージを受けての潰かい走そうではなく、あくまで整然たる撤てつ退たいを実現させるために。

　そして、十数分後。

　エスカリブールの軍団と共に、万博記念公園の上空まで移動してきた。

　京都からの追撃をここで断ち切るべく、壁状陣形を組みあげたリチャード一世の肩で、モリガンの小型人形はつぶやいた。

「正直に、言って、意外です」

「何がだ？」

「い、え。獅子の異名を持つほど勇猛果敢なリチャード陛下が、ここまで、防御と撤退に長たけておられるとは」

「ふん。十字軍などで苦戦を重ねれば、いやでも身につく」

　賞賛されて、リチャードは不機嫌に言った。

　十字軍という単語に『なぜ？』と精霊モリガンは首をかしげ、英国軍のデータベースを検索してみて、「なる……ほど」と納得した。

　時は一二世紀の後半。

　欧おう州しゆうをはなれて、遥はるかエルサレムにまで攻め入った第三次十字軍。

　敵勢力圏の奥深くを行軍する以上、いつ奇襲を受けても不思議ではない。そこは砂漠のまっただなかであり、常に炎暑と水不足がつきまとう。そのうえ、甲かつ冑ちゆうの騎士を主戦力とする十字軍側には重武装の傾向があった。

　対して、イスラムの戦士たちは比較的軽装である。

　革製の鎧よろいや、丈夫な衣服にうすい金属板をはりつけた鎧などで身軽に動きまわり、弓矢と火のあつかいにも長けている。

　矢の雨と火か計けいによる夜襲は日常茶飯事であった。

　そのような敵へ対処を重ねた戦歴こそが、獅子心王を成長させたのだろう。

「陛、下。新たに接近する敵軍団、あり」

「ふっ。余の騎士たちを相手に、決闘を挑むつもりか」

「い……え」

　モリガンが周辺地図を投射した。

　太陽の塔を有する万博記念公園に、リチャード軍を意味する紅あかい光点がある。

　その斜め左下に地上部隊を示す白い光点。名神高速道に沿って、南西に移動中だった。そして、こちらの部隊めがけて――

　北の方角より、黒い光点がかなりの高速で接近しつつある。

　最短距離で獲え物ものに襲いかかろうとでもいうのか。直線的すぎるほどまっすぐなルートで地上部隊にぐんぐん迫っている……！

「偵てい察さつに出した翼竜部隊より、報告が、届きました。敵軍、ケントゥリア型特殊レギオン、五〇〇騎。一〇分以内に……地上部隊を捕捉するものと思われます」

「特殊型が五〇〇も、だと？　新たなる英えい傑けつが参戦したとでもいうのか？」

　真しん紅くの聖騎士エスカリブール、橘たちばな征まさ継つぐの兼かね定さだなど。

　特殊形状のレギオンをひきいる騎き士し侯こうは、復活者リザレクトであることがすくなくない。しかも兵数は五〇〇騎超え。おそらく、まちがいない――。

　撤退戦のさなかでありながら、リチャードは期待に胸を震わせた。

　だが、大敵との遭遇を予感した直後。

「画像を、出します」

「……ほう」

　念導精霊ジーニーの投射したそれを見て、騎士道の申し子は落らく胆たんした。

「地味だな。しかも貧相ですらある。そうは思わぬか？」

「モリガン個人の感想は、公表を、ひかえます」

　画像のなかで、灰色のケントゥリア型が飛ひ翔しようしていた。

　東方ローマ帝国のレギオンは本来、美しい白銀の装甲を持つ。しかし、これは曇どん天てんの空を思わせる――くすんだ灰色だった。

　おまけに装甲が通常型よりもすくない。装甲板が四割ほど省略してある。

　表情にも心なしか覇は気きがなく、疲れ気味であるかのように見える……。

　こんなレギオンが徒党を組んで、高速飛行している。動きは軽快だが、覇気のなさが災いしてか、強敵にふさわしい勇壮さをまったく感じられない。

　リチャードは怒気を爆発させた。

「このような輩やからが余を無視して、地上部隊を狙っておるのか!?」

「合理的な判断、だと、モリガンには思えます」

「ええい、こざかしい！　王者の威光というものをこの者に思い知らせてくれる！　余の誇る円卓の騎士諸君、エスカリブールよ」

　配下のレギオンへ、リチャードは呼びかけた。

「全軍集結し、最大戦速にて移動を開始せよ。状況如何いかんによっては、敵軍を余の目が捉とらえ次第、突撃を敢かん行こうする。騎士の誉ほまれを示すのだ！」

　ォォォォォォォォォォオオオオオオオオッ！

　オオオオオオオォォォォォォォォォォオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォォオオオオオオオオオオオオオオッ！

　生き残っていたエスカリブールらの猛たけ々だけしい咆ほう哮こうが王命に応こたえた。

　結局、リチャード獅子心王という男の本質が攻撃・突撃にある以上、やはり、そこを永遠に抑えつづけることは不可能なのだ。

　そして、また。

　これはリチャードなりの合理的判断でもあった。

　地上部隊には七〇〇騎ものクルセイドが同行しているとはいえ、それは〝大阪湾を越える際の航海にともなう戦闘〟にそなえて、温存すべき戦力だった。

　また、五〇〇騎もの特殊型をひきいる騎士侯。

　地味・貧相であっても、厄やつ介かいな猛者もさであるかもしれない。やはり勇武ならぶものなき獅子心王が陣頭に立つべきだった。

　ならば、かなりの速度で移動しなければ戦闘開始に間に合わない――。

「東京でエドワードが待っている。急ぐぞ」

　リチャードはつぶやいた。

　同時に、ある種のきなくささもかぎとっていた。

　現実の匂においではない。獅子の本能が感じとっていた。この先にきなくさい何かが待ちかまえていそうな――危機の予兆を。

　あらゆる理屈と定じよう石せきを越えて、勝利をもぎとる〝戦争の天才〟。

　その動物的嗅きゆう覚かくにまかせて、リチャードは指示した。

「妖精よ。戦場となるであろう一帯に、偵察の随ずい獣じゆうどもをできるかぎり集めておけ。役に立つかもしれん」
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「罠わなにかかったか」

　ぼそりと、ネモはつぶやいた。

　名もなき男である。東方ローマ帝国のカエサル元げん帥すいに助すけ太刀だちするため、強行軍で皇こう国こく日本に連れてこられた。

　そして今は命じられたとおり、獅し子し狩りとやらを遂すい行こう中だ。

　赤紫色のコートにズボン、革の長ちよう靴かという軍装に、今夜は毛皮の帽子も加えていた。防寒のためだった。生まれ故郷ほどではないが――

「日本国とやらの冬も、まあまあ冷えるのだな」

　のんきにつぶやきながら、白銀の翼竜を駆っている。

　空中を往いくレギオンの軍勢に同行し、適切な指示を送るためだ。

　ここは大阪府吹すい田た市の空だという。ネモの眼下には無数の光が散らばっている。全て街の明かりであるらしい。

　夜がこうも明るくなることを、今こん世せで初めて知った。

　かつては騎馬で地の果てをめざしたネモ。今は翼竜などという天あま翔かける怪物を駆って、奇妙な戦場にいる。竜の鞍くらには短い弓と矢筒、三〇本の矢をくくりつけてある。

　そして、夜風の寒々しさとは裏腹に――

　戦況は白熱していた。

「ようし。兵どもよ、逃げろ。逃げろ。そうだ。そこから広がれ。広がれ……」

　飛ひ翔しようする翼竜の上から、馬群に声をかけるがごとく指示を出す。

　それによく応こたえ、ケントゥリア型レギオン〝バアトル〟は陣形を完成しつつあった。

　……すこし前、真しん紅くの英国レギオン六八〇騎が急襲してきたのだ。紡ぼう錘すい陣形を組んで、銃じゆう槍そうの熱線を激しく連射しながら。

　それに押し出される形で、ネモ指揮下の五〇〇騎は退ひいた。

　一応、撃ちかえしながらではあるが、焦あせるあまりに陣形を乱してしまい、なんともみじめな後退だった。

　英国勢の熱線によって、次々と灰色のケントゥリアが墜つい落らくしていく。

　だが実のところ――

　ネモの軍団は後退しながら半円『（』の形に広がっていた。

　そのどまんなかを引き裂くべく、紡錘陣形を組んだ英国レギオン〝エスカリブール〟が猛進してくる。すさまじい勢いだ。

　しかし、連戦と高速移動の消しよう耗もうは隠せない。

　紡錘形と化した英国レギオンどもの圧力ははっきり落ちていた。もういなせる。

「いいぞ。広がって――つつみこめ。罠の仕上げだ」

　ネモの軍団が夜空に描いていた灰色の半円。

　その弧の両端がのびて、完全な円『○』を造り出した。そして、円の中心に真紅の敵軍をぐるりと取りこんでしまったのである。

　今までの浮き足立っていた動きは全てうそ、油断を誘うための欺ぎ瞞まんであった。

「撃て」

　ネモは淡々と命じた。敵エスカリブール六五〇騎を円弧で包囲したネモ配下、こちらの生き残りは四〇三騎。ついに大攻勢に転じた。

　三六〇度より熱線の雨を降らせ、紅あきき英国騎士どもをなぶりものにする。

　ォォォォォォォォォォォォォォンッ！

　ォォォォォォォォォォォォォォォォォォンッ！

　ォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォンッ！

　エスカリブールたちが苦痛に哭ないていた。あのなかのどこかに標的だという獅し子し心しん王おうリチャード一世とやらはいるのだろう。

「西方の騎士どもは……やはりちょろいな」

　ネモはひとりごちた。

　罠を成功させるため、いくつもエサを撒まいておいた。

　たとえば、ネモがひきいるケントゥリア型〝バアトル〟は貧相だ。うすよごれているうえに装甲もすくない。しかし軽量になる分、霊れい液えきの消耗も比較的すくないのだ。レギオンのなかでも特に大おお柄がらなエスカリブールとくらべれば尚更だ。

　舞まい鶴づるから丹たん波ばの山々を越えて、バアトルたちは大阪までやってきた。

　そのせいですくなからず疲ひ弊へいしていた。だが、にじみでる疲労の色さえも猪いのしし武む者しやの油断を誘う小道具になる。

　それになにより、ネモの軍団が京都～大阪間に突入したタイミング。

　敵軍が最大戦速を出さねば、仲間の救援に間に合わない。そういう瞬間を見きったうえで、ネモは進撃した。敵将の闘志をあおるためだ。

　あとは血けつ気きに逸はやる敵軍を釣り出し、適当なところで包囲すればいい――。

　現在、四方八方よりレギオン〝バアトル〟四〇〇騎は熱線を撃ちつづけ、英国軍の数を順調に減らしている。

　騎士殺しの罠は、今回も申し分なく機能していた……。

「ん？」

　ネモは眉まゆをひそめた。己おのれの軍勢から四、五キロほど距離を置いて、翼竜一騎だけで飛んでいる彼の数百メートルほど向こうで、何かが光ったことに気づいたのだ。




「陛、下。発見、できました」

「よし。誉ほめてつかわずぞ、妖精よ」

　精霊モリガンの報告に、リチャードは唇を舐なめた。

　獅子心王の軍勢、今まさに追いつめられているところであった。

　貧相きわまりない灰色のケントゥリア型どもを一気に嚙みくだくはずが、逆に包囲されてしまった。エスカリブールたちも霊液をかなり消耗し、飛行速度も落ちていた。そこに集中砲火を浴びせかけられている。

　レギオンのまとう防御結界も、もはやたいして機能していない。

　ガァン！　ガァン！　ガァン！　ガァン！　降りそそぐ熱線を浴びて、数秒ごとに一騎、真紅の騎士が墜落していく。

　リチャードの乗る騎き竜りゆうは、エスカリブールたちが組んだ紡錘陣形の奥深くにいる。

　幸い、まだ安全ではあった。が、それも直じきに失われるだろう。獅子心王の軍勢は早くも四〇〇騎近くにまで数を減らしていた。

　リチャードは吐き捨てた。

「ふん。いつか橘たちばな征まさ継つぐが仕掛けてきた罠に似ているのは故意か偶然か……。まあ、どうでもいい話ではあるが」

　だが、あの罠と同じ匂においをかぎとったからこそ、備えもできた。

「時は来た。敵指揮官の位置を余に教えよ！」

「御ぎよ、意い。一二時の方向、八・二キロ先です。随ずい獣じゆう・浮遊光霊ウイル・オー・ウイスプを案内役として先行させます」

「うむ！」

　リチャードたちの前で、青い光の玉が宙をただよっていた。

　直径一メートルほどの大きさだ。これがふわふわと、ななめ上方へ飛んでいく。意外と高速だった。

　浮遊光霊ウイル・オー・ウイスプ。これでもれっきとした随獣だ。

　主おもに空中の偵てい察さつに使われる。この空域周辺を飛ぶ者、ひそむ者を見つけ出すため、モリガンが念力で呼びあつめたのである。

　おかげで、戦闘の推移をさらに上空から見守る敵指揮官を発見できた――。

「我が騎士たちよ！　汝なんじらに今こそ《獅子の魂クール・ド・リオン》を授ける。余と共に戦場を縦断し、敵将の首をこの手で討ち取ろうぞ！」

　武ぶ勲くん発動――。

　紅き騎士たちを、死をも超越した超戦士に変える秘術。

「全軍突撃！」

　リチャードは号令した。騎竜の脇腹を蹴って、速度も上げさせる。自みずから陣頭に立って、この突撃を成功させる覚悟であった。




「おお。やはり来たか」

　ネモは苦笑いしていた。

　罠猟に成功したものの、獲え物ものの方がそれを喰い破る準備をしていた。その予兆を途中まで察知できなかった結果。

　リチャード軍の反撃開始を許してしまった。

　ネモ指揮下のレギオン〝バアトル〟によって包囲され、そのうえ集中砲火を浴びせかけられていたエスカリブールたち。残り三〇〇騎程度だ。

　彼らは死と熱線を振りまく包囲の円環――その一点めがけて。

　捨て身の突撃をはじめたのである。

　狂ったように銃槍を撃ちまくりながら、包囲のある一点だけに向かって、エスカリブール三〇〇騎は総員で殺到していった。

　まるで、すこし離れたところに砂糖を見つけた蟻ありの群れだった。

　当然、この『蟻どもの先頭』めがけて、包囲する側のバアトルたちは容よう赦しやない一斉射撃を浴びせていった。

　真紅の巨体が熱線で溶ける。つらぬかれる。打ち砕かれる。

　英国レギオンどもはあっというまに穴だらけになった。手足どころか胸や胴を撃ち抜かれた者もいる。頭がふきとんだ者までいる。脇腹も抉えぐられ、心臓に大穴が空あく。ふつうなら死ぬしかないダメージだった。だというのに。

　満まん身しん創そう痍いのエスカリブール三〇〇騎は――誰も動きを止めない。

　それどころかバアトルたちに接近するや否いなや、紅くれないの狂戦士どもは銃槍の刃やいばを振るい、獰どう猛もうに襲いかかっていった！

「兵を不死身に変える……いや。死んでも突撃を続行させるわけか」

　最前線から数キロ離れたところで、ネモはつぶやいた。

　ネモとローマ軍に仕つかえるバアトル約四〇〇騎によって構築された包囲。その一点が今、強引に破られていた。

　そこをまかせたバアトルがことごとく斬殺・刺殺されたからだ。

　致命傷を負いながらもなぜか稼か働どうをつづけるエスカリブールの槍やりさばきによって。

「なんと暑苦しい。これが獅子心王とやらの武勲なのだな」

　ネモはまだ苦笑を浮かべたままだった。

「くれると言われても、オレなら絶対に御免こうむるぞ。こんな疲れそうなもの」

　今世で得た精兵〝バアトル〟による包囲――。

　そこに突破口が開かれた。それを成し遂とげたエスカリブールたちが続々と外に出てくる。本当なら全滅していてもおかしくないというのに。

　そして。

　抜け出した真紅の英国兵どもは、数キロ先にいるネモへと殺到してくる！

　そう。連中は包囲されながらもネモの位置を捜索し、発見に成功していたのだ。この空域に前もって集めておいた偵察随獣の力で。

　以前に聞いた英国軍随獣の名前と特徴、そのひとつを思い出した。

「なんとかウイスプなどと言っていたな」

　現代の者たちなど話にならないほど、ネモの視力は鋭いらしい。

　昼間でも天上にまたたく星の輝きが見えるほどだ。

　その目を以もつてすれば、戦場のあちこちで偵察の目を光らせていた浮遊光霊ウイル・オー・ウイスプどもの輝きにも簡単に気づく――。

　だから警戒していた。今回の獲物、まさか反撃の一手を模も索さくしているのかと。

　だから念のため、呼びよせておいた。

　包囲を構成させていた兵どもから五〇騎ほどを、己の護衛として。

　数キロ離れて戦闘を見守っていたネモのまわりでは、レギオン〝バアトル〟が球状陣形を作り、防護壁となっていた。

　だが、この程度ではリチャード王とやらの特攻を防ぎ切れない……！

「オレも切り札を使わせてもらうか」

　今もどこからか、浮遊光霊ウイル・オー・ウイスプどもが偵察をつづけているはず。

　しかし、ネモはあっさり決断した。真の銘めいを極力隠せなどという要請より、勝利と己の生存の方が――一千倍は重要なのだ！

　ネモは配下の全レギオンめがけて叫んだ。

「聞け、勇者バアトルたちよ！　我が銘めい《神しん箭せんジェベ》のもと、真の姿を天下に示せ！」

　かつて、四匹の駿しゆん馬めと四匹の狗いぬがいた。

　駿馬の役割は大王の意を受けて補佐に励むこと。狗の役割は〝いくさ下手べた〟な大王の代理として、勝利という獲物を嚙みとってくること。

　四し狗くのなかでも特に筆ひつ頭とうとされた第一の将。それこそが己なのである――。




　　　　　　　　　４




「陛、下。敵武装――変化、しました！」

「弓だと!?」

　リチャードとその騎き竜りゆうは自みずから先頭に立って、わずか五〇騎の護衛に守られるのみの敵将めがけて突撃を敢かん行こうしていた。

　満まん身しん創そう痍いながら、エスカリブールは三〇二騎が生きのこっている。

　うち約一〇〇騎と精霊モリガンの小型人形が付き従っており、残りのエスカリブールもリチャードの背中を必死に追いかけていた。

　しかし、その眼前で。

　敵将を守る灰色のケントゥリア型が武装を変えた。

　標準武装である銃じゆう槍そうから『濃い飴あめ色の弓』へ、一瞬にして早変わりしたのである。

「エドワードの長弓ロングボウと同じ武ぶ勲くんか……！」
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「い、え。あれはむしろ」

　リチャードの肩で、モリガンが言いかけたとき。

　敵将を守る灰色の五〇騎が射撃をはじめた。小振りな弓に青い光の矢をつがえ、射いる。すぐに二の矢をつがえ、射る。射る。射る。射る。射る。

　突撃するリチャード軍団へ、矢の雨が降りそそいできた。

　百発百中だった。外れる矢はひとつとしてなく、必ずエスカリブールの体を射い貫ぬく。それも関節部ばかり――肩や肘ひじ、腰のつぎめ、膝ひざ、足首などをつらぬくのである。

　しかも。

　エスカリブール一騎を七、八本もの矢が串くし刺ざしにしていった。

　ォォォォォォォォオオオオオオオオンッ！

　ォォォォォォォォォォォオオオオオオオオンッ！

　ォォォォォォォォォォォオオオオオオオオオオオンッ！

　死をも超越した英国の騎士たちが哭ないた。痛みではなく、悔くやしさゆえだった。関節部に青い光の矢が突き刺さったことで、その部位が動かなくなったのだ。腕も満足に振れず、腰も回せず、足の屈伸さえもできない。

　これでは戦うことはおろか、自分で矢を引き抜くことさえできない。

　特に――足首を射貫かれた者は惨みじめだった。レギオンの飛行を司つかさどる部位は足首から下なのである。足裏から飛ひ翔しよう力りよくを放出し、天あま翔かけるのだ。ここが機能しなくなったエスカリブールは戦闘力を残したまま、むなしく墜つい落らくしていった……。

　悔しさに哭く配下へ、リチャードは一いつ喝かつした。

「うろたえるな、騎士たちよ！　わずか一騎でも敵将のもとにたどりつき、正義の剣を振りおろせばいいだけのことよ！」

「陛、下。後方からも、攻撃が……！」

　モリガンの小型人形が警告した。

　さっき突破したばかりの敵ケントゥリア型による包囲――これを構成していた敵兵がすみやかに陣形を組みなおしていた。

　半円『）』の形で、ふたたびリチャード軍を半包囲しにかかっていた。

　そして、こちらのケントゥリア型も武装を『濃い飴色の弓』に変えていた。青い光の矢による斉射がはじまった。後方から降りそそぐ矢の雨も、エスカリブールたちの関節部を次々と射貫き、作動不能に追いこんでいった。

「ちっ！　あとすこしで彼か奴やつに剣がとどくというのに！」

　わずか五〇騎のケントゥリア型に守られた敵将めがけて、リチャードとその軍団は必死必殺の突撃を敢行していたわけだが。

　もともと三〇〇騎いたエスカリブール、もう九七騎しか稼か働どうしていない。

　だが、それでも獅し子し心しん王おうと共に矢の雨が降る空を突き進み、ついに敵将まであと七、八〇〇メートルという距離にまで接近していた。

　リチャードの肩でモリガンが叫ぶ。

「敵……指揮官の映像、出します！」

「おお！」

　空中に投射されたウインドウのなかに大おお柄がらな東洋人がいた。

　白銀の竜にまたがっている。威風堂々ではない。なんとも自然な騎乗ぶりだった。脱力しているとさえ言える。

　いくさ場ではもうすこし猛たけ々だけしくあるべきだと、リチャードには思えた。

　そして――毛皮の帽子をかぶり、膝まである赤紫色のコートをまとう大男は左手に短たん弓きゆうをかまえていた。そこに右手で矢をつがえて、撃ち放つ。

「ぬぅっ！」

　リチャードはとっさに右手を前に突き出した。

　それは本能の導きだった。レギオンと同化する技では間に合わないと。次の刹せつ那な、必殺必中の矢が遥はるか前方から飛んできた。

　前に突き出していた獅子心王の手を、みごと刺しつらぬく！

　鋼鉄の鏃やじりが完全に手のひらから突き出していた。この右手がなければ、矢はおそらくリチャードの心臓に――。ぞっとした瞬間だった。

「きゃああああっ！」

「妖精!?」

　二の矢が飛来し、左肩に乗るモリガンの人形を――貫通していった。

　ちょうど胴体の中心に大穴が空いた格好だ。精密なる自動人形の体内を流れる青い霊れい液えきが鮮血よろしく、宙に飛び散る……。

　リチャードは確信した。

　今の二に矢し、あの大柄な敵将が射たものにちがいあるまいと。

　これだけの距離があるうえに、ここは風の強い空中だ。にもかかわらず、こうも精確無比な射しや技ぎ。リチャードたちを目視した視力も驚異的だ。

「なんという弓の神技よ！」

　戦せん慄りつと共に、今度こそ新たなエスカリブールを召集した。

　真しん紅くの有翼巨兵はうすく透けた半実体として顕けん現げんし、そのシルエットがリチャードと騎竜に重なった。肉体同化の技を使ったのだ。直後に三本目、四本目の矢が飛んできたものの、これはエスカリブールの影がはじき返してくれた。

　右手から引き抜いた矢を放り捨て、リチャードは嘆たん息そくした。

「狙いの正確さは――われらの英国式モード・アングレよりも上のようだな……」

「陛、下」

「おお！　生きていたか、妖精よ!?」

「どう、にか。ただ……肉体操作はもちろん、本体《モルガン・ル・フェイ》との念ねん導どう結合も切、断……。これ以上のサポートは、もう……」

「よい。おまえはもう休んでおれ」

　ぐったりと獅子心王の頭にもたれかかる人形へ、リチャードは言った。勇敢な戦いの果てに斃たおれた者への賞賛を惜しまない。それが騎士たる男の流儀なのである。

「ちっ」

　リチャードは舌打ちした。

「退ひくしかないようだな」

　謎の敵将が放つ矢は防げても、前後より放たれるケントゥリア型レギオンの連射はどうにも防げない。ならば、まだ生きのびる目があるうちに――。

　右手の矢傷がじんじんと痛む。

　だが、撤退を選ばざるを得ない状況の方がさらに痛い。

「陛……下。ひとつだけ、申し上げ、ます……」

「なんだ？」

「あの敵将が使った、弓の武勲……あれも、橘たちばな征まさ継つぐが王子殿プリンスとの戦いで使ったものと、よく似ております……」

「ふむ」

　話に聞く箱はこ根ねでの決戦。黒王子と橘征継の正面衝突。

　そのことを言われて、リチャードは眉をひそめた。が、検討はあとまわしだった。今は退却の時間なのだ。




「やはり獣けものの同類か。ずいぶんと逃げ足が速い」

　無む銘めいの男ネモあらため、名将ジェベはつぶやいた。

「そこはわれらの大ハーンとすこし似ているな。まあ、獅子心王とやらの方がいくさ上手ではあるようだが……」

　真紅の英国レギオンたちを、次々と活動不能に追いこみつつある。

　しかし、まだ全滅させるにはいたっていない。あと一四、五分ほどかかるだろう。その間にすばやく脱出を図るあたりがリチャード王の抜け目なさであった。

　英国王と、その騎竜が戦場を離れていく。

　行き先は地上だった。人の手で造られし光の玉がぶちまけられた大阪市街地に向けて、ひっそりと降下中だ。

　落ちのびる王者の随ずい伴はんは、傷だらけのエスカリブール五騎のみ。

「追う必要はあるまい。あちらの始末は――俺の仕事ではないわけだしな」

　自分はあくまで、狩りの勢せ子こに過ぎない。

　出陣前の取り決めを思い出して、ジェベは残敵の掃討のみに集中することにした。




　一二月二五日が終わろうとしていた。

　まもなく零時となり、イエス・キリストの聖誕祭は終了となる。

　今夜、大阪府中北部の空でリチャード一世は弓使いの軍団に追いつめられ、撤退せざるを得なくなったわけだが。

　その際、体中に矢を受けたエスカリブールがずいぶんと墜落した。

　身の丈たけ八メートル超もの有翼巨兵がかなりの速度で落ちていったのである。地上への激突時に家屋やビルを破壊した者も多い。

　戦闘空域の真下に広がる大阪の市街地は、すくなからぬ被害を受けたわけだが。

　そこを気にする繊細さ、リチャードは持ち合わせていなかった。

　いや、それどころか。翼竜と傷だらけのエスカリブール五騎と共に夜の市街地上空を飛びながら、こんなことを考える。

「戦場の真下にありながら、この程度のことしか街に起きぬとは。今の世の民たみ草くさはずいぶんと楽であろうな」

　リチャード獅子心王、心の底からの本音であった。

　これが中世の欧おう州しゆうであれば、町の破壊には暴行・虐殺・略奪・人さらいに人身売買などが常にセットでついてくるのである。

　尚、人家や繁華街の明かりのおかげで、夜闇もたいして苦にならない。

　だが、落ちのびる身のリチャードはあえて〝明るい街中〟を避けて、市街地ではあっても暗闇が支配する場所へと降り立った。夜陰にまぎれるためだ。

　大阪府内を流れる猪い名な川がわ――。

　その河川敷である。

　サイクリングロードや芝生、グラウンドなどもある。だが、街灯は極端にすくない。都会であっても濃厚な闇が満ちる場所であった。

　リチャードは地上に降りるなり、つぶやいた。

「騎士たちよ、力尽きたか」

　ここまで、獅子心王を守ってきたエスカリブール五騎。

　彼らはことごとく河原に倒れ伏してしまっていた。ぴくりとも動かない。連戦と激闘による霊液消耗、弓の武勲による矢傷でついに限界が来たのだ。

　リチャードは左肩の人形にも声をかけた。

「おまえはどうだ？」

「この、分身は……もう、保もちません」

　胴体に大穴を穿うがたれた精霊モリガンの小型人形、血まみれならぬ青い霊液にまみれて、人間でいう瀕ひん死しの状況であった。

　だが、息も絶え絶えになりながら、モリガンは訴える。

「本来なら、ここで廃棄しても、よいのですが。お願いです。この分身を、東京の本体のもとへ……お持ち帰り、ください」

　もう満足に声も出せない。モリガンはぼそぼそとつづけた。

「弓使いの復活者リザレクト……彼の武勲と《銘》の情報、偵てい察さつの随ずい獣じゆうより、受信しております。が、本体《モルガン・ル・フェイ》への、転送前に、矢を……」

　停止寸前の人形が必死でささやく声に、耳をかたむけていたとき。

　ハッとリチャードは顔を上げた。

　左肩の小型人形を取りあげ、さっきまで騎乗していた翼竜の鞍くらに置く。

　これで身軽になった。レギオンが夜空から降下してくる駆動音に気づいたのだ。その有翼巨兵は一騎だけで、『がしゃり』と大地に着陸した。

「ほう」

　またしてもケントゥリア型だった。

　ただし、今度は派手派手しい黄金色の――。

　こんなレギオンがただ一騎だけで、獅子心王の前にやってきたのである。だが、まだ数騎程度ならエスカリブールを召集できる……！

「余を討つならば、その千倍の兵を連れてこい！　来きたれ騎士たちよ！」

　リチャードは吠ほえた。

　真紅の英国レギオンが二騎、彼の左右に具現化する。

　新たな護衛の双騎士は『ザッ！』と大きく一歩を踏み出し、黄金のケントゥリア型を討ち取るべく銃槍を突き出した、のだが――。

　その瞬間、ケントゥリア型が右手を前にのばした。

　リチャードはさっき矢を止めるため、同じ動作をした。あのときとちがうのは――ケントゥリア型の掌から『蔓つる』が出てきたことだ。

　草木の蔓に酷こく似じしたそれは、毒どく蛇じやさながらに飛びかかってきた！

「む!?」

　気づけば、蔓の先端はリチャードの逞たくましい胸に突き刺さっていた。

　激痛が走る。しかも、その傷口から――何か重要なものが吸いとられている？

　そう。獅子心王の体から吸い出された青い光が蔓をつたって、ケントゥリア型本体へと送られているのだ。

「ぬおおっ!?」

　初めての感覚にリチャードは絶叫した。

　全身から、力という力がぐんぐん抜けていく。

　まちがいない。己の胸筋に突き刺さった蔓――黄金のケントゥリアが右手から出した蔓によって、獅子心王の精気が吸われている！

（こやつ、余の命を吸い出しておるのか!?）

　そう直感して、リチャードは絶句した。

　全身が干ひ涸からびたかのような感覚。胸に突き刺さっていた『蔓』がすっと引き抜かれ、精気の尽きた獅子心王はどうと倒れた。

　うつぶせである。視界は真っ暗だった。

　さらに『ズゥゥゥゥンッ！』『ズゥゥゥゥンッ！』という重低音も二連続で聞こえた。

　左右に現れたエスカリブール二騎がバタバタと倒れたのである。

「許せ、ロンディニウムの王とやら」

　のびやかな青年の声で呼びかけられた。

　まさか黄金のケントゥリア型を召集した騎き士し侯こうなのか？　うつぶせに倒れたリチャードであったが、すぐ近くまで人が近づいてくる気配を感じた。

　どうにか顔と首だけ動かした。

　やってきた人物の姿、地べたより見あげる。

　白色人種の青年であった。黒い巻き毛が印象的だ。すっと鼻筋が通っており、見み目め麗うるわしい美男子にも思える。しかし。

　目元の部分だけだが、仮面で素顔を隠していた。

　なんともあやしい青年は、倒れ伏したリチャードへ声をかける。

「あなたの命をここで終わらせよというのが、我が主あるじカエサルからの指令なのだ。あなたには何の怨えん恨こんもないが、主しゆ命めいである。許せ」

　愚か者、誰が許せるか！

　怒鳴ることさえ、もうできない。地面に突つっ伏ぷしたまま、リチャードは己の――命の火が消えつつあると悟った。一体、何をされたのだろう？

「蛮勇なる戦士よ、さらばだ。汝なんじの魂が安らかに憩いこわんことを祈る」

　ざっ。ざっ。足音が遠ざかっていく。
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　がしゃり。がしゃり。巨大なレギオンが動くとき特有の足音、装甲板が揺れる音、地面が揺れる振動なども、倒れたままリチャードは感じとった。

「あのような輩やからにとどめを刺されるとは……」

　誰からの返事もなかった。

　生けるものはひとりとしてそばにいないのだろう。

　黄金のケントゥリア型とその主も。エスカリブールも。壊れかけていた精霊モリガンの小さな人形も、おそらくはもう活動停止済み――。

　すなわち、獅子心王の最さい期ごを看み取とる者は誰もいないという意味である。

「いや……」

　地面に突っ伏したまま、もう顔すら起こす余力もない。

　だが、リチャードは命令の言葉をどうにかささやくことに成功した。

「竜よ。おまえにあずけた荷物、なんとしてでも友軍のもとに送りとどけよ……」

　ばさり。翼の羽ばたき。

　ここまで獅子心王を運んできてくれた乗じよう騎きが飛び立ったのだ。

　だが、行く末を見とどけることなく、騎士道浪ろ漫まんの申し子は眠りに落ちる。それは決して目覚めることのない、永遠の眠りであった。
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　深夜零時。

　閑かん静せいであるべき時間帯だった。

　だが、今夜の京都にいまだ静寂は訪れていない。市内のあちこちを白銀のケントゥリアが飛びまわっているからだ。

　もちろん一騎だけではない。三騎ずつで小隊を組んでいる。

　こんなチームがなんと二〇〇隊以上も、深夜の京都市内を巡回していた。あえて低空をゆっくり飛行して、威風堂々たる有翼巨兵の雄ゆう姿しを見せつけていた。尚、近隣の大おお津つ市や宇う治じ市、亀かめ岡おか市なども巡回範囲だった。

　全てユリウス・カエサル配下のケントゥリアである。

　混乱いちじるしい京都の治安確保のため――とは建前で、畿き内ない州民に『勝ったのは誰か』を見せつけるためのアピールであった。

　そして、ついに勃ぼつ発ぱつした『畿内将しよう家け、最後の戦い』のせいで眠れぬ夜を過ごしていた京都市民の多くは自宅や避難所の窓より白銀のレギオンが飛ぶ姿を見とどけて、自分たちの領主一族と維い新しん同盟が〝終わった〟ことを実感したのである。

　今はまだレギオンによる示じ威いのみ。

　だが、あと数時間もすれば東方ローマ軍の地上部隊が到着する。

　伊い勢せ湾の沿岸に確保した拠きよ点てん・津つ城じよう鎮ちん守じゆ府ふより、すでに進発済みだった。

「ひとまず今は勝利の余よ韻いんに酔うことにしようか」

　ユリウス・カエサルは総司令官として総そう括かつした。

「維新同盟の解体、畿内将家の責任追及、関西圏の新たな秩序の創設……まあ、めんどうなことは全部明日からだ」

「それはよい考え方だ。オレの好みに合う」

　深くうなずいたのは、新たな客将である。

　リチャード獅し子し心しん王おうを追いつめ、弓の神技を見せつけた名将であった。

　彼らは今、清きよ水みず寺でらにいた。日本人にとっては有名すぎるほどの定番観光地で、高台より京都の夜景を見おろしている――。

　カエサルはにやりと笑った。

「本当なら、宇治川で降伏した畿内総そう督とくどのをここに引き出して、敗将の弁を聞かせてもらうところなのだがね。彼は自殺未み遂すいをしでかして、緊急入院となったらしい。接見は意識が回復したあとになる」

「そうか」

　客将はぼそりと木ぼく訥とつにつぶやくのみ。

　そんな男の名前を、カエサルはついに口にした。

「ネモくん……いや。真の名前はジェベ将軍、だったな」

「そう呼んでもらえるのなら、その方がいいな。名にこだわりなどないつもりであったが、聞きなれない言葉で呼ばれても――己おのれのことだと気づかぬときがあるとわかった。正直、少々めんどうくさい」

　東アジアにおける最大の権力者が相手でも、あくまで飄ひよう々ひよう。

　神しん箭せんジェベなる男の言いぐさに、カエサルはにこやかにうなずいた。

「了解した。公おおやけの場以外では、君の意向に沿うとしよう」

「かたじけない」

「それでジェベ将軍。獅子心王はどうだったかね？」

「王でありながら、あれだけいくさ上手なのだから、たいしたものだ。逃げ足もなかなかの速さだったしな」

「ほう。君をしてそこまで言わしめるとは、リチャード王も隅に置けないな」

　ぼそぼそとしたジェベの返答に、カエサルは軽く驚いた。

「かつて君が仕つかえた主あるじ――成吉思チンギス汗カンは、このユリウス・カエサルやアレクサンドロス大王に匹敵する覇者として、しばしば名前が挙がるという。それほどの英えい傑けつに第一の将として仕えていたのだろう、君は？」

「大ハーンのことか」

　ジェベは軽く受け流した。

「言っておくが、われらが大ハーンなどよりも獅子心王とやらの方が――いくさの腕前はずいぶんと上だったぞ」

「なに？」

「大ハーンも決してへたくそではなかったが……まあ、最上の腕前でもなかったしな」

「そうなのか？」

「ええと。ジェベ将軍のコメント、ちょっと補足しましょう」

　いぶかしむカエサルへ、脇にひかえていたヤン参さん謀ぼうが声をかけた。

「成吉思汗とモンゴル帝国が勝ち取った勝利の規模は人類史上ナンバーワン、ぶっちゃけカエサル公よりも数段上ってレベルです。でも、若かりし頃の成吉思汗ことテムジン族長は結構負けているんですよ。モンゴルの帝国史にも『テムジンは智恵の人であった』みたいに書かれるくらい、武略のことはスルーされてますし」

「そうだったのか。私との比較はすこし余計な気もするが」

「はははは。たぶん地球外戦闘民族でいうところのナッパくらいの戦闘力だったんじゃないですかね。並よりもかなり強いけどベジータにはかなわない、みたいな」

　モンゴル帝国、初代皇帝チンギスカン。

　彼がその地位に就つく前、とあるいくさで愛馬を射い殺ころされた。

　このときの射い手てをのちに家臣として取り立て、『矢』を意味するジェベの名前を贈ったとされる。ジェベはほんの数年で将軍となった。

　以後、常にモンゴル軍の先せん鋒ぽうとして勝利を重ねていったという。

　金きん国こくへの進撃。西せい夏か、西せい遼りようへの遠征。やがて西方へ逃げたホラズム王国のスルタンを討つために追撃隊をひきいて出陣。このときはまさに矢のごとく突き進み、イスラム圏どころか遠くヨーロッパにまで侵略の手をのばした――。

　ヤン参謀はジェベ将軍をちらりと見た。

「で、当時のモンゴルで最強の男はジェベ将軍だった……？」

「さて。オレのことは、自分ではよくわからん。だが、ひとつ付け足しておこう。獅子心王よりも大ハーンの方が――遥はるかに逃げ足が速かった。逃げ方も巧たくみであった。その一点だけでも、王者としての資質は上だと言えよう」

「なるほど」

　名将ジェベの言わんとするところを悟り、カエサルは苦笑した。

　国王が最強の将である必要などない。負けそうなときはさっさと逃げて、国を立てなおせばいいのだ。それこそが王者の責務なのだから。

　おそらく成吉思汗は、そういう割り切りのできる『大人』だったのだろう。

　目立ちたがりのユリウス・カエサルとしては、少々耳が痛い――。

「それでジェベ将軍。君に相手をしてもらった獅子心王を、数カ月前に皇こう国こく日本の武将も打ち負かしている。しかも、今夜の君とよく似た手法で」

「ほう」

「その復活者リザレクト――橘たちばな征まさ継つぐの戦いぶりを知ったときから、実は気になっていたんだ。つい最近ローマ陣営に加わったジェベ将軍の指揮と、すこし似ている……とね」

「不思議ではないだろう。あれはいわば、定じよう石せきだぞ」

　ジェベ将軍はあっさりと言った。

「オレたちが現役だった頃、騎士を名乗る西方の者どもは大体、あの手で引っかけられた。それを知る者はべつにオレだけではない」

「なるほどな」

　どうやら、藤ふじの宮みや志し緒お理りも『最強の狗いぬ』を飼っていたらしい。

　カエサルは疑惑への確証をついに得た思いであった。そんなとき、京都の夜景を見おろせる清水寺の舞台に――一羽の大おお鷲わしが舞い降りてきた。

　鷲型随ずい獣じゆうアクィラである。

　欄らん干かんに降りた大鷲に、ヤン参謀が駆けよる。

「伝令が来ました。ふたりめのネモどのが……リチャード一世の始末に成功したと」

「よし」

　ここまで全て計画どおり。カエサルはうなずいた。

　復活者リザレクト・衛えい青せいの穴を埋めるのみならず、大英帝国に対抗し、さらに新たな好敵手となるであろう皇こう女じよ志緒理を――屈服させるに足る陣容が、ついに機能しはじめたのだ。

「ふたりめ……あの妙な男のことか」

　ジェベ将軍が怪け訝げんそうにつぶやいた。

「もし訊きいてもよければ教えてくれ。あの不気味な男は一体、何者なんだ？」

「そうだな……。一応、君にも伝えておこうか」

　覇気と自信にまかせて、カエサルは言った。

　絶対的覇者として、新たに征服した日本の古都を見おろしながら。

「君は知るまいが、彼の名は《ブルートゥス》という。二千年前に私、このユリウス・カエサルをみごと暗殺してのけた男だ」

　英語風に呼ぶならブルータス。シェイクスピアなる英国の劇作家が書いたという『ブルータス、おまえもか』の台詞せりふで有名である。

　だが英国劇など知るよしもない神箭ジェベ、怪け訝げんそうにしていた。

「カエサルどのを――暗殺だと？」

「ああ。それが唯ゆい一いつにして最大の功績なのでね。今こん世せでの武ぶ勲くんもそういう類たぐいの力になったようだな。実は一四、五年ほど前、私をまた殺しに来たのだよ」

「…………」

「だが安心してくれ。苦労はしたが、どうにか飼い慣らしてある。今のブルータスは我が友にして、最も信頼の置ける刺し客かくというわけさ！」

　軽くではあるが、神箭ジェベが初めて驚いた顔を見せていた。

　そして、成吉思汗と同等であるはずのユリウス・カエサルは余裕の笑顔になり、新たな家臣へ自慢そうにウインクするのだった。
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「やあれやれ、だ」

　橘たちばな玄げん造ぞうは重いため息を吐き出した。

　娘の初はつ音ねともども皇こう女じよ・藤ふじの宮みや志し緒お理りに仕つかえている。身長一九〇センチ、体重一〇〇キロ超という巨漢にして、荒くれ者ぞろいの橘一族のまとめ役であった。

「東京は今、どうなってやがんのかねえ？　いったん荒事がはじまると、なかなかこっちまで情報が下りてこねえ」

「本当なら、ここがその情報面をいちばん把握してなきゃいけないんだがね」

　玄造のそばでぼやくのは、くたびれた背広姿の男だった。

　某大手新聞社――。大おお手て町まちにある本社ビルの屋上であった。国際報道部のデスクである五十代の記者と共に、橘玄造は西の方角を眺めているのだ。

　ここ大手町から真西に三〇〇メートルも歩けば、もう江え戸ど城じよう趾しである。

　――ついに深夜零時を迎えていた。

　すこし前まで、聖獣・大おお国くに主ぬしの命みことが江戸城趾の敷地内で大暴れしていた。白銀の大蛇神がどたばたと身動きするたびに、この辺の大地は激しく揺れ、オフィス街のビル群もがたがた鳴動したものだ。

　そして、その最中。橘玄造と国際報道部デスクはずっと屋上にいた。

　ちなみにここへ入るにあたり、玄造も黒いスーツにネクタイを合わせていた。だが襟えり元もとをラフにゆるめているのと、体格、面つら構がまえのいかめしさから、堅かた気ぎには見えない。せいぜい正装したプロレスラーである。

　玄造はぼそりとつぶやいた。

「ひとまず聖獣さまは落ちついたままだな」

　江戸城趾、その内堀の向こうで大暴れする蛇神・大国主命――。

　大手町の九階建てビルの屋上からは、そういう異様すぎる情景をたっぷり鑑賞することができたのである。

　現在、上空には白金色の龍神と巨大眼球まで出現している。

　二体とも念導神格イフリートだった。聖獣を鎮しずめるために、何か貢こう献けんしたのだろう。

「実はねえ。あの怪物――いや聖獣さまがのたうち回っている間にね。何度も避難しておけばよかったと後悔していたんだよ」

　社会的地位も経験もある大手新聞社の幹部――。

　玄造とちがい、物静かな初老の男があからさまに安あん堵どしている。

　ここの本社はもちろん、周辺のオフィス街にいた人々の大半は大地より這い出てきた聖獣の姿を見るなり、退避していった。

　昨日の早朝から、女じよ皇おう照てる姫ひめと平たいらの将まさ門かどが大量のレギオン〝零れい式しき〟を出動させている。

　それに合わせて都心部の交通機関は全て停止し、幹線道路が封ふう鎖さされた。しかし、それでも徒歩で行けるところまでと、多くの人々が避難していったのだ。

　幸いにも、今夜の都心部はきわめて閑かん散さんとしていた。

　零式騒動のせいで交通が止まったため、そもそも出勤できた人間がかなり少数だったのである。

　例外は都心部に住む地元民、前日から会社に泊まりこんでいた仕事人間くらいだった。

　そして、橘玄造の知ち己きである記者は――

「まさか本当にこれだけのことが起きるなんてなあ」

「ま、日付に関しては、オレたちも自信は持てなかったがね。そろそろ近衛このえ大将・平将門さまが何かえらいことをしでかすと……うちの姫様はじめ、えらい念ねん導どう術じゆつ師しや精霊の先生方が予言していなさったのさ」

「へえ。予言ねえ」

「信じないのかよ。言ってたとおりになったろ？」

「まあねえ」

　ここ数日、会社に連泊していた国際報道部デスクはとぼけた顔で言った。

　そこそこ裏事情――今、皇こう都とで藤宮志緒理と東海道将しよう家けによる政権交代劇が進行中だと見抜いているのだろう。しかし、それは口にしない。〝知らなかった〟ことにしておいた方が身のためだからだ。

　玄造とはもう二十年来の知己となる〝共犯者〟は言った。

「ま、おかげで最高のネタを調達できた。ありがたいことに東海道将家が飛ばしたヘリにうちの記者や系列局のカメラも乗せてもらえた。あとは……皇都の騒動が丸く収まれば、言うことないんだけどね」

「だな。その辺がどうなってるか、伝令のひとつもよこしてくれればいいのによ。うちのバカ娘も気が利きかねえ……」

　橘一族は皇こう姫き・藤宮家の護衛であり、影働きである。

　最近、前者はひとり娘と〝名前だけ橘一族の復活者リザレクト〟ばかりにまかせているが、後者の仕事ではまだまだ一族こぞって活躍中なのだ。




　そして、皇こう城じようの庭園――。

「往きましょう、将門さま」

「南な無む……」

　女皇照姫の呼びかけに応えて、平将門は低くうめいた。

　すると、地中より一匹の翼竜が湧き出てきた。全身、漆しつ黒こくの鱗うろこでおおわれている。皇国日本の青き竜とは明らかにちがう。

　特別仕様の飛行型随ずい獣じゆうである。当然、背には鞍くらもかけてあった。

　この黒き乗じよう騎きに軍服姿の平将門がひらりと跳びのる。しかも手をさしのべて、照姫も竜の鞍あん上じようにひっぱりあげてくれた。

「まあ」

　初めて翼竜に乗って、照姫は感動した。

　手た綱づなを持つ平将門の前で、鞍にまたがった格好だ。

　サラブレッドにも匹敵する巨体に騎乗する以上、単純に視点が高くなる。その事実がほのかに優越感を刺激してくれる。心地よい。

　そして、今までよりも――

　魔人・平将門のエスコートがすこしだけ細やかに思えた。

　女皇照姫の決意と覚悟が彼のさらなる力を引き出した。理由もなく確信できた。だから、このようにも思う。

「日本国女皇の権威と力によって、全ての臣民を跪ひざまずかせましょう。そして、あの生意気な衛えい青せい将軍も……」

　彼の照姫に対する言動、なかなかに腹立たしい。

　しかし、なんとなくわかる。あれほど聡そう明めいであり有能な士は――今まで、照姫のそばにひとりもいなかった。何より美び麗れいで凜り々りしい。

「あのような人材を飼っておくのも、女皇の度量かもしれませんね」

　ほんのり頰を紅あかく染めて、照姫はつぶやいた。

　同時に思い出すのは、もうひとりの名将。皇女志緒理に仕える橘征継。あちらもまた武勇随ずい一いちの人材であり、なかなかに見た目もよい……。

「そういえば」

　以前、奥宮殿のとある部屋に転がっていた女性週刊誌。

　何気なく手に取ってみれば、箱はこ根ね陥落直後の現地取材記が載のっていた。

　女によ官かんの誰かが持ちこんだらしい。記事内の写真では、橘・衛青の両将軍が顔を寄せ合い、何事かをささやき合っていた。

　見み目め麗うるわしい将軍ふたりが憂うれいをふくんだまなざしで目配せを交わしている――。

　印象的すぎる写真を前に、なぜか照姫はどきどきしたものだった。

「ふふふふ。決めました。あの両名をわたくし直属の将として取り立て、皇国日本のために働かせることにしましょう」

　となれば、彼らをまず力で屈服させなくては。

　決意した女皇を乗せて、平将門は翼竜を飛ひ翔しようさせた。

　皇城の上空では、照姫に仕えたままの零式と、皇女志緒理に寝返った零式による乱戦が過熱中だった。

　うすい装甲の零式たちが蚊とんぼのごとく飛びまわっている。

　手当たり次第、近くに来た敵に熱線を撃ち、銃じゆう槍そうの刃やいばを向けるのだが、勢いあまって同じ陣営の零式を殺傷する者もすくなくない。

　なかなかに無惨な戦況だった。

「おまえたち、わたくしと将門どのの命めいを聞きなさい！」

　はじめ、照姫は己おのれの側の零式に呼びかけようとしたのだが。

　同士討ちに熱狂するカーキ色のレギオンたちに、その声はとどかない。陣形もととのえられないほどの混戦・乱戦はまだまだつづきそうだ。

　ちっと舌打ちをして、照姫は見限った。

「やはり、あの者たちよりも……あちらを使うべきのようですね」

　女皇の意思に応こたえて、平将門が手綱をさばく。

　ふたりを乗せて、漆黒の翼竜は翼を大きく広げた。上昇気流に乗って、ぐんぐん高度を上げていく。風にも乗って、速度も上がる。

　冷え切った冬の夜風である。

　にもかかわらず、照姫の体は熱い。

　決意と闘志によって、霊力と念が一いつ足そく飛とびに強まった影響である。たとえ藤宮志緒理に遠くおよばずとも、照姫もまた聖獣・天てん龍りゆう公こうの血を引く皇姫のひとりなのだ。その潜在能力は常人の比ではない。

　女皇と魔人が駆る翼竜、まっすぐ南南東に向かっていた。

　皇城のある青あお山やまにもう用はない。飛翔すること数十分、ついに到着した場所は東京湾の洋上であった。羽田空港の沖合いである。

　昨日、一二月二五日の早朝。

　ここに平将門が派遣した零式一二〇〇騎を、騎士侯・橘征継はみごと撃破した――。その因いん縁ねんの海を今、女皇照姫と近衛大将は見おろしていた。

「南無……」

「贄にえを捧ささげ、力を得よ。そうおっしゃるのですね、将門さま？」

「…………」

「これも勝利のため……仕方ありませんね……」

　魔人・平将門の発するアドバイスらしき思念。

　あいかわらず曖あい昧まいであり、具体性に欠ける。だが数時間前とちがい、なぜか苛いら立だちなしに聞けた。照姫が〝弱者を粛しゆく清せい〟ではなく、〝強敵に立ち向かう〟闘志にめざめたせいかもしれなかった。

　……翼竜の上から、照姫は北の方角を見た。

　夜の海のさらに先には東京の夜景が広がっている。有あり明あけ・晴はる海み・築つき地じ・豊とよ洲すなど。その先は大手町と江戸城趾だ。

　あそこの地下で眠っていた大国主命が復活し、地上に出てきたばかり。

　すでに皇女志緒理が命を捧げ、認められたようだが――

「わたくしにだって！」

　今、魔人将門と共に女皇照姫は祈る。我が祖父の同胞よ、この身を蛇王の巫女みことして認め給たまえ。供く物もつとして、我が寿命の一部を御おん身みに捧げんと。

　青いオーラが照姫の身体から立ちのぼり――

　みごと願いは成じよう就じゆした。

「感じますか、将門さま？　わたくしが得た大国主命の御加護を!?」

　高こう揚よう感と達成感にまかせて、照姫は叫んだ。ただし全身の力と精気が抜けてしまい、すぐうしろの魔人にもたれかかっていた。

　そして、海。

　月と星々の輝きを反射する夜の東京湾から、レギオン零式たちがわらわらと――大量に浮きあがってきた。

　およそ一二時間前、橘征継の軍勢に虐殺された兵たちである。

　銃槍の熱線で撃ち抜かれ、銘めい刀とう・和いずみの泉かみ守かね兼さだ定に斬り裂かれて絶命し、海に墜おちていった零式の大軍一二〇〇騎。

　死んだはずの彼らを神じん通つう力りきで甦よみがえらせ、海から空へともどしたのだ。

　そう。前にも死し人びとを蘇生させた平将門と同じ力を、照姫は聖獣・大国主命より借り受けたのである。一時的に。己の寿命を供物として。

　しかも、恩恵はそれだけではない。

「ふふふふ。皇都東京……三〇〇年もの間、日本の中ちゆう枢すうとして霊気と運気をたくわえてきた都よ。その地下に大国主命がためこんでいた呪じゆ詛そを――」

　女皇照姫は弱った体に鞭むち打うって、震える唇で命じた。

「わたくしのために解きはなち、災いとなりなさい！」

　第二次世界大戦の終結直後、聖獣・大国主命は封印された。

　あれから五〇年。自由を奪われた蛇神の怒りと呪詛、怨おん念ねんがマグマのように東京の下に沈ちん殿でんしていると。

　本能的に照姫はさとり、その解放を願った。




　尚――

　照姫は気づいていなかった。

　もし自分が、志緒理に先んじて大国主命に祈き願がんしていれば。

　ライバルとの差を埋めるに足るアドバンテージを得られた可能性もある。

　衛青将軍が皇城に乗りこんできたときも、その力が彼の器量に対抗するための切り札となったかもしれない。

　もちろん、その機はもはや永遠に失われているのだが。

　しかし、いちじるしく負けが込んできたからこそ、勝負師の資質を持たない少女にも大きな決断ができたと言える。

　今まさに照姫は『賽さいを投げた』。

　結果はふたつしかない。一発逆転の大勝か、全てを失う大敗か。




　　　　　　　　　２




　江え戸ど城じよう趾しで復活した聖獣・大おお国くに主ぬしの命みこと。

　怒れる神は、その憤ふん怒ぬをどうにか収めてくれた。

　現在、全長一〇〇メートルを超す大蛇は、かつての江戸城趾の広大な敷地内をうねうねとゆっくり這いまわり、散策している。

　さっきまでとはちがい、破壊のためではない。

　五〇年ぶりの自由を満喫し、全身で大地の感触をたしかめているのだ。

　それを眺めて、黒王子エドワードは言った。

「意外と封印場所の近くから離れないものなのだな」

「「旧、江戸城は、東日本一帯の龍脈レイラインの中心、です。ここに集まる大量の霊気が心地よい、のでしょう」」

　金髪と黒髪のモリガン一・二号機がそろって回答した。

　大国主命を復活させる際に、儀式の祭場となった旧大おお江え戸ど衛え府ふの司令部。あの傾きかけたビルの屋上である。

　決して居心地はよくないうえに、危険な場所である。

　しかし、江戸城趾内を徘はい徊かいする聖獣の動向を見守るには好都合だった。また下手へたに地上へ降りれば、這いまわる大蛇の腹に押しつぶされかねない――。

「女中。ここはわしが引き受ける。姫をその辺のどこかに連れていけ」

「わかったわ、先生！」

　竜りん胆どう先生に命じられて、橘たちばな初はつ音ねが元気よく請うけ合った。

　彼女たちの女主人、藤ふじの宮みや志し緒お理りは初音に抱きかかえられたまま眠っていた。大国主命に皇こう姫きとしての命を捧ささげた消しよう耗もうから、いまだ回復していないのだ。

　レギオン〝九く郎ろう判ほう官がん〟が一騎だけ召集された。

　神かむ威いをベースとしているが、烏え帽ぼ子しに似た頭部を持つ初音の専用騎だ。女おんな騎き士し侯こうと皇こう女じよをその手に抱いて、九郎判官は傾きかけたビルを離れていった――。

　その直後だった。

　江戸城趾の上空で、白金色の巨龍が鳴いた。

　ルァァァァァァァァァァァァ――。待機していた念導神格イフリート《伏ふく龍りゆう》である。楽器の音ねにも似た美しい鳴き声だったのだが。

「む？」

　夜空にひびく分身の声に、竜胆先生が眉まゆをひそめた。

「零れい式しきの大軍が海から湧いて出ただと？　ボウフラでもあるまいに」

「どうした？」

「斥せつ候こうのため、あちこちに放してあった眷けん属ぞく――翼竜や海竜どもがとんでもないものを見つけてきた。これを見ろ」

「「モリガンも、検知しました。現在位置より南に一五キロ、羽田空港沖に、レギオン零式が集結、しております。規模は推定、一二〇〇騎」」

　日英最高峰の精霊たちは、同時に念ねん導どう術じゆつを行使していた。

　空中にふたつのウインドウが投射され、その双方に同じ光景が映っていた。海上に出現したカーキ色の有翼巨兵たちである。

　ちらりとエドワードは上空を見あげた。

　精霊モリガンの本体である巨大眼球《モルガン・ル・フェイ》、その視線が南南西とおぼしき方角を向いていた。こちらは随ずい獣じゆうではなく、そのすさまじい邪視の威力によって敵出現を直接、目視したのだろう。

　念導神格イフリートたちの共演に、エドワードが感心したとき。

「なんだ、これは!?」

「「警告！　強い神秘力の噴出を感じます！」」

　時を同じくして、城趾のなかを這いまわっていた大国主命が動きを止めた。

　旧江戸城の天てん守しゆ台だい。ちょうどそのすぐそばである。それから長大なる白銀の蛇は大きく頸くびを伸ばし、天に向かって顎あごを開いた。

　そこから洩もれ出てきたのは、地鳴りにも似たうなり声だった。

　……ォォォォ……ォォォォ……ォォォォォォォォ。……ォォォォ……ォォォォ……ォォォォォォォォ。……ォォォォ……ォォォォ……ォォォォォォォォ。……ォォォォ……ォォォォ……ォォォォォォォォ。……ォォォォ……ォォォォ……ォォォォォォォォ。

　皇こう都と東京に集つどう人間は誰も気づかない。

　これこそが女じよ皇おう照てる姫ひめへ対する、聖獣・大国主命からのいらえであると。

　皇女志緒理が健在であれば、すぐに察知できたかもしれない。が、彼女はいまだに意識を回復させていなかった。

　だが代わりに、誰の目にも明らかな怪異がひとつ発生した。

　江戸城天守台――その一帯より、もくもくと濃のう灰かい色しよくの霧きりが染しみ出てきたのである。それは高く高く、天まで昇ってしまい、毒々しいキノコ雲となった。

　間近で目撃して、エドワードは愕がく然ぜんとした。

「何だ、あれは!?」

「瘴しよう気き……」

「「憤怒と呪じゆ詛その念が具現化した気体です、王子殿プリンス」」

　日英最高峰の精霊たちは即座に喝かつ破ぱした。

　三体の念導精霊ジーニーはそろって不愉快そうに眉をひそめていた。濃灰色の気体に秘められた魔ま性しようを、すでに察知していたのである。

　そして、エドワードが軽く目をみはった。

「……雨か？」

　空から大粒の雨が降ってきた。

　発生源は――上空のキノコ雲だった。雨はすぐ本降りになり、ばしゃばしゃと東京都心の大地を連打し出す。

　風も出てきた。前ぶれもなしに強風が吹きはじめたのだ。

　激しい豪雨と暴風の競演。嵐の到来。呼びよせたのは、聖獣・大国主命が地下に貯めこんできた念力であった。




　江戸城趾より発生したキノコ雲は、一気に膨ぼう張ちようした。

　またたく間に東京二三区の全域と、隣接する区外の市町村の空を『あやしいキノコ雲』で呑みこんでしまったのである。

　しかも、この雲は南へと膨張をつづけて――

　東京湾とその周辺に、わずか一時間程度で広がっていった。

　千葉・神奈川の東京湾沿岸部もふくまれる。円にすれば、直径七〇キロにもおよぼうかという広範囲だった。

　そのなかで豪雨と暴風が荒れくるう。

　雨粒が地面をたたく勢い、アスファルトに穴をも穿うがちそうなほどだ。

　プレハブあるいは木造家屋の屋根などには、風で吹き飛ばされるものもあった。

　嵐の到来から早くも二時間――。

　多た摩ま川がわ、隅すみ田だ川がわ、荒あら川かわ、中なか川がわ、江戸川など、首都圏を流れる河川はのきなみ水量を増やしつつあった。それも驚異的なペースで。

「このまま一晩も降りつづけたら！」

「ああ！　堤防が決壊してもおかしくないぞ！」

　風雨の音に負けないよう、怒鳴り合っている。

　都心近くの荒川を偵てい察さつしにいった兵たちである。東海道から皇都東京に馳はせ参じた――東海道州軍の地上部隊だ。

「本隊に状況報告！　無線を入れろ！」

「だめだ！　念導士の先生が言ったのを忘れたか!?　こいつは聖獣さまの神じん通つう力りきが起こした大嵐だってよ！　風に念導攪かく乱らんの効果があるんだ！」

「じゃあ、無線も電波もかき消されるわけかよ!?」

「管くだ狐ぎつねを行かせろ！　伝令をまわせ！」

「なんか随獣たちの方もまずいらしいぞ！」

　気を抜けば体ごと吹き飛ばされるほどの風、そしてどしゃ降りのなか。

　堤防の上までのぼったのである。一般人なら絶対に避けるべき危険行為。だが戦闘だけでなく、市民の保護・救護も彼らの軍務なのだ。

　いざというときはレギオンたちも銃じゆう槍そうを捨て、その巨体で救助活動に励む。

　そして――

　黒々とした大河の流れ。

　その勢いと水量、すでにふだんの倍以上だった。

　水が大量の土砂でどす黒く濁にごっている。流木をはじめ、漂流物も多い。自動車まで目の前を流れていく。

　もちろん、荒れているのは河川だけではない。

　東京湾の海面も、激しく荒れくるっていた。海辺に押しよせる波の強さでロープがちぎれ、繫けい留りゆうさせていた船がどことも知れぬ方角へ流されていく。

　唯ゆい一いつ、深夜であることだけが幸いだった。

　外を出歩く者など、ほとんどいない時間帯である。

　しかも昨日からの騒乱つづき。多くの市民が屋内でおとなしくしていた。おかげで外出者の被害はすくない。家ごと川に流されたような家庭もありはしたが……。

「ねえ先生！」

　皇城の庭園で、初音が声をかけた。はいからさん姿の上に軍用のレインコートを着て、フードもかぶっている。この風雨では傘など役立たない。

「これってもしかして、未み曾ぞ有うの水害が起きる前兆かしら!?」

「もしかしなくとも、そうじゃな」

　竜胆先生の方も、いつもの和服の上にレインコートである。

「この嵐を呼んだのは――世に災いあるべしという大国主命の念。五〇年もあなぐらに貯めこんできた怒りと呪詛の念力じゃ。そうかんたんに鎮しずまりはせんぞ」

　古来、龍・蛇・蛟みずちは水神の化け身しんである。

　蛇形の聖獣・大国主命の怒りが雨を呼ぶのは、まさしく必然なのである。そうも語る竜胆先生へ、おずおずと初音は訊きいた。

「で、具体的には何日くらい降りつづけるのかしら……？」

「五〇年分と言ったじゃろう」

　ばしゃばしゃ豪雨に打たれながら、竜胆先生はうんざりした顔になった。

「五〇年降りつづく長雨となってもおかしくはない」

「ううっ。なら、せめて人間じゃなくて、随獣の子たちを偵察役に使わない？」

　初音が提案した直後。

　雨粒といっしょに、空から金色の鳥が降ってきた。

　随獣・八や咫た烏がらす。皇国日本の軍でよく偵察に使われる。足が三本ある金色の鷺さぎという体ていの鳥なのだが、墜つい落らく時じのショックで片羽根が折れていた。

　八咫烏はすぐに消滅していった――。

「か、風でふきとばされちゃったの!?」

「いいや。この雨には大国主命の呪詛がたっぷりこもっているからな。随獣やレギオンのような〝つくりものの命〟には……とびきりの毒水となる」




「皇城上空での零式同士によるつぶし合い、おたがいの霊液が枯こ渇かつしたおかげでどうにか収束となりましたが」

　秋あきヶが瀬せ立りつ夏かが言った。

　聞き手は征まさ継つぐと衛えい青せい将軍のふたりである。

「斥候として放っていた翼竜や八咫烏が――一匹も残らずに墜落したと、竜胆老師から報告されております」

「大国主命が降らせた大雨に打たれて、か」

　征継はつぶやいた。

　さっきも三人で話をした会議室だった。例の二〇人でもかこめそうな楕だ円えん形けいの卓を前にしている。ただし、楕円の端と端にすわった数時間前とちがい、今は三人ともすぐ間近で向き合っていた。

「そして、この雨を願ったのが女皇陛下であられると」

　衛青将軍がほろ苦い口調でつぶやいた。

「今も昔も、人を大きく変えるのは決意や怒りなのでしょう。願わくば君主の地位にある方々には、それを民たみと国のために役立てていただきたいものですね。己おのれの虚栄心を満足させるためではなく……」

　女皇の失しつ踪そうを受けて、いさかいを中断したあとでの会議だった。

　議題はいかにして女皇照姫を連れもどすか。皇女志緒理の意識がまだもどらないため、ここにいる三名こそが二大勢力のトップとなるのだ。

　会議の進行役として、立夏が言う。

「竜胆老師いわく『聖獣の呪詛に形をあたえたのは、女皇陛下と将しよう門もん公こうの使った雨乞いの念導術。雨を鎮めたければ連中を見つけてきて、術を解除させよ』だそうです」

「なら、ちょうどいい」

　征継は淡々と言った。

「家出した女皇陛下。それをそそのかした平たいらの将まさ門かど。どのみち連れもどす必要がある。大至急探しにいくとしよう。もちろん軍団をひきつれて、な」

　征せい西せい将軍の提案を受けて、立夏が意見した。

「征継どの。家出ではなく、むしろ誘拐と見なすべきでしょう。乱心し、畏おそれ多くも陛下をかどわかした近衛このえ大将に正義の鉄てつ槌ついをくだすのです」

　実は彼女も『女皇を東海道に移し、名古屋を新たな皇都にするプランも状況によってはありだ』と誘拐まがいの提案をしていたのだが。

　ここでは極秘にすべき事項だろう。ともあれ方針が決まった。

「立夏どの。俺と衛将軍をふたりだけにさせてもらえるか？」

　日本随ずい一いちの女じよ丈じよう夫ふへ、征継は言った。

　立夏は一瞬だけ目をみはってから、「かしこまりました」と席を立った。

　そのまま部屋から出ていく。多くを語らずとも意を汲くんでくれる。やはり秋ヶ瀬立夏は申し分のない相棒だった。

　かくして、広い会議室にふたりきり。

　男同士で征継と向き合ったところで、衛青がおもむろに苦笑いをした。

「どうやら、わたしの売りこみは失敗したようですね」

「ほう」

「上手うまくいけば、このまま雇われの将軍として、皇こう軍ぐんの全てを取りしきれるかとも考えたのですが……。女皇陛下は結局、将門どのを選ばれた」

　外国から流れてきた傭よう兵へい隊長が事実上の国軍総司令官となる。

　ありえない話ではない。決して多くはないが、歴史上にいくつかの類例がある。衛青将軍ほどの才覚があれば、十分に可能な生き方だ。

「あそこで女皇陛下が立ち聞きしておられなければな」

　征継は肩をすくめた。

「衛将軍のことだ。時間さえあれば、上手く陛下を丸めこんで――俺たちとの同盟を成立させてくれただろうに」

「どうでしょう？　その時間とやらがわたしにはなかったわけですしね」

　女皇照姫と皇女志緒理――。

　どちらにとっても、最大の敵はユリウス・カエサルだ。

　ならば手を組むべきだった。女皇照姫に志緒理を圧倒できるほどの知恵と霊力はなく、志緒理にも女皇の権威が必要なのだから。

　たがいの力を認め合い、譲るべきところは譲り合って共闘すればいい。

　そうなれば橘征継と衛青の二将軍も内うち輪わ揉もめで消耗することなく、ローマ帝国の大だい元げん帥すいという〝共通の敵〟にふたりで立ち向かえる。

　肝心なのは、皇国日本の勝利。

　それを得るまでは、せいぜいおたがいを利用し合えばいい。

　すこし前、志緒理と照姫に埋めがたい霊力の差があると露ろ見けんした。

　その瞬間、衛青の目的は『できるかぎり照姫に有利な条件で志緒理との同盟をまとめる』になったはずだ。だが照姫自身の介入でかなわなかった……。

「わたしの運気もここまでなのでしょう」

　衛青はさばさばと言った。

「日本国の覇は権けんを我がものにせんと、ローマ軍を出しゆつ奔ぽんしてみましたが……しくじってしまいました。こうなっては是も非もありません。皇城を混乱させた不ふ埒らち者ものとして処刑するなり、カエサル公に引きわたすなり、どうぞお好きなように――」

「その件だがな、衛将軍」

　ぼそりと、征継は切り出した。

「皇国日本の覇者をめざすのなら、まだ逆転の目はあるぞ」

「どういう意味でしょう？」

「俺と衛将軍のふたりでこの国を乗っ取ればいい。俺たちのどちらかが国王となり、もう片方が副王となる。そういう約束で天下取りをしてみよう」

「は――？」

「言っておくが、俺は真剣だぞ」

　と、わざわざ征継は断りを入れたのだが。

　提案を聞くなり、衛青将軍は――腹をかかえて、笑いだした。

「はははは！　よりにもよって、征継どのがそれをおっしゃいますか！」

　よほど意外だったのだろう。爆笑だった。

　奴ぬ僕ぼくの出身ながら、品のある立ち居振るまいをつづけてきた衛青将軍。そんな彼が初めて征継の前で、素すの感情をむき出しにしていた。

「いくらなんでも、あなたがそのようなことを本気でなさるはず――」

「ないと言うのか？　だが、衛将軍がさっき口にした『覇権を手にする』『天下を壟ろう断だんする』ということを突きつめれば」

　征継はぼそぼそと言った。

「最終的に、そういうゴールもありだと思うのだがな。今の提案はむしろ、衛将軍の方から俺にすべきものだぞ？」

「…………」

「俺たちふたりが組めば、皇国日本に敵はいない。志緒理殿下がどれだけ懸命に悪だくみをしようと、女皇陛下がたちの悪い悪霊と手を結ぼうと、俺たちふたりの兵と才覚があれば、どうとでもかたづけられる」

　野心に目覚めたと自己申告した名将への、征継からの追及だった。

　もちろん、これは暴論だった。国政を陰から牛ぎゆう耳じる黒幕として、富と権力をほしいままにするという生き方もあるのだから。

　だが、衛青からの反論はなかった。

　ただ沈黙し、自らの内面をのぞきこむように瞑めい目もくするのみ。

　今、提案されたようなことを――一切考えていなかったのかもしれない。彼ほどの男であれば真っ先に思いつき、検討すべき方法論だというのに。

　……この男を突き動かしていたのは、やはり野心などではないのだろう。

　沈思する衛青将軍へ、征継はさらに言った。

「残る問題はカエサルと大英帝国だけだ。そちらをどうにかしてから、俺たちふたりで日本をどう分け合うか、検討すればいい。それか――」

「どちらが真の国王となるか、いくさで白黒をつけるわけですか」

「ああ」

「なかなか刺激的な戯ざれ言ごとでしたね」

「そうだろう。だが検討に値あたいする内容だと思うぞ」

「…………」

「答えはべつに急がない。ゆっくり考えるといい。それとその間、すこし俺たちにつきあってくれ。平将門をどうにかしないとまずい」

「同感です。あの者の暴走、早急に抑え込むべきでしょう」

　皇都東京にふりかかった未曾有の災害。

　それを憂うれえる大将軍の顔で、衛青はうなずいていた。野心や野望などと口にしたときよりもいい顔だった。

　つられて征継も、唇の端をわずかに曲げた。微笑である。

「どうせだから分別を失われた陛下に、ひとつ君主の道でも説いてやるといい」

「ふふふふ。一国の王たる御方になんと乱暴な」

　ひさしぶりにいつもの温おん柔じゆうさで、衛青も微笑んでいた。

「ですが、まあ、臨時雇いとはいえ、わたしも女皇陛下の臣であったわけですから……なにかしらの形で最後のご奉公をすべきかもしれませんね」
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　女じよ皇おう照てる姫ひめと平たいらの将まさ門かどが羽田沖に甦よみがえらせた軍勢、零れい式しき一二〇〇騎。

　大軍である。

　しかし、それに倍する兵力が今、東京に集まっていた。





　橘たちばな征まさ継つぐ　騎き力りよく一〇二二

　衛えい青せい　騎力一〇九九

　秋あきヶが瀬せ立りつ夏か　騎力一六二

　橘初はつ音ね　騎力九一






　主立った騎き士し侯こうだけでも、二四〇〇近い騎力に達する。

　はじめ『騎力七二』であった初音も、戦闘経験を重ねるごとにあつかえるレギオンの数をすこしずつ増やし、英国の女王騎士に準じるレベルとなっていた。

　ここに、東海道から立夏が連れてきた騎士侯五名も加わる。

　彼らの騎力は合計で四〇〇前後というところ。また近衛このえ府ふや関東州軍からも『女皇救出のため』と、騎士侯を動員することは可能だった。

　たとえ平将門が強大といえども、恐れるに足りない数字である。

　また東京には、この英えい傑けつもいた。




「伯お父じ上うえが行方ゆくえ不明だって？」

　土砂降りの雨のなか、エドワードが表情を険けわしくした。

「しかもカエサル公との直接対決などではなく……正体不明の武将に敗やぶれたと？」

「「は、い」」

　金髪に海兵セーラー服のモリガン一号機、黒髪に巫女みこ装しよう束ぞくのモリガン二号機。

　瓜うりふたつの精霊二体が口々に報告してくれた。尚、上官のエドワードもそうだが、そろいのレインコートを着用している。

「リチャード、陛下に、同伴させた分身との霊的結合を構築できないため、くわしい状況は、いまだ不明ではありますが」

「大阪、方面へ逃れた友軍からの、伝令によりますと」

「獅し子し心しん王おうが敗北した事実、に、まちがいはないようです」

　ひそかに東京入りした英国軍の三名。

　彼らがひそひそと話しこむ場所、それは深夜の東京駅バスターミナル前であった。大おお国くに主ぬしの命みことが復活した江え戸ど城じよう址しからもごく近い。

　近くに東海道州軍の者もいるが、だいぶ距離を取っている。

　日本国女皇とその守護魔人が新たに引きおこしたトラブルを解決するため、竜りん胆どう先生をはじめとする人々は皇こう城じようへと去っていったあとだ。

　エドワードはつぶやいた。

「ここ東京での決戦こそが最重要だと、伯父上自身も認めていた。いつもの『激情の発作』を起こすことなく、上手うまくやってくれると思ったんだが……」

「「実際、リチャード陛下は、このうえなく巧たくみに、撤てつ退たいを援護した模様です」」

「受けにまわった獅子心王をも追いつめるほどの猛者もさが――衛青将軍のほかにもローマにいたということか」

「敵軍の構成が、特殊型ケントゥリアばかりであったと、確認されています」

「なるほど。……まあいい。伯父上の離脱は痛いが、殺してもなかなか死にそうにない御ご仁じんでもある。直じきにひょっこり姿を現すかもしれない」

　あえて身内への情を封印し、エドワードは司令官として訊きいた。

「例の〝積み荷〟はどうした？」

「「大阪、方面へ逃れる地上部隊から――途中で離脱し、別便で……東京へ向かっている、とのことです」」

　金髪と黒髪のモリガンたちの報告。

　エドワードは「よし」とうなずいた。極端な話、英国軍の同志よりも、そちらこそが最優先すべき品物だった。そして『京都、陥かん落らく寸前』というタイミングでしか持ち出せない逸いつ品ぴんでもあった。

　だから、リチャード獅子心王を警護役として京都入りさせたのである。

　軍事ではなく、政治のために必要な積み荷――。

　その到着、今は静かに待つべきだった。

　黒王子エドワードは騎力一二五六を誇る。しかし、ここ東京での本拠地契約を済ませていないため、この地では本来の一割しかレギオンを呼べない。

　なにより日本国女皇の問題は、日本人が解決すべきであろう。

「だが時をかければ、これが命取りになるかもしれないぞ。そして、しばらく志し緒お理りの力に頼ることはできない――」

　皇こう女じよ志緒理、命を削った影響でいまだ目覚めぬままだった。

　好敵手たる橘征継と古代中国の大将軍がいかなる采配を見せるか、エドワードは高みの見物を決めこむことにした。

　天を見あげる。

　土砂降りの風雨を降らせる雲のぶあつさしか見えない。

　突風で運ばれてきた雨粒がびしゃびしゃ容よう赦しやなく、エドワードたちのレインコートをたたいていた。

　そして――

　ごうっ！　ごうっ！　暴風のうなりが激しい。

「いやな風だな……」

　都会によくあるビル風だとしても、強すぎる。体ごと浮きあがりそうにすら感じて、エドワードは眉をひそめた。




「一体どうなっているの、この嵐!?」

　困こん惑わくのあまり、初音は叫んでしまった。

　レギオン〝九く郎ろう判ほう官がん〟九〇騎と共に、東京青あお山やまの皇城を出陣した。

　激しい嵐の夜、球状陣形を組んで集団飛行。めざすは東京湾。女皇陛下を大だい怨おん霊りよう・平将門より奪還するのだ――

　というシチュエーションだった。

　しかし、出陣から一〇分と経たたないうちに、風が吹いてきた。

　皇都東京の南に広がる海、すなわち東京湾からの強風だった。もともと台風並みの威力ではあったのだが、さらに勢いが増した。

　だが、初音を焦あせらせる理由は風力ではない。

「九郎判官たちが海の方とは、全然ちがう方向に流されていっちゃう！」

　有翼巨兵レギオン。

　旅客機などとは桁けたちがいの飛行力を持っている。戦闘抜き、飛ぶことだけに専念させれば音速の壁も破れる。たとえ台風、竜巻のなかであっても、その強きよう靱じんさとパワーにまかせて、悠々と安全飛行できる。

　しかし今、初音にしたがう九〇騎は風にじりじり流されつつあった。

　球状陣形を組んだまま、どうにか全軍で東京湾方面に向かおうとしている。懸命に出力を振りしぼっているにもかかわらず。

「もうっ！」

　青き翼竜の鞍あん上じようで、初音はさらにぼやく。

　九郎判官たち九〇騎の球状陣形――その中心にいるおかげで、軍団長の初音も、その騎き竜りゆうも安全ではあった。レギオンたちのまとう防御結界が風と雨、飛ばされてくる障害物などをシャットアウトしてくれるおかげだ。

　しかし。

「ここって東京のどの辺なの!?　嵐のせいで、ちょっと先もよく見えないわ！」

　乱気流めいた暴風が空気をかきまわしている。

　大粒の雨が大量に混ざり、霧きり――それも一〇メートル先さえ見えないほどの濃のう霧むがミストサウナよろしく、大気に充みち満ちている。

　初音軍団のまわりは三六〇度、ぐるりと霧が広がっていた。

　完全に視界をふさがれてしまい、初音は現在位置を把握できなくなっていた。




　大国主命の念を触しよく媒ばいにして、呼びこまれた暴風雨。

　本物の台風さながらに、反時計回りに渦巻いていた。巨大な嵐の渦によって、東京湾の一帯がまるごと呑みこまれた形である。

　そして現在、この嵐がとびきりの濃霧まで発生させていた。

　しかも、その水分の源みなもとである豪雨は――

「随ずい獣じゆうたちを殺す毒水、か……」

　秋ヶ瀬立夏はため息をついた。

「八や咫た烏がらすを飛ばしても途中で落ちる。管くだ狐ぎつねを転移させても返ってこない。どこかで野垂れ死んでいるのだろうな」

　無事なのは、レギオンたちの防御結界で守られた立夏の騎竜だけである。

　彼女がひきいる神かむ威い一五〇騎も、濃霧のなかを突き進んでいた。ただし、どこに向かっているかは見当もつかない。

　せめて外部からナビをしてもらえれば、どうにかなるのだが。

「外と連絡を取ることは、やはり無理か」

　騎士侯は、己と配下レギオンの視覚を同調させられる。

　神威たちの索さく敵てき能力で東京湾洋上を探れば、女皇と平将門も発見できると踏んで、出陣したのだが――。

「征継どのとも、橘の初音ともはぐれてしまった」

　皇城から、仲間の軍団とそろって出陣した。

　東京湾で待ちかまえる零式一二〇〇騎をめざして、それぞれ異なるルートで進撃。随獣で連絡を取りつつ、連携して攻撃を仕掛ける。

　そういう計画だったのだ。

　しかし、この暴風雨と濃霧のせいで、早くも破は綻たんしている。

「女皇陛下と将しよう門もん公こう……あちらの軍団はどういうつもりでこんな仕掛けを？」

　立夏はつぶやいた。

　この状況下では、おたがい移動と索敵に困るだけ。時間稼かせぎにしかならないのではと考えてから、立夏はハッとした。

「まさか、あちらは自由に動きまわれるのか？」

　自然現象ではないのだ。

　聖獣の庇ひ護ごを得て、女皇か平将門が引きおこした神風。

　ならば当然、この濃霧と暴風にも一切悩まされずに零式一二〇〇騎が行動できても――おかしくはない。

「私が将門公なら、散り散りになった各軍団を順番に攻撃し、各個撃破をするな」

　あれほど雑な念導神格イフリートに、そこまで可能なのか？

　できないと思いたい。しかし、彼といっしょにいる女皇陛下がその策を思いつかれてしまったら――。ぞっとした直後、立夏はあることに気づいた。

「神威の数が減っている……？」

　指揮下のレギオンが放つ念ねん波ぱを、瞬時に感じ取れる。

　残存兵力がどれほどかも、すぐに把握できる。騎士侯の特殊能力だった。己がひきいてきた一五〇騎、そのうちのいくらかがいつのまにか脱落していると察知して――

　立夏は慄りつ然ぜんとした。




　およそ二〇〇騎のケントゥリアが脱落している。

　銀色の翼竜を駆りながら、衛青はそのことに気づいた。

「はぐれた兵たちがいる……」

　吹き荒れる風雨と濃霧に翻ほん弄ろうされて、行き先を見失いながらも、彼の軍団はどうにか東京湾の上空までたどりつき、進軍していた。

　指揮するレギオンたちに五感を研ぎすまさせたのである。

　暴風にまじる潮の匂においをたどらせるために。

　だが、いつのまにか――皇城より連れてきた一〇〇〇騎のケントゥリア、そのうちの約二割が行方不明になっていた。

　軍団は球状陣形を組んで、嵐のなかを飛行していたのだが。

　球の最も外側に配されたケントゥリアたち。彼らの飛行出力がすこしずつ低下し、ついにはぼとぼとと墜つい落らくしていくのである。

「これも〝毒水〟とやらが原因ですか……」

　ケントゥリアは白銀の装甲を持ち、全身きらびやかである。

　が、海に落ちていく者たちの五体には、どす黒い染しみが浮きあがっていた。禍まが々まがしい毒素に冒おかされて、全身が腐りはじめた者のように。

　黒さが目立つようになったケントゥリアは、力なく海へ墜落していく――。

「兵たちよ、本隊にもどりなさい」

　命令は念波となって、周辺一帯に伝わるはずだった。関東のどこにいようと、衛青の念力なら必ず配下のレギオンにとどく。

　だが、海に没したケントゥリアたちからは何のいらえもない。

　完全に絶命してしまったのだろう。念導精霊ジーニーたる竜胆先生は言ったという。

『この雨には大国主命の呪詛がたっぷりこもっている』

『随獣やレギオンのような〝つくりものの命〟には……とびきりの毒水となる』

「なるほど」

　衛青はつぶやいた。

「話に聞いた毒水の威力が――これほどだったとは」

　レギオン一〇〇〇騎の密集陣形で、防御結界を展開させていた。にもかかわらず、雨の水分と毒素は結界内部にじわじわと浸透していったのだろう。

　そして、衛青指揮下のケントゥリアらを着々と葬ほうむっていく。

「これがあと半日早く使えていれば……」

　衛青は微苦笑した。

　皇女志緒理の攻勢にも十分対抗できる策、何か考えられたのではないかと。いや。これこそが我が天運の限界なのだろう。

「……昔を思い出しますね」

　騎馬民族・匈きよう奴どとの戦いで、衛青は繰りかえし敵地へ遠征した。

　そこは丈たけの短い草が生えるばかりの草原であったり、飲み水にも困るような砂漠であることが多かった。

　もちろん、今は水気したたる嵐と濃霧のなかを飛んでいる。

　あの乾ききった砂漠地帯との共通点など、皆無であるはずなのだが――

「あの頃もこうして、戦場へ行き着く前に苦労していましたが」

　敵の勢力圏であるため、地理には当然明るくない。

　街道どころか道みち標しるべさえもない。そんななか、兵馬をひきいて匈奴の本拠地をめざす。道に迷うなと言う方が無茶だろう。

「まさか今こん世せいの東京で、似たような目に遭あうとは」

　嵐と濃霧によって進行方向さえも見きわめることはむずかしく、自分たちの軍が今どこにいるのかも判然としない。

　砂漠をさまよっていた頃と同じだ。衛青は苦笑した。

　実際、前世ではこういうこともあった。

　衛青が大将軍として匈奴に決定的な敗北をあたえた戦い。以降の二〇年、漢かんの版はん図とに匈奴が近づくことのなかった〝最後の決戦〟で。

　あのとき衛青は、匈奴王・伊い稚ち斜さ単ぜん于うの軍と正面衝突したのだが――

「まさか友軍が道に迷って、合流できないとは……」

　砂漠を行軍するむずかしさであった。

　別ルートを進み、戦場で合流する予定だった味方部隊がしくじったのである。

　衛青の軍団は孤軍奮闘を強しいられた。

　死力を尽くして、どうにかぎりぎり勝利できた。だが、あのとき失われた兵馬の命は永遠にもどらない。忘れえぬ戦いの記憶であった。

　さて。

　今世での決戦はどのような結末を迎えるか――。




「女皇陛下の力と覚悟、見くびっておった」

　竜胆先生、後悔の一言であった。

「命まで削って、神風を呼び起こすとは。まあ、巫女としてはそこそこの器量を持つようじゃから、これで寿命の半分が削られるなどとはなるまいが……」

「覚悟というよりアレだろう」

　征継はぼそりと言った。

　暴風雨と濃霧のさなか、同じ翼竜に相乗りしている。手た綱づなを取る征継の前に、竜胆先生が陣取ったのである。念導神格イフリート《伏ふく龍りゆう》を皇都に残しての参戦だった。

「アレとは何じゃ？」

「破産寸前に追いつめられた人間が最後の持ち金で豪遊するやつだ。だが案外、そこまで追いつめられたからこそ、女皇陛下のなかで箍たががはずれて――覚醒だか成長だかのきっかけになったのかもしれん」

「たしかにのう」

「それで先生。こういう事態を予想したから、ついてきてくれたのか？」

「まあな」

　球状陣形を組んだレギオン兼かね定さだ、一〇〇〇騎。

　征継と竜胆先生の翼竜は、その中心を飛んでいる。渦巻く雨と乱気流のなか、軍団の現在位置すらもはっきりしない。

　陣形のいちばん外を飛ぶ兼定らは一騎、また一騎とぼろぼろ墜落していく。

　まるで枯れ葉が大木から落ちるときのように。もちろん、この雨に宿る毒素、大国主命の呪詛のせいだった。

　征せい西せい将軍・橘征継の軍勢、すでに二〇〇騎近くが脱落している……。

「おまえたちが出陣する直前、どうにもいやあな気分になってな。二日酔いの朝、酔い醒ましの水を飲む前のように……」

「ということは、だ」

　竜胆先生のたわごとを無視して、征継は言った。

「この厄やつ介かいな嵐を消し去るような術でも、何か使ってくれるのか？」

「無理を言うな。大国主命が五〇年がかりで貯めこんだ代しろ物もの、わしごときの神通力でどうにかなるものか。じゃが」

　和服姿の童女である竜胆先生。

　ボリューム感にとぼしい胸をパンとたたいた。実は先生、ここまでの飛行中ずっと両目をつぶって、ひたすら経きよう文もんを唱えていたのだ。

「こうして渦中に飛びこんだことにより、嵐の素す性じようをどうにか摑むことができた。感謝するのだぞ、橘よ。これから我が《伏龍》の力を借りて、道案内をしてやろう。今のわしは江戸城址の分身と念導力でつながっておる。多少は無茶も効く」

「ほう」

「あとはおまえの兼定どもに底力をふりしぼらせろ。どうにか将門公のもとへたどりつく程度のことはかなおう」

　竜胆先生は空中にウインドウを投射した。

　東京湾の周辺地図だった。黄色い光点で友軍の現在位置が表示されている。秋ヶ瀬立夏・橘初音の軍団はだいぶ東――千葉市方面に流されていた。初音などは海上を通りすぎて、内陸部にまでさまよいこんでいる。

　そして青い点。これは衛青将軍の軍団。

　こちらも千葉方面、浦うら安やす市の沖合あたりに位置していた。

　当の征継の軍団はといえばお台だい場ば地区の臨海都市開発予定地――その上空に赤い点として表示されている。

「……女皇と将門はどこに行った？」

「見よ。あやつら、いつのまにか南へ動いておる」

「たしかに」

　平将門の軍団を意味する紫色の光点。

　それは富ふつ津つ岬みさきよりもわずかに西の海上にともっていた。

　房ぼう総そう半島より東京湾に突き出した富津岬。ここまでがいわゆる内湾であり、水深も比較的浅い。ここから先は外湾だとされる――。

「やはり将門と零式どもは」

　征継はつぶやいた。

「嵐のなかでも自由に動きまわれるようだな。俺たちの軍団が毒にやられて、さらに数を減らすまで、ああして時間稼ぎをするつもりなのだろう」

「気の利きかない将門公と世間知らずの女皇陛下がそこまで策を練るか」

　竜胆先生が眉をひそめた。

「人間、追いつめられると変わるものじゃのう。だったら橘よ。友軍のところまで、わしが誘導してやるぞ？」

「合流にたいして意味はない」

　せっかくの申し出。しかし、征継はかぶりを振った。

「俺たちの兵はただ飛ぶだけで死んでいく。女皇陛下と将門は、待つ時間をもうすこし延ばせばいいだけだ。それだけで俺たちは自滅するぞ」

「ううむ」

　口くち惜おしそうな竜胆先生へ、征継はさらにつづけた。

「あちらがもうすこし切れ者なら、いずれ積極的に仕掛けてくるかもしれん。敵に各個撃破を狙う甲か斐い性しようがあれば、今の俺たちは格好の獲え物ものだからな。ばらばらに散っている軍団を順じゆん繰ぐりに襲っていけばいい」

「女皇陛下と将門公がそこまでやると？」

「おそらくは〝ない〟な」

　霊力・神秘のことをのぞけば、敵の『手の内』はほぼ読めている。

　征継は予言者のごとく言い切った。

「いくら成長いちじるしいと言っても、あちらに軍略の素養がないことに変わりはない。そこまで気を利かせるとは考えにくい。……惜しいな」

「なに？」

　怪け訝げんそうな竜胆先生と相乗りしながら、はっきり征継は言った。

「むしろ各個撃破に出てくれる方が好都合だった」

　未熟な敵だからこそ、罠わなにはめにくい。そういうこともあるのだ。

　逆に、戦いに慣れた好戦的な相手は〝はめやすい〟。もちろんリチャード獅子心王のごとく野性の本能で裏をかいてくる敵はいるが、あくまで少数派だ。

　さて、戦場の歩き方も知らない相手を落とし穴に誘導するには――

「賭けに出てみるか」

　ぼそりと征継はつぶやいた。

　個人的には、成算があるように思える。しかし、確証はなかった。僚りよう友ゆう・同盟者らと連絡を取り合えない状況下で試す手ではない――などと。

　いにしえの世より甦りし武人は考えない。

　博打ばくち、大いに結構。

　そもそも戦場で覇を競う将軍など、賭博師と同種の人間だろう。

　国の行く末、国家の存亡がかかった一戦で平然と博打を打てるろくでなしだからこそ、自分たちは名将などと呼ばれる存在になったのである。

「全軍、出力を上げろ」

　すでに七〇〇騎近くへ減じていた兼定たちへ、征継は命じた。

「南へ針路を取る。全力で平将門の軍へ接近。強襲する。もちろん俺たちだけでだ。友軍の合流を待つつもりはない。竜胆先生、道案内をよろしく頼む」
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　戦略的縦じゆう深しんを増大させる――。

　などという軍事畑の言いまわし、照てる姫ひめが知るよしもない。しかし、この夜。彼女が選んだ戦法はまさにこれだった。

　要は『敵軍を長く移動させることで、より多くの消しよう耗もうを強しいる』のである。

「この不思議な雨は……」

　大おお国くに主ぬしの命みことの呪じゆ詛そを借りて、暴風雨を呼びこんだ直後。

　照姫はすぐに気づいた。

　今、降りしきる豪雨の粒はレギオンさえも殺あやめる毒であると。

　しかし、平たいらの将まさ門かどとレギオン〝零れい式しき〟はもともと大国主命が復活させた存在。彼らにとっては産うぶ湯ゆのようなものである。

　たとえ暴風雨の渦中でも、一切の不都合なく活動できる――。

「大国主の御神よ、ありがとうございます。……将門さま。軍団をすこし後方へ下がらせましょう。志し緒お理りさまの手勢、時が経たてば勝手に弱っていくはずです」

　照姫は深く考えることもなく、そう告げた。

　深夜の東京湾上空で、物言わぬ近衛このえ大将が操る翼竜にまたがっていた。甦よみがえらせた零式一二〇〇騎も共にいる。

　肉体はひどく消耗し、すぐうしろの平将門によりかかっている。

　だが、すこしも眠くない。興奮と高こう揚よう感のためだろう。そして照姫の意を受け、近衛軍団は南に向けて移動していった……。

「ふふふふ。あの者たちがばらばらになっております」

　この嵐のなかで起きる事象、照姫には全て把握できる。

　敵軍の現在位置と規模もだ。風と雨がうずまく東京湾の一帯に、零式たちをのぞけば四つの軍団が点在している。

　うち二つはかなりの兵力を擁ようしていそうだった。

　それぞれ東京湾の羽田空港付近、浦うら安やす付近にいる。この二軍団が合流すれば、零式一二〇〇騎と同等の規模になりそうな……。

「将門さま。あの者たちがもっと弱ったところで攻撃いたしましょう」

「……南な無む」

　消極的な戦法だと自覚もないまま照姫は要請し、平将門もあっさり賛同する。

（これが念導神格イフリートとやらの扱い方、なのでしょうか？）

　照姫はなんとなく気づきはじめていた。

　結局、これが大だい怨おん霊りよう・平将門の〝正しい使い方〟なのである。口くち惜おしいが、そこは衛えい青せい将軍の喝かつ破ぱしたとおりであった。

「あの者と橘たちばな将軍、やはり女じよ皇おう直じき参さんの将として飼ってあげることにしましょう。もちろん、すこし懲こらしめたあとで……」

　後日、あの者らに必ず女皇の度量を知らしめる。

　それを想像して、胸躍おどらせたときだった。

　羽田近くにいた軍団が高速で動きはじめたのである。富ふつ津つ沖に陣取った照姫と平将門の零式一二〇〇騎めがけて、ぐんぐんと。

「まあ。わたくしたちの雨風を浴びるだけでレギオンは弱るというのに」

　照姫は妖あやしく笑った。

　惨劇を予感して、暗い愉ゆ悦えつがこみあげてきたのである。

「まして、風に逆らって飛んだりしたら……。わたくしどものところへたどりつくまでに、どれだけの兵が力尽きてしまうでしょう？」

　くすくす笑って、照姫は通達した。

「飛んで火に入る夏の虫とは、こういう輩やからのことなのですね。将門さま、あの者たちを存分にもてなしてあげましょう」




　死を招く暴風豪雨が満ちる空――。

　女皇照姫に直ちよく率そつされた零式軍団とついに遭遇を果たした空域は、まさに東京湾のどまんなかであった。

　征まさ継つぐと同じ翼竜に相乗りする竜りん胆どう先生いわく、

「北緯三五度、東経一三九度というところじゃな」

「と言われても、さっぱり見当がつかん」

「東に七、八キロも飛べば、千葉の富津市あたりよ」

「なるほど」

　うなずく征継だが、指揮下の兼かね定さだは早くも半数近くに減っている。

　一〇〇〇騎いた軍団は現在、五八三騎。ここへ来るまでの間に四〇〇騎以上が脱落し、東京湾の海中に沈んでしまった。

　そして、風と雨と濃のう霧むが視界を塗りつぶすなか、遭遇戦がはじまる。

　――ファーストコンタクトは唐突だった。霧きりのヴェールを斬きり裂いて、熱線の雨が前方より襲ってきたのである。

　球状陣形を組んだ兼定五八三騎へ、集中砲火が降りそそぐ。

「来たぞ、零式どもが！　やはり一二〇〇騎、きれいに揃そろっておる！」

「海の底から引きあげた再生品にしては、活いきがいいな」

　熱線の雨はまさしく〝どしゃ降り〟であった。

　これに撃ち抜かれて、球状陣形の外側にいた兼定がばたばたと墜落していく。

　今度は毒水のせいではない。尚、征継たちは『球』の中心におり、数百騎の兼定とその防御結界が盾たてとなってくれるため、今のところ安全だった。

　だが、戦場と集中砲火の熱気がびりびりと生々しく伝わってくる。

　しかも、程なくして――

　一千騎超の零式たちは半円の形『（』に陣形を組んで、球状に寄り集まった兼定約五百騎を半包囲してしまったのである。

　その状態で兼定の球状陣形から五〇〇メートルほど距離を置き、斉射をつづける。

　おそらく、将門なり女皇なりの意志で形成させた陣形ではない。

「子供にサッカーをやらせたら、ボールにばかり人が集まるというやつだな。まわりはスペースばかりだというのに、誰もパスをつなごうとはしない」

　征継はつぶやいた。幼稚な戦法なのである。

　しかし、今回に限ってはそれがいい。女皇側の方が物量で勝るうえに士気も高く、地の利を得た形なのである。

　配下の兼定たちも必死で撃ちかえしてるが、効果的とは言えない。

　現在、零式一一八八騎に対し、兼定は早くも五一九騎へと減少していた。

「おお!?」

　竜胆先生が驚いた。

　やにわに、半円陣形を組んだ零式軍団から五、六騎ほど飛び出してきて、防戦一方の兼定たちへ接近戦を仕掛けたのである。

　熱線ではなく、銃じゆう槍そうの刃やいばで雄お々おしく斬りこんでくる！

　手足を引っこめた亀よろしく球状に縮こまった征継軍団を嘲あざ笑わらうかのような、英雄的な特攻であった。

　当然、兼定たちも懸命な熱線連射で弾だん幕まくを張っている。

　しかし、装甲が薄いために打たれ弱い零式たちは――最大の特長である加速と機動性にまかせて弾幕をかいくぐってきたのだ！

　すかさず征継は言った。

「各員、状況に応じて抜ばつ刀とうを許可する」

　ごく局地的ではあったが、白兵戦がはじまった。

　ガ――ッ！　ガ――ッ！　ガ――ッ！

　ガ――ッ！　ガ――ッ！　ガ――ッ！

　特攻してきた数騎の零式が銃槍の刃を振るう。それを迎え撃つ側の兼定は武装を銘めい刀とう・和泉いずみの守かみ兼定に変えて、土ひじ方かた歳とし三ぞうの剣技ではじき返そうとする。

　しかし、ことごとく失敗した。

　カーキ色の旧帝國軍レギオンは疾しつ風ぷうのごとく刃を振りまわして、赤紫色のサムライをやすやすと斬り刻み、つらぬき殺した。

　兼定たちが繰り出す天てん然ねん理り心しん流りゆうよりも、零式の動きが単純に速いのだ！

「やはり、疲れているな」

　征継は淡々と言った。

　毒水の宿る暴風雨は、レギオンの動きを緩かん慢まんにしていく。

　そのうえ、途中から兼定たちの出力を全開にさせて、先を急がせた。征継の軍団はかなり霊れい液えきを消耗しているのだ。

　およそ二〇時間近く前、二倍の零式軍団を相手に圧勝してみせた。

　だが、同じ軍団、同じ指揮官であっても、これだけ疲ひ弊へいしていては勝利の再現など望むべくもない――。

　いつものように戦闘中の補給ができれば、大いに助かる局面であった。

「初はつ音ねか立りつ夏かどのと合流できれば、よかったんだが」

　この嵐のなかでは、それもかなわない。

　まあ、今はあるものでどうにかするのみだと頭を切りかえたとき。

「……んっ。く――っ」

　急に、竜胆先生が苦しげにうめいた。

　同じ翼竜の鞍くらに彼女はまたがっている。また征継の右手は竜の手た綱づなをにぎっていたが、左手の方は竜胆先生の腹部を片手で押さえて、引きよせていた。

　たとえ重度の呑のん兵べ衛えでも、姿形は少女そのものなのだ。

　幼く華きや奢しやな肢し体たいが竜から落ちないように――という配慮であったのだが。おかげで征継と竜胆先生、ずいぶんと密着していた。

　おたがいの衣服越しではあったが、幼い肢体の体温が伝わってくる。

「ううっ、橘よ。おまえ、まさか、わしの体から力を……」

「先生？」

　竜胆先生の体がぐったりとして、すぐうしろの征継に体重をあずけてくる。

　きれいに結いあげた髪の匂においを間近でかぐことになった。上質の大だい吟ぎん醸じよう酒しゆにも似た甘い匂いが鼻腔をくすぐる。

「驚いた」

　はぁはぁと息を荒らげる竜胆先生の耳に、征継はささやきかけた。

「俺の武ぶ勲くん、念導精霊ジーニーの先生にも効き目があるのだな」

「う……ぅっ。おまえが夜な夜な姫たちと繰りかえしているのはこれだったのか。くぅっ。全身から力が抜ける。は、早くやめよ、橘っ」

　竜胆先生は必死にうしろへ目を向けて、懇こん願がんしてきた。

　いきなり未知の感覚に襲われて、動転しているようにも思える。そして、どこか陶とう然ぜんとしているようにも見える。

「しかしだな」

　征継はぼそりと言った。

「こうして、できないと思っていたことができるとわかった以上――是非、先生にも協力をおねがいしたいのだが。頼む。俺に霊液を分けてくれ」

「ううううっ。わしの霊気は《伏ふく龍りゆう》の神格がたくわえしもの」

　竜胆先生は言った。

「いわば日本国の財産であり、勝手にくれてやるわけには……！」

「そんな殊しゆ勝しような言いわけ、先生らしくもない」

「ん……く――っ。は、白状すると、酒も呑のまずにこんな酩めい酊ていを味わったのは初めてで、できればまたの機会にあらためて――」

「ここで勝つためには、今、先生の力が必要なんだ」

「それを言われると、ん――んんんんんっ！」

　ついに先生が感きわまったらしく、翼竜の鞍あん上じようで体を『く』の字に折ってしまった。

　何かを必死で堪こらえるさまがとにかく愛らしい。竜胆先生のこんな表情、今まで見たこともなかったし、見ることになるとも思っていなかった。

　その意外性に心を打たれて、征継はすっと手をのばした。

　和服をまとう童女の体をうしろから抱きよせて、そのかぼそいうなじに口づけする。

「ふわっ!?」

「もしもいやだと思う気持ちがすこしでもあるなら、振りはらってくれてかまわない」

「そ……そんなことを言える状況でないこと、も、もちろん、わしもわかっておる」

「前言を撤回しよう。勝つために必要とか、今はどうでもいい。俺が大切にしたいのは、先生にその気があるかどうかだ」

「そ、その気!?」

「俺を受け入れてくれるという気持ちだな」

「い、いや、これでも齢よわい一〇〇を超す身としては、い、今さら小娘のようなことをがたがた申すつもりはないのじゃが！　おまえの方はわかっておるのか？　わしはまったく人間ではないうえに、この体も造りものに過ぎず――」

「なんだ、そんなことか」

　どうにかして否定的な材料を挙げようとする竜胆先生。
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　そんな念導精霊ジーニーに対して、征継はあっさり・はっきりと告げた。

「相手が魅力的な女によ人にんであれば、角が生えていようが、羽根が生えていようが、俺はまったく気にしない」

「すこしは気にせよ――ん、くっ。んんんんんっ！」

　翼竜の鞍上で、ぐっと強く抱きすくめる。

　竜胆先生は洩もれそうになる声を懸命に堪えようとするのだが、上手うまくはいかない。

　そのけなげさがいつものだらしない呑兵衛ぶりとは大ちがいで、ひどく可愛らしかった。征継の冷え切った体に、熱い霊液のエッセンスが流れこんでくる。

　――これで兼定たちにも、わずかだが力を分けてやれる。

　しかし、もちろん急場しのぎだった。

　このピンチを千せん載ざい一いち遇ぐうの好機に変えられるかは、あの男の決断にかかっているのだ。




「運気が……動く」

　衛青は兆きざしを察知した。

　濃霧と風雨がうずまく空を、およそ七〇〇騎にまで減じたケントゥリアと共に前へ進んでいた。しかし、現在位置も進んでいる方向さえも判然としていなかったのだが。

　大将軍・衛青の武勲が自おのずと発動していた。

　漠ばく然ぜんと『己おのれの運気が変わりそうな方位』を感じとる能力が。

　吉凶、中ちゆう庸よう、どこへ転ぶかはわからない。だが、そこへ向けて軍を動かせば、何かが必ず変わる。その確信が心に浮かんでいた。

「おそらく……誰かが女皇陛下の軍団と、戦闘を開始したのでしょう」

　それしか考えられない。

　そして、おそらくは橘征継――彼の軍団が。

　どうにかして女皇照姫の位置を探り出し、暴風暴雨も乗り越えて、そこへ強引にレギオンを行軍させる。いかにも彼らしい戦いぶりだった。

　では、そこに衛青の軍団が向かえば、何ができる？




　一　女皇に協力し、橘征継を討ち滅ぼす。

　二　橘征継に協力し、女皇と平将門の軍を征圧する。

　三　まず橘征継を撃破して、しかるのち女皇照姫の身み柄がらを拘束。衛青将軍の主導による日本国支配の足がかりとする――。




　いくつかの案を思い浮かべてから、衛青はふっと笑った。

「全軍に通達。針路を変えます」

　軽やかに命令を発する。

　数十分後。

　衛青の軍団は武勲《亢こう竜りゆう有ゆう悔かい》の感覚に導かれて直進し、一〇〇〇騎を越える零式たちがひたすら防戦に励む橘征継の軍を追いつめている――。

　そういう局面の空域へと躍り出た。

　レギオン〝兼定〟は四三〇騎になりながらもしっかり球状陣形と秩序を維持し、防御戦をよくこなしていた。

　これは――救援が駆けつけることを前提とした用兵だ。

「最初から当てにされていたとは」

　衛青は苦笑いして、ここまで連れてきたケントゥリアたちに声をかけた。

「今回、我が軍はあの零式たちを当座の敵とします。これより敵背はい面めんへ全力移動。その後は半月の陣形に移行し、敵殲せん滅めつを開始。かかりなさい」

　この采配はまちがいなく〝王手〟になる。

　衛青は確信していた。そして一時間も経たたないうちに、それが真実であったと自みずからの手で証明するのである。








終章












　　　　　　　　　１




　いにしえの戦場では、騎兵は特別な兵種であった。

　颯さつ爽そうと馬にまたがり、雄お々おしく戦場を駆ける。その見み栄ばえのよさが理由の第一だろう。しかも、軍馬は畜獣のなかでもとりわけ高価であった。

　ゆえに騎兵は戦場の華。

　しかし、その真価を本当の意味で使いこなせた将しよう帥すいはすくない。

　騎兵の真価――

　それは歩兵・弓兵・砲兵を圧倒的にしのぐ『機動力』である。

　真の名将たちは、騎兵を縦じゆう横おう無む尽じんに走らせる。マケドニアのアレクサンドロス大王然しかり、古代ローマの敵ハンニバル・バラカ然り。

　極言すると、敵の側面や背はい面めんを突くためだった。

　方陣など防御に適した密集陣形を組んだ敵軍に真正面から襲いかかっても、意外としのがれてしまうのだ。

　それは、攻撃側が機動力と打撃力を併せ持つ重装騎兵であっても同じだった。

　だが言うは易やすし。実行には困難がつきまとう。

　だから、たとえばこんな手を使う。……敵本隊を歩兵部隊の方陣でひきつける。そうして時間を稼かせいでいる間に騎兵を走らせ、同兵種の敵騎兵を撃破。そのまま騎兵を敵本隊の背面に移動させて、歩兵部隊との挟きよう撃げきを図る――などだ。

　そこまでの絵図を血煙舞う戦場で描いてみせて、はじめて名将たりうる。

　今回、橘たちばな征まさ継つぐは自軍を突出させて、囮おとりとした。

　結果として生まれる勝機に、衛えい青せい将軍ならば気づくと信じて。

　己おのれが進出すべき方位を感じ取れるという武ぶ勲くん《亢こう竜りゆう有ゆう悔かい》ならば、濃のう霧むと暴風雨のなかでも進むべき方角を見み出いだせると信じて。

　期待どおりに衛青は駆けつけた。

　そしてケントゥリア六八〇騎を零れい式しき一〇〇〇騎の後こう背はいに展開させて、これまで耐え忍ぶばかりだった兼かね定さだたちの生きのこり四〇二騎と連動。近衛このえ大将・平たいらの将まさ門かどの軍を一方的に打ち破ったのである。




「よくもあんな博打ばくちをしたものですね、征継どのは」

「何か問題でも？　俺の読みどおりに衛将軍は来てくれた」

「ああいう作戦は、事前に打ち合わせをしておくものです」

「仕方がないだろう。あの嵐のせいで伝令も飛ばせなかったのだから。待ち合わせの約束などできるものか」

「でしたら、そもそも作戦自体がまちがっていたのではないかと」

　衛青将軍と征継のやりとりだった。

　……雨がやみつつある。

　両軍の連携によって零式軍団を追いこんでいくうちに、暴風暴雨もだんだんと弱まってきたのだ。今は小こ雨さめ程度だ。霧きりもだいぶうすれた。

　おかげで翼竜を飛ばして、衛青とも空中で落ち合えたわけだが。

　なぜ雨風が弱まったのか？　征継は首をかしげた。

「大おお国くに主ぬしの命みことの怨うらみつらみとやらも、種切れになったのか？」

「い、いや。五〇年分の怒りと呪じゆ詛そがそうかんたんに晴れるものか」

　竜りん胆どう先生が答えてくれた。

「大方、女じよ皇おう陛下の平常心が乱れて、〝神風の術〟を保てなくなったのじゃろう……」

「この戦闘で負けが込んできたからか」

「お……おそらくな」

　同じ竜に相乗りしているというのに、先生はずっとうつむいていた。気恥ずかしそうにして、征継の方をかたくなに向こうとしない。

　ともあれ視界はひさしぶりに良好だった。だから征継はすぐに気づいた。

　敗色濃厚な零式たちより、一匹の翼竜が離れていく。

　抜群の視力を誇る征継には、人影がふたつ乗っていたように見えた。おそらくは平将門と女皇照てる姫ひめ――。

　翼竜は東京湾洋上の小島に降りていった。

　ならばと征継たちも追いかける。めざす小島に降り立つと、衛青将軍といっしょにすぐさま翼竜から降りた。

　しかし、征継に霊れい液えきを分けあたえたせいで、竜胆先生は疲労困こん憊ぱいしている。

「ここですこし待っていろ」

「う、うむ。気を……つけるのだぞ」

　先生は柄がらにもなく、やさしい言葉で見送ってくれた。

　……征継と衛青将軍は奇妙な小島を歩き出した。そこは人工島であった。浅瀬にコンクリートで造ったものだ。

　海鳥の巣になりそうな場所だが、一羽もいない。

　空に鳴りひびく戦闘の喧けん噪そうのせいで、逃げ出したのかもしれない。

「何なのですか、この島は？」

「竜胆先生いわく、大日本帝國の時代に日本軍が造ったものらしい。東京湾に侵入してくるであろう敵を迎撃する拠点として。ここのほかにもいくつかあるそうだぞ」

　面積としては、一般の鎮ちん守じゆ府ふと同程度だ。

　ただし、ここにあったという砲台や倉庫、兵舎などはとっくの昔に撤去され、更地になっている。見晴らしのよさは抜群だった。

　おかげで、一〇〇メートルほど先にいる女皇と近衛大将も丸見えだった。

「ま、将門さま！」

「南な無む……」

　恐怖と怒りのせいか、照姫は顔を引きつらせていた。

　そして、近衛大将が念仏を唱えると、彼の背後で七名もの人間がぼこぼこと地面より生えてきた。皆、皇国日本軍の黒い軍服を着て、軍刀を佩はいている。しかも全員の顔がひどく青ざめていて、まさに死相であった。

　平将門が直属の騎き士し侯こうとして蘇生させた――七騎の亡者たち。

　彼らは一斉に抜ばつ刀とうした。

　東京湾洋上の夜よ更ふけ。空を埋め尽くしていた雲もついに晴れた。

　月が明るい。その光を受けて、七騎のかまえる軍刀が妖あやしい輝きを宿す。女皇と平将門を守る構えであった。

「衛将軍はこれを使え」

　征継は和いずみの泉かみ守兼定を鞘さやごとつかんで、隣となりに投げわたした。

　日本国の銘めい刀とう。それを衛青将軍は慣れた手つきで引き抜いた。青い長ちよう袍ほうをまとうのみで、まったくの丸腰だったのだ。

「ありがたい差し入れですが、征継どのの武器は？」

「大丈夫だ。ほかに借りる当てがある」

「なるほど」
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「それと衛将軍。貸したひきかえにというつもりはないが、先せん鋒ぽうを頼んでもいいか？　その方が手っ取り早く済ませられる」

「頼もしいお言葉です。ならば仰おおせのとおりに」

　打てば響くとはこのことか。

　すくない言葉のやりとりだけで段取りがかたづいていく。

　やはり衛青将軍に指摘されたとおり、ふたりの間に文化・思考・方法論の面で相通じる何かがあるから、なのだろうか。

　そもそも兵の扱い方にしてもそうだ。

　征継も、衛青将軍も、軍団をダイナミックに動かす前提で考える。

　より多数の兵士が必要になったら、不足分を余所よそから動かしてくればいい。

　移動・集結のタイミングをまちがえなければ、総合兵力で勝る敵国が相手でも、そうやって渡り合うことができる。

　これは機動力に優れた軍をひきいてきたからこそ、身につく思考法であった。

　たとえば全ての兵士が騎兵のみで構成される騎馬民族の征服軍。あるいは、それに対抗すべく結成された精鋭騎兵集団など――。

　橘征継と衛青、ふたりは機動戦術の申し子たちなのだ。

「……往いきます」

　衛青将軍がささやいた。

　和泉守兼定を手に、軽やかに飛び出す。その先では死して甦りし七騎と、孫まご六ろく兼かね元もとを抜刀した平将門が待ちかまえていた。

　漢かん帝国の大将軍はを大げさに剣を振りまわし、敵八名を牽制する。

　……七騎のひとりが斬りかかってきた。

　それを衛青将軍は和泉守兼定の峰ではじき、返す刀を敵の肩口に打ち込む。死人の左肩はぱっくりと開いた。が、さすが死し人びと。紅あかい鮮血は流れず、霊液とおぼしき青い液体がほとばしり出る――。

　その間に、衛青将軍はあざやかな足さばきでななめ前へと動く。

　一瞬前まで名将がいた空間に、べつの亡者が軍刀による両手突きをたたきこんだ。もちろん衛青将軍の体はもうそこにはない。

　多対一では、できるかぎり動きつづけることが肝要。

　それを熟知する戦士の動きであった。衛青将軍、武芸でも非凡なのだ。

　しかし、そんな彼の背後にいつのまにか魔人・平将門がまわりこんでいた。いよいよ関せきの孫六兼元を振りあげる。

　だが、征継の準備もすでに万端だった。

「血盟の友よ、おまえの武勲をふたたび借りるぞ」

　前世・今世を問わず、絆きずなで結ばれた友と武勲を貸し借りする。黒王子エドワードとの決戦以来となる――橘征継、第二の武勲発動だった。

　征継の左手ゆんでに、短い弓が忽こつ然ぜんと現れた。

　細い木の板と山羊やぎの腱けんを貼り合わせており、かなりの強ごう弓きゆうだった。

　しかし、かつての友はこれをやすやすと使いこなす神しん箭せんの射しや手しゆ――。その武ぶ勲くんを借りて、無造作に右め手てで弦つるを引く。

　この手のなかに、今度は青い光の矢が現れる。

「おまえたちに、弓の神技を見せてやろう」

　征継は宣言するや、わずか二秒のうちに八連射をしてみせた。

　光の矢を撃つ。次の矢が出現する。また撃つ。また次の矢が出現――これを目にも止まらぬ早はや業わざで八度繰りかえしたのである。

　死して甦よみがえりし七騎は全員、頸くびを射い貫ぬかれて、どうと倒れていった。

　また平将門は、銘刀を持つ両手の片方――左の手首をみごと射貫かれてしまった。だが、さすが魔人、残る右手のみで関の孫六を振りまわそうとしたのだが。

「御免」

　今度は衛青将軍が和泉守兼定を振るい、右手首の方を斬り落とす。

　孫六兼元ごと平将門の手が落ちていった。そうして抵抗手段を奪ったうえで、衛青は切っ先を魔人の顔に突きつけた。

　ただし、降伏勧告をする相手は敵の背後に守られた女君主である。

「女皇陛下。抵抗をやめよと将門どのにお命じください。近衛大将どのがいくら妖あやかしの類たぐいであっても、この刀も由ゆい緒しよある宝刀のようですので――」

「ああ。魔物が相手でもそれなりに霊れい験げんはあるだろう」

　征継も口添えする。女皇は口くち惜おしげに吐き捨てた。

「く……っ。将門さま！」

　平将門の全身が『ふっ』と地面に吸いこまれていく。

　また湧いてきたら即座に射貫く心づもりで、征継は目配りすることにした。一方、衛青将軍は和泉守兼定を手に、女皇へ近づいていく。

「わたくしを皇こう城じようへ連れもどすつもりですか!?」

　照姫は憎々しげに衛青将軍をにらんでいた。

「あなたさえ志し緒お理りさまの側に荷か担たんしなければ、今頃……！」

「それが陛下ご自身と……日本国のためであろうと考えたのです。陛下。今回、将門どのは生来の猛気を抑え切れず、勢いあまって女皇陛下を皇城より拉ら致ちし奉たてまつるという暴挙をしでかしてしまいましたが――」

　魔人が消えたあたりの地面をちらりと見て、衛青は言った。

「将門どのは皇こう都と防衛のために欠くべからざる希け有うな人材。王者の仁じん慈じを以もつて、大たい赦しやを賜たまわりたく存じます。臣の嘆たん願がん、どうかお聞きねがえますか？」

「……？」

　いきなり衛青にうやうやしく懇願されて、照姫は怪け訝げんそうに眉をひそめた。

　彼がなぜ平将門の減刑を願うのか、まったく呑のみこめないのだろう。そんな少女を漢帝国の大将軍は涼やかに見つめて、ぼそりと付け足した。

「……そういうことにしておく方が全て丸く収まります」

「!?」

「軽挙妄動が過ぎたとはいえ、陛下も近衛大将どのも異能の逸いつ材ざいであると誰の目にも明らかになりました。志緒理殿下は賢い御方です。そのような人材を国事より排除すること、今の皇こう国こく日本には過ぎた贅ぜい沢たくであると必ず思われるでしょう」

「…………」

「臥が薪しん嘗しよう胆たんに努めていれば、いずれ時が来ることもございましょう」

「……………………え、衛青将軍の申しよう、実にもっともであるとわたくしも思います。今は未み曾ぞ有うの国難のさなか。そなたの言うとおり、将門さまの罪一等を減じるべきかもしれませんね。急ぎ皇城にもどり――志緒理さまとも話し合ってみましょう！」

「恐れいります」

　ぎこちなく国主らしい物言いをした照姫へ、衛青は仰ぎよう々ぎようしく頭こうべを垂れた。

　これは処世術の教授であり、またある意味で帝王学の指し南なんでもあった。衛青将軍は未熟な女皇に大人の意見を諭さとして、譲歩を引き出したのである。

　しかし。

　譲歩と妥だ協きようを覚えたとはいえ、女皇は憤ふん懣まんやるかたない様子だった。

　機嫌の悪い彼女を苦笑気味に眺めてから、衛青将軍は征継の方にやってきた。小声でささやきかけてくる。

「余よ所そ者ものの分際で、余計なことを言ってしまいましたね」

「いや。衛将軍の心こころ遣づかいには感謝する。うちの姫や俺あたりが同じことを言っても、おそらく聞き入れてもらえなかった」

　ぼそりと言ってから、征継は話題を変えた。

「やはり、今のが衛将軍の〝後悔〟だったのかもな」

「……どういう意味でしょう？」

「実はずっと気になっていた。衛将軍は野心だの覇は権けんだのが後悔のタネだと言う割に、今の世でもずいぶん殊しゆ勝しようだからな」

「殊勝、ですか」

「前にも言ったが衛青将軍の本音は――好き放題にやっている暴君相手に、説教や諫かん言げんのひとつもしてやりたいというところかもしれんと。そう思っただけだ」

「…………」

「俺が衛将軍の立場なら、もっと手段を選ばずに成り上がってみせるぞ」

「はははは」

　感じたことをそのまま口にしたら、衛青に苦笑いをされた。

「生まれたときからの奴隷根性がいまだに抜けきっていないのかもしれませんね。ただ……それはそれとして」

　かつて位くらい人じん臣しんを極めた男はおもむろに言った。

「今回、いいように状況をかき回した余所者への処罰が残っております。カエサル公へ引きわたすなり、死罪をあたえるなり、どうかお好きなように――」

　自分自身の断罪を願う言葉であった。

　もしかしたら、華麗なる衛一族の無惨な末まつ路ろを知って以来、死という結末をずっと心のどこかで求めていたのかもしれない。しかし。

　征継には確信があった。

　これほどの男を無為に死なせるような愚行、橘征継の主君がするはずもないと。
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　一二月二六日、早朝六時頃。

　ついに、藤ふじの宮みや志し緒お理りは目を覚ました。それを聞いて、すぐに報告へ駆けつけたのは東海道総そう督とく・秋あきヶが瀬せ立りつ夏かであった。

　皇こう城じよう・奥宮殿の一室で、姫ふたりは向き合う。

「そうですか。衛えい青せい将軍がそのような申し出を……」

「はい。皇こう女じよ殿下がどのようなお答えをされるかはわかるつもりでおりましたので、私の一存で返答しようかとも考えましたが」

　うなずく志緒理へ、立夏がいたずらっぽくウインクしてきた。

「どうにか越権行為の誘惑に打ち勝ちました」

「ふふふふ」

　女おんな騎き士し侯こうの冗談に、志緒理はくすくす微笑む。

　朝早いが、ふたりともしっかり身支度をととのえていた。

　立夏は黒い将校用の軍服姿。志緒理の方もブラウスにスカートと私服ではあるが、隙すきのない格好だ。化粧も終えている。

　しばらくは休む暇ひまもない――。その自覚があるからこそだった。

「では、わたくしどもの総意を衛青将軍にお伝えしてください。来きたる決戦にそなえて、われら〝皇こう軍ぐん〟の客将としてお迎えしたい。それが条件であると」

「かしこまりました」

「征まさ継つぐさまと合わせて、これでようやく飛車角がそろった形になりますね」

「われわれも皇軍として、いよいよ錦にしきの旗を飾れます」

　くすり、にやりと笑みを交わす。

　腹黒い皇女と切れ者の将しよう家け令嬢が結けつ託たくして、天下取りに挑んだ。女じよ皇おうの身み柄がらを押さえたことで、ほぼ成功したも同然だった。

　それゆえの笑み。しかし、ここはまだ通過点に過ぎない。

「あら？」

　志緒理の足下に、随ずい獣じゆうの管くだ狐ぎつねが転移してきた。

　きゅうきゅうと可愛い声で鳴いている。伝令文を運んできたのだ。小型随獣が念ねん導どう力りきで投射したウインドウを見て、志緒理はさらに微笑んだ。

　麗うるわしき皇女殿下としてではなく、機き略りやく縦じゆう横おうの策士として。

「エドワード王子からです。先ほど京都からの積み荷がとどいたと」

「写真付きですか」

　伝令文に添付されていた画像。

　それは自動車の後部座席を映したとおぼしきものだった。

　初老の男がひとり、シートにもたれて眠りこけている。立夏と同じく将校の黒い軍服を着ており、起きてさえいれば、なかなか貫かん禄ろくがあるはずの人物だった。

　彼の名前は――志緒理がそれを口にした。

「畿き内ない総督・出海いずみ典てん膳ぜんさま。京都に残してきたのはあくまで影武者、こちらが本物であるとエドワード王子のお墨付きです」

「事前準備としては、もう十分かもしれませんね」

「ええ。そろそろカエサル公と日本駐ちゆう留りゆうローマ軍に――わたくしども皇こう国こく日本からの挑戦状をたたきつけましょう」

　凱がい旋せんを果たした皇女と、将家令嬢の密談であった。
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「なるほど。東京の揉もめごともかたづいたわけか」

　報告を受けて、ユリウス・カエサルは言った。

　関東地方のローマ軍関連施設。基地だけではない。補給用の倉庫・工こう廠しようや、上級士官らが常駐する事務所まで、各地に点在している。

　東京の現状況について、京都まで細かな報告を送る情報源ともなる……。

　現在地は京都市の中心部。

　二に条じよう城じよう前の広場で、オープンカーの後部座席に体をあずけている。

　これから数百騎のケントゥリアをひきつれて、市内をパレードよろしく練りあるくつもりなのだ。勝者の特権である。

　隣にすわる参さん謀ぼうへ、カエサルは訊たずねた。

「で、皇こう城じようの方から何か連絡はあったかね？」

「ええ。……ここ数日のトラブルは近衛このえ大将・平たいらの将まさ門かどの乱心によって引きおこされたものなれど、一応の収束に成功。されど詳細は目下のところ調査中にて、報告はしばしお待ちあれ――てな感じです」

　ヤン参謀の回答だった。

「志し緒お理り殿下と東海道が皇城をぶんどったこともやんわりオブラートにつつんで説明してましたが、ま、聞かなくてもいいですよね？」

「ああ。衛えい青せい将軍の件は？」

「その辺については、今のところ言及なしです」

「ふうむ。志緒理や女じよ皇おうから私に宛てた恋こい文ぶみがないのも気になるが……いちばんの問題は、あちらにまともな説明をする気がないという点だな」

　カエサルは肩をすくめた。

「なんともきなくさいことだ」

「でも閣下。そのくささに気づいていながら、今まで放置してきたわけでしょう？　やっぱり関東に残してきたローマ軍団を動かして、志緒理殿下のもくろみを妨害させても――よかったんじゃないですか？」

「はははは」

　智略よりも、念ねん導どう術じゆつや情報通なところを買って、ヤン参謀を直属とした。

　彼の意見を軽く聞きながして、カエサルは言った。

「向こうに残してきた戦力……騎き士し侯こう二〇名弱、ケントゥリア約一二〇〇騎か。その戦力では、せいぜい状況をかきまわす程度が関の山だろう」

「そりゃあ、たしかに」

「彼らを動かすのはもうすこし先だ。それまで〝寝たふり〟をさせておこう」

「寝たふり、ですか？」

「ああ。大至急、極秘の伝令を関東に送りこんでくれ。文面は今から口こう述じゆつする。あと伝令の送り先に――関東将家の騎士たちも入れたい」

　今頃、東京の皇城では新政権発足に向けて大忙しだろう。

　その中核にいるはずの皇女志緒理は特に。これから何が起こるにせよ、罠わなを仕こんでおくなら今のうちだった。

「あちらに余裕ができたら、小細工に気づかれそうだからな」

　カエサルはにやりと笑った。

　皇国日本の命運を懸かけて、いよいよ決戦の火ぶたが切って落とされる――。
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　みなさま、おひさしぶりです。

　先日、集英社の担当編集氏と話をしていたときにですね。

　このようなやりとりがありまして……




「そういえば、某電子書籍のサイトでダッシュエックス文庫キャラの人気投票をやってみたんですよ」

「ほほう」

「上位入賞したキャラの作品はショートストーリーを書き下ろして、ＷＥＢ上で発表することになっています」

「人気があるのはありがたいことですからね。うん。よい試みだと思いますよ。いやあ、僕も書き下ろしてみたかったなあ（ちょっと棒読み）。でも上位に食いこまないことには発注もありませんからね。ま、最近はじめたペルソナ５もまだまだ序盤ですし、空あき時間はアンどのとのコープを進展させることに使いますよ。はははは」

「一位は『カンピオーネ！』のエリカです」

「ちょ、待てよ」

「二位は『クロニクル・レギオン』の志し緒お理りです」

「どっちもうちのキャラじゃない」




　なにやら僕の知らないところで、全てが決まったみたいです（笑）。

　これも全て、みなさまのご愛あい顧こがあればこそ。

　この場を借りて、お礼申し上げます。

　ショートストーリー二本は、これから順番に書き下ろしていきます。いずれＢＯＯＫ ＷＡＬＫＥＲ様のサイトで公開されるはずです。

　よろしければ、そちらもお楽しみください。

　ちなみにゲーム本体を数年ぶりに買って、ＰＳ４版のペルソナ５をはじめたのですが。

　途中でいろいろ本を読み出してしまい、まだ序盤で止まっております。あのゲーム、一回のプレイが気づくと三時間くらいになっているので、余裕があるときでないと安心して進められません（苦笑）。




　さて。

　次巻はいよいよ決戦、という流れになって参りました。

　実は七巻の原稿、このあとがきを書いている時点でほぼ書き終えております。なので出版の準備がととのい次第、刊行される見込みです。

　それほどお待たせせずにお届けできると思われます。

　よろしくお願いいたします。







用語辞典
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　鎮守の契約を結んだ水霊殿から、おおよそ一〇キロ以内が本拠地となる。その範囲外では、騎士侯は騎力の一割しかレギオンを召集できない。軍艦などに使用される流体炉は水霊殿の代替品になり、騎力の半分ほどを召集させてくれる。




[image: ]劉邦の敗北

　漢の高祖・劉邦は白登山の戦いで匈奴軍に七日間も包囲されたのち、和議を結ぶ。以降、武帝の治世となるまで、漢は莫大な貢ぎ物を匈奴へ差し出していた。この関係を司馬遷はやんわり『兄弟の約束を交わして』と記している。もちろん、匈奴が兄である。




[image: ]衛将軍驃騎列伝

　歴史家・司馬遷が著した『史記』。衛将軍〝驃騎〟列伝は司馬遷と同時代を生きた大将軍・衛青の伝記――だけではない。甥の驃騎将軍・霍去病の伝記でもある。しかし、タイトルに『霍将軍』の名はない。驃騎と足してあるだけだ。衛青・霍去病の先輩・李広は功績のある老将軍だったが、もちろん霍去病には遠くおよばない（非常に人気のある人物ではあったが）。にもかかわらず、彼は『李将軍列伝』の一枠を史記のなかに確保されている。衛・霍の二将軍よりもかなり好待遇であった。とはいえ衛青の人柄を、司馬遷が『慈悲深く謙虚』と記しているのも事実である（衛将軍驃騎列伝ではないところに批判的なことを書いてはいるが）。霍去病については、その傲慢な振るまいを詳述している。




[image: ]姓は衛、名は青、字は仲[image: 卿]

　中国の男子名では、『伯』は長男、『仲』は次男に使う文字と決まっている。つまり仲[image: 卿]の字を持つ衛青には兄がいた。が、目立った功績がなかったものか、詳細は伝えられていない。ちなみに、衛青には皇后となった衛子夫のほかにも姉がひとりいる。その息子が甥・霍去病である。




[image: ]大司馬

　衛青と甥・霍去病は一連の対匈奴戦に勝利したあと、新設された官職『大司馬』にそろって取り立てられる。が、将軍筆頭格という以外に大司馬の権限ははっきりしなかった。武帝のお気に入りであった霍去病を、衛青と『同列』にするための措置だったのかもしれない。尚、のちに衛一族がこぞって処刑されたとき、霍一族の方は対象外となった。霍去病の異母弟・霍光は武帝の息子・昭帝の腹心となり、政治の全てを取り仕切るほどに出世する。




[image: ]衛一族の没落と復権

　作中では、衛一族が刑死した事情をかなりかいつまんで説明している。衛青が死ぬ数年前から、息子の領地が取りあげられるなど、すでに没落の兆候は見えはじめていた。後年、奸臣にたぶらかされた武帝の指示で、衛一族は次々と処刑されていった。皇后の衛子夫と、その息子で皇太子の劉拠は自殺した。……が、赤ん坊ということで連座をまぬがれた幼児がいた。衛子夫の曾孫に当たる皇族の男子、劉病已である。彼は皇籍を離れ、一民間人として市井で育つ。しかし、武帝のあとを継いだ昭帝が崩御すると、若き劉病已が後継者として擁立される。第九代皇帝・宣帝である。宣帝は前漢、中興の祖とされるほどの名君となり、衛一族の栄誉も回復させる。一介の庶民から皇帝へ。衛子夫だけでなく、曾孫も劇的すぎる人生を歩んだのである。




[image: ]衛青、最後の戦い

　匈奴との最終決戦で、衛青と霍去病は別行動を取った。霍去病は匈奴王の側近をみごとな戦術で撃破したが、衛青は苦戦を強いられた。前述した『李将軍列伝』の李広が道に迷い、衛青軍に合流できなかったからだ。それでもどうにか衛青は勝利し、匈奴王は敗走していった。そして李広将軍の責任問題となる――前に、李広は「大将軍が回り道させたから道に迷ったのだ！」と〝逆ギレ〟し、罰される前に自殺した。衛青とちがい、最期まで騎兵中心の戦争に対応できなかったのである。




[image: ]傭兵隊長

　傭兵隊長でありながら国軍を取りまとめるほどに栄達した人物としては、西ローマ帝国のオドアケル、一四世紀イタリアのジョン・ホークウッド、三十年戦争のヴァレンシュタインなどが挙げられる。
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